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「いやあ……やっぱり我わが家やは落ち着くねえ……」

　勝手知ったる自分の家、といった様よう子すで物置の奥にしまい込んであった作さ務む衣えに着替えた江え本もと春しゆん夏かを見ても、文ふみ人ひとは彼が自分の父であるという実感はもてなかった。

　確たしかに、顔に面おも影かげはある。

　文人には父の記き憶おくはほとんどなかったが、顔は写真で見て知っていた。それと比べると、確かに歳月は確かく実じつに刻まれていたが、本人だと思えた。

　だがそれと、親子の情は別だ。

　文人にとって父親の江本春夏とは、装そう丁てい師しとして残した作品のことだった。そう思ってきたし、感じさせられてもきた。

　決して、自分と同じように血肉をもった人間としての存在ではなかった。

　それがいきなり現れても、《本》から飛び出してきたフィフを初めて見たときと同じくらい、現実感はなかった。

　しかし──馴な染じんではいる。

　まるでそれが本来の姿であるかのように、春しゆん夏かは、自分の本の山の中に当然のように納まっている。

「……ほら」

　テーブルに腕を置いて楽しげに周囲を見回す春夏の目の前に、文ふみ人ひとは乱らん暴ぼうに、熱あついお茶の入った湯ゆ吞のみを置いた。

　文人としては、お茶を出したりはしたくなかったのだが、どうしても、というから仕方なく淹いれてやったのだ。

「あれ？　ボクの湯吞みは？」

「あるわけないだろ。んなもん、母かあさんがとっくに捨てちまったよ」

　失しつ踪そうから七年経たつと、その人間を死亡したとみなすことができるらしい。その日に母は、父のものであった品物の多くを処分した。

　廃品回収車を見送りながら、

『……これでやっと気持ちの整せい理りがついた。母さん、もっともっと働くから、大丈夫』

　そう、強く自分に言い聞かせるように言った母の横顔を、文人は忘れられずにいた。

　そのとき、文人も、

（ああ、父とうさんは本当にいなくなったんだ）

　と思った。それが──

「作さ務む衣えは残ってるのに？」

　当たり前のように家にいて馴染んでいることに、文人は何な故ぜか苛いら々いらした。

「……そいつは、あんたが装そう丁てい作業のときに着てたやつだからだろ。母さんがあんたのもので残したのは、仕事に関係するものだけだよ。将来、博はく物ぶつ館かんとか造って、展示でもするときのためじゃないの？」

「ボクの博物館？　はは、照れるなあ……」

　本当に気き恥はずかしそうな様よう子すで、春夏はまとまりのない髪の頭を搔かいた。

（本気にしてんなよ！）

　そう怒ど鳴なりたくなったのを、文人はなんとか飲み込んだ。

　ふぅふぅと息を吹きかけ、春夏はお茶を啜すすったが、熱っ、と言ってべろを出し、眉まゆをひそめて恨うらめしそうに唸うなった。

（ざまーみろ）

　別段、熱く淹れたわけではない。猫ねこ舌じたなのかもしれない。母が父について語るのは、主に作品についてで、人間としての江え本もと春夏のことはほとんど話さなかった。

「やれやれ……優ゆう実みはちゃんと冷ましてくれたのに」

　母の名を恋人のように呼んで、まるで責めるようにため息をついたのに、

（知るか！）

　文ふみ人ひとは本気で怒ど鳴なりたかったが、堪こらえた。

　怒鳴らないのには理由があった。《ルーエット》だ。春しゆん夏かがフィフの千ち切ぎれた体から創つくり上げた《生きた仕掛け絵本》である彼女は、彼が正気に戻ると共ともに《本》から出され、いまは当たり前のように春夏の傍そばにはべっていた。

　もう襲おそわない、と春夏は言っているが、さすがに文人は、それを鵜う吞のみにはできなかった。何しろさっきまで自分たちを殺そうとしていたのだ。

　それに彼女は《奴やつ》の許もとで創られた存在でもある。どんなトラップが仕掛けられているかわからない。

　一応、ルーエットは、武器である巨大なカッターナイフをもってはいなかったが、その気になれば素す手ででも相当強いことは確たしかだろう。

　その緊きん張ちよう感かんを拮きつ抗こうさせるかのように、文人の傍にはフィフが立っている。

　元は同じ《本》であったフィフとルーエットは、戦えばまったくの互角だ。だが、優ゆう位いは自分の方にある、と文人は思っていた。

　フィフは、ハサミを背負っている。その差は大きい。

　それに、こちらにはもう一冊、《本》がある。

　文人の自作の《生きた仕掛け絵本》──そこに閉じられた人の形をした猫ねこ、ミロがいる。

　彼女がフィフとルーレットの戦いに割って入り、フィフに味方をすれば、たちまちルーエットは追い込まれるだろう。

　それくらい、フィフとルーエットの均きん衡こうはぴたりと合っているのだった。

　春夏はふうふうと冷ましながらお茶を飲んだが、たいして飲まない内に、ぴんぽん、と玄関のチャイムが鳴った。

「フィフ、見張ってろよ？」

　言い置き、文人は財さい布ふをつかみ、言われぬでも、というフィフの声を聞きながらリビングを出て玄関へ向かった。

　廊下を歩くと何な故ぜか、壁かべに飾られた本が、色を取り戻したかのような感じを受けた。

　製作者である春夏の帰き還かんを喜んでいるのだろうか？

　物言わぬ本にも、意思があるのだろうか？

　そんなことをふと思い、くだらない、と文人は首を振った。フィフたちが生きているように振ふる舞まうのは、《禁書》だからだ。普通の本は、紙にインクを吹き付けているに過ぎない。そこにどうして意思が籠こもろうか。芽め生ばえようか。

　長くフィフと暮らしているうちに、変なことを考えるようになったみたいだ、と自じ嘲ちようしながら、玄関の鍵かぎを外して開けた。

「おまちどうさまっす！　『鰻うな定さだ』っす！」

　ドアの向こうに立っていた男は、思いっ切り笑え顔がおでそう言った。肩越しに、出で前まえ機きを取り付けたスーパーカブが停とまっているのが見える。

「三八〇〇円になりまっす！」

「……はい」

　腹立たしい気持ちを隠しながら文ふみ人ひとは代金を支払い、出前を受け取った。

　鰻うなぎである。

　しかも特上。

　どうしても食べたい、と春しゆん夏かが言って聞かなかったのだ。

（僕だってほとんど食ったことないってのに！）

　さすがに二つも取るわけにはいかなかったので、春夏の分だけである。

　母は出版社の編へん集しゆう者だが、激げき務むの割に給料は普通らしい。普通の家は、特上の鰻うな重じゆうなどそうそう頼めるものではない。

　まして、家計を管理しているのは文人である。その役目柄としては、こんなのは過ぎた贅ぜい沢たくだった。

　我わが儘ままを許したのは、春夏が『お客』だからだ。そうとしか考えていないからだった。

「まいど～」

　明るい声で言って出前の男は踵きびすを返し、文人は扉を閉めて施せ錠じようした。

　ふわりと香った匂においに、腹の虫が唸うなった。

　やはり頼めばよかったか、と気持ちがふらついたが、せっかく頼んでも、紙になりかかっている体では味がろくにわからないことを思い出し、やはりこれでいいのだと思いなおした。

「お、来た来た」

　春夏は目を輝かがやかせて、手を揉もんだ。まるで子供である。その目の前に無言で、半ば投げるように特上鰻重をお盆ごと置いてやった。

　春夏は割わり箸ばしを取り上げて袋から出して片手で器用に割る前に、くるり、と回した。

（あ──）

　その動きに、文人は目をひきつけられた。

　同じだった。

　自分が鉛筆を回すのと、まったく同じ動きだった。

　そんなのは誰だれがやっても同じだと思うかもしれない。だが、ひとりひとり手の形が違えば、当然、回し方も変わってくる。癖くせが出る。

　それが──同じだった。

　文人は、急に春夏が近い存在に思えて戸惑った。たかがこんなことで、とうろたえた。それを気け取どられぬように、必死に感情を押し殺していたら、

「なんだ、そんな怖い顔して。食べたいのか？」

　と話しかけられ、文ふみ人ひとは焦あせった。

　しかし、春しゆん夏かは、

「でもやらない。これはボクのだからね」

　子供じみたことを言って、重じゆう箱ばこを抱え込むようにした。

「い、いらないよ」

　見抜かれなかったことにほっとして、文人はわざと吐き捨てるように言った。

　春夏は、あっそ、と言って蓋ふたを取り、山さん椒しようの小袋を破ってそれをかけた。それから、椀わんの蓋を取り、肝きも吸すいをまずは飲んだ。丁ちよう度どいい具合に冷めていたようだ。

　はあ、と息をついて、ようやく鰻うなぎにかかる。

　ふっくらとした身を箸はしで切り、飯ごと頰ほお張ばる。こっちは随分と熱あつかったようで、はふはふと湯ゆ気げを吐きながら、しかしとても嬉うれしそうに、春夏は鰻うな重じゆうを食べた。

　思わず唾つばを飲み込みそうになる。

　──と。

「フミヒト」

　服を引っ張られた。見ると、フィフが真剣な顔で文人を見上げていた。

　なんだろう。何か重大なことに気が付いたのだろうか？

「何？」

　小声で訊きくと、

「拙せつも食べたい」

　フィフはそう言って、薄うすい腹を押さえるようにした。

　気持ちはわかった。確たしかに、匂においもだが、食欲をそそる春夏の食べ方ではある。

「あとで作ってやるから」

　そう文人は言うと、フィフは嬉しさを隠し切れないように、唇に笑えみを浮かべた。

　といっても、本物を鰻を捌さばいて、蒸むして、焼くわけではない。

　作るのは『鰻重』の《仕掛け》だ。四角い箱を立ち上げるのは簡かん単たんな部類だ。あとは中の鰻と飯、それに、開くとずれて中が見える蓋と、『特上』と書かれた札──そんなところだろう。そして何より、気持ちだ。母の相しよう伴ばんでちょっとだけもらったときのことを思い出せば、きっとそれはちゃんと特上になるはずだ。

　春夏は半分ほど食べたところで、一いつ緒しよの盆に載っていた小皿のおしんこのナスを食べ、お茶を飲むと、蓋を閉じた。

「……何？　もう食べないの？」

　せっかくとってやったのに、という思いが声に出てしまったのだろうか。春夏は、まさか、と笑った。

「残りはあとのお楽しみさ。それよりもまず、話をしようと思ってね」

「話？」

「ボクに、訊ききたいことが沢たく山さんあるんだろう？」

　それは──ある。

　ありすぎて、整せい理りがつかなくて、何を訊いたらいいのかわからないくらい、ある。

「なんでも訊きなさい。ボクに答えられることなら、答えるから」

　その言い方が、文ふみ人ひとは気に入らなかった。

（何、急に父親ぶってんだ）

　そう感じてしまった。訊きなさい、とはなんだ、と思ってしまった。

　そんな文人の気持ちには気付かぬ様よう子すで、春しゆん夏かは自分の向かいの席を示した。座れ、ということなのだろう。だが、文人は立ったままでいた。そこまで距きよ離りを縮ちぢめることには、なぜか強い抵抗感があった。

　立ち尽くしていると、やがて、諦あきらめたように春夏は小さくため息をつき、困ったように微笑ほほえんだ。それが悲しげに見えたのは、気のせいだろうか。

「まあいいよ。おまえが立ったままがいいというならそれでも。それで？　ボクは何から話せばいいかな？」

（んなこと言われても……）

　相変わらず、頭の中は真っ黒だった。真っ白じゃない。混こん沌とんとしてすべてが交じり合ってしまって何も見えない。つまりは真っ黒だった。

「──元・我わが主あるじよ」

　代わりに、だろうか。文人の服をつかんだままのフィフが、そう口を開いた。

「細かいことはあとじゃ。拙せつらには──文人には時がない」

　すう、と春夏の手が挙がり、長い指が文人の胸を指した。

「その心しん臓ぞうだね？」

「然しかり。フミヒトは《仕掛け》の心臓から染み出す紙のせいで《本》になりかけておる。イレギュラーな、飛び出さぬ《本》にじゃ。拙らはその前に《奴やつ》を封印し、心臓を元に戻さねばならぬ。ゆえに拙は問おう。……シュンカ。《奴》はどこじゃ？」

　春夏は静かにフィフを見つめていたが、やがて、小さく頷うなずいた。

　否いや。それは頷いたのではなかった。

「ごめん」

　謝しや罪ざいだった。そのために頭を下げたのだった。

「ボクはそれには答えられない」

「何な故ぜ！」

　ぎゅう、とフィフの手に力がこもる。

　それを見て取ったのか、春夏の後ろで襟えりの高い赤い革コートを着たままのルーエットも指を開いた。

「……いいんだ、ルー」

　手を挙げ、春しゆん夏かは彼女を制すると、困ったように微笑ほほえんだ。

「ごめん、フィー。ボクがいま語れる記き憶おくは、《奴やつ》に仮面を被かぶせられる直前で、途と切ぎれているんだよ。二に季きでいたとき──君たちの敵てきでいた間の記憶はないんだ。多た分ぶん《奴》は、ボクが正気を取り戻す日のことを考えていたのだろう。仮面は調しらべたかい？」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「何もなかった。千ち切ぎれたただの紙だったよ。何も刻まれちゃいなかった」

「そうか……」

「そっちは？」

　文人はルーエットを目で示した。

「あんたは変わっても、その子はおんなじだろ？　憶おぼえてるんじゃないのか？」

「どうかな。ボクはこの子を、必要なときにしか外に出さなかったから。周囲の様よう子すくらいは憶えているかもしれないが、ナビゲートできるほどの何かを憶えているかどうか」

　言いつつ、春夏はルーエットを振り向いた。

「……どうなんだい、ルー」

　ルーエットは答えない。

　ああそうか、と呟つぶやいて、春夏は傍そばにあったメモとペンを取ると、彼女に渡した。ルーエットはすぐにさらさらと何かを書き付け、それを文人たちに向けた。

　そこには、『ビル』と書かれていた。

「……それだけ？」

　文人が言うと、ルーエットは再び何かを書き、文人たちに見せた。

「……『たくさんの』って……」

　これでは何もわからないのも同じだった。沢たく山さんのビルなど、いまや都内のどこにだってある。

　春夏は苦笑しつつ、ルーエットの手の甲を撫なでた。

「……すまないね。何しろルーは、フィーの破片からボクが作ったものだから、感情や表現が欠けてしまっているんだ。記憶がないわけではないんだけどね。だから、二人ふたりを一冊の《本》に戻すことができれば、フィーがルーの記憶を共有できるかもしれない」

　フィフは驚おどろいて目を瞠みはった。

「そんなことができるのか!?」

「理り論ろんの上では、ね。実際にうまくいくかどうかは、試してみなくちゃわからないけど、《奴》の居所を知るには、それしかないとボクは思う」

「駄だ目めだ」

　文人は考える間もなく言った。

「フミヒト!?」

「それで、もしうまくいかなかったらどうする？　フィフもルーエットも失って、それでどうやって《奴やつ》と戦う？……あんた、本当に正気に戻ってるのか？　こいつは実は《奴》の次善の策で、力押しで駄だ目めな場合の搦からめ手てじゃないのか？」

　連中にとって何より目め障ざわりなのはフィフのはずだった。フィフさえいなければ、未み熟じゆくな《マイスター》である自分など取るに足らない存在だという自覚は、文ふみ人ひとにもあった。ならば《奴》がこうした面めん倒どうな手を講こうじていてもおかしくはない。

　すると、文人の説に春しゆん夏かは微笑ほほえんだ。嘲ちよう笑しようとは違う。むしろ嬉うれしそうな笑えみだった。

「な、なんだよ……」

「いや。おまえの不安ももっともだと思ってね。安心しろ、とは言っても信じないだろうが、ボクはフィーもルーも解体するつもりはない。代わりに、二つの《本》の間にもう一冊、新しい《本》を作るつもりだ。二人ふたりの新しい体、だね。フィーでもあり、ルーでもあるその器を二人が使えば、ルーの記き憶おくをフィーが覗のぞける可能性がある。そうすれば、あんなつたない説明などなくても、フィーがそれを知ることができる──かもしれない」

「……かも？」

　思いっ切り文人は不信感を露あらわにして言った。

「かも、でフィフをあんたに預けろっていうのか？　そんなこと──」

「フミヒト、構わん」

　遮さえぎるように、フィフが言って、文人は驚おどろいて彼女を見た。

「おい──」

「時間がないのじゃ！　一刻も早く《奴》の居場所を特定して封印せねば、そなたは、飛び出すこともできぬ、ただの《本》になってしまうのじゃぞ？」

　文人は言葉につまった。

　確たしかにフィフの言う通りではある。自分の未熟さが呪のろわしかったが、時間だけは、どうすることもできない。

「けど──」

　それでも何か言葉はないか、と文人は探した。

　すると春夏は、そんな文人の様よう子すを見て、フィフに向かい柔らかく微笑んだ。

「大切にしてもらっているんだね」

　文人は、一いつ瞬しゆんで顔が熱あつくなるのを感じた。臆おく面めんもなくなんてことを言うんだ、と逃げ出したくなった。フィフは、と見れば、やっぱり顔は赤かった。

　だが、態度は違った。

「当然じゃ！」

　彼女は足を肩の幅に広げ、腕を組み、はっきりと澱よどみなく、そう言った。
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　文ふみ人ひとはますます気き恥はずかしくなった。フィフにそんな風に思われていたことを知ったのと、自分が逃げ出したくなったその両方で。

「じゃから、拙せつはそなたを信じる。残念ながら、拙はそなたをはっきりと覚えてはおらぬ。顔は拙の知っている先代の《まいすた》に違いないが、その程度じゃ。しかし、そなたの腕は紛れもなく一流じゃ。拙の身を任せられるだけの技量は持ち合わせておると、拙は判断した」

「光栄です。《虚うつろの図と書しよ館かん》最強の《戦せん闘とう司書》よ」

　春しゆん夏かは胸に手を当て、恭うやうやしく頭を下げた。

　その様よう子すに、文人は二人ふたりの間に強い絆きずなのようなものを感じた。自分の疑念など野や暮ぼでしかない、とはっきりとわかるほどのつながりだった。

「勝手にしろ！」

　いたたまれなくなって、文人は踵きびすを返した。

「フミヒト！」

　背中をフィフの声が追いかけてきたが、無視した。

　怒りとも、口惜しさともつかない、そうしたものがすべて入り混じっているかのような、そんな想いに胸を搔かき毟むしられるのを感じながら、文人は階段を上がり、自分の部へ屋やへ飛び込み、叩たたきつけるようにドアを閉めた。
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「……フミヒト……」

　行ってしまった少年を思いながらも、フィフは、彼がどうしてあんなに激はげしく怒ったのかがわからずに困惑した。

　自分はただ、文ふみ人ひとのために一刻も早く《奴やつ》を封印したかっただけなのだ。それのどこが気に入らないというのだろう。

　心しん臓ぞうを戻すことこそがこの戦いの、文人の唯一の目的だというのに。

「いいのかい？」

　半分残したままの『鰻うな重じゆう』を何な故ぜか大事そうに撫なでながら春しゆん夏かが訊きくのに、

「良いも悪いも、それしか《奴》の居所を知る方法はないのじゃろう？　それに、元の姿に戻らねば、正直、《奴》には勝てぬ」

「けど、文人が新しい《マイスター》になってすぐに《奴》と互角に戦ったのだろう？」

「だからじゃ。いまのフミヒトが《まいすた》なら、拙せつが一〇〇の力を出せれば《奴》に勝てるはずじゃ。そうは思わぬか？」

「そうだね」

「じゃから、拙はそなたにこの身を預ける。フミヒトの疑念は、あれはあれでもっともじゃ。しかし、拙の体が、そなたを感じておる。そなたを憶おぼえているようじゃ。その指を。入れられたハサミを」

「そうか……嬉うれしいよ」

　春夏は、本当にそう思っているかのように笑った。

「じゃが」

　とフィフは言いながら、文人が結局座ることのなかった対面の椅い子すを引き、腰を下ろした。

「いったい、何があったのじゃ。拙はフミヒトに出会う前までの記き憶おくがほとんどない。逆にそなたは《奴》に囚とらわれてからの記憶がないのじゃろう？　教えてくれぬか？　どうして《奴》に従っていたのか」

「そうだね……」

　春夏は頷うなずき、記憶を辿たどるかのように黙だまった。

　フィフはそれを邪じや魔ますることなく、静かに待った。ルーエットもそうしている。もっとも彼女の場合は喋しやべろうにも喋れないようだが。

「君は、ボクが死んだと思っていたんだよね？」

　フィフは頷いた。

「そなたが拙の《まいすた》でなくなったことは、目覚めたときにわかった。それはすなわちそなたが拙せつを手放したか、死んだかのどちらかじゃ。じゃが、《まいすた》が拙を手放すことは考え難がたい。グリーズ・ビーもそなたが《本》にはなっていない、と言っておったしの。《奴やつ》の襲しゆう撃げきがあったことはわかっておる。となれば、そなたはあの戦いで死んだと考えるのが妥当というものではないか？」

「その通りだね」

　春しゆん夏かは一言一言を嚙かみ締しめるように頷うなずいた。

「実際、僕は死んだようなものだった。君は、その戦いそのものも憶おぼえてはいないんだね？」

「残念ながら、そうじゃ。そっちの──」

　フィフはルーエットを見た。

「拙の半身じゃという女は、どうか知らぬがな。いったい、どのような戦いだったのじゃ？」

「完全な奇き襲しゆう、かな」

　春夏は肘ひじを突き、重じゆう箱ばこの上で指を組んだ。

「《奴》は長い年月をかけて、《虚うつろの図と書しよ館かん》に爆ばく弾だんを送り込んでいたんだ。《禁書》という爆弾を。それは、あるタイミングで一斉に作動するようにあらかじめ組まれていた。僕らは封印した《禁書》を、一ページずつ中身を確たしかめたりはしないだろう？　危険な《本》ほど、万が一を考えて、そのまま書架へ直行させてしまう。それが間違いだった。《奴》はそれをどこかで知ったのだろう。《本》の中に《本》を仕込んだ。飛び出す絵本のサブページの応用みたいなものだ。独立した《本》であるから、表層の《本》が封印されても、中の《本》は自由だ。寄生だね。蝶ちようの蛹さなぎに寄生していた蜂が宿しゆく主しゆの体を食い破って出るように、中の《本》も外側の封印された《本》を破って表に出た」

　その様さまを想像して、フィフは眉まゆをひそめた。

「解放された《禁書》連中の目的は、ただひとつ。《虚ろの図書館》制圧だった。とはいえ、事はいうほど簡かん単たんじゃない。君とボクのような守しゆ護ご者しやがいるし、グリーズ・ビーのような《管理司書》もいる。目もく録ろくに記載されていない《本》が現れればすぐに見つかる。猶ゆう予よは短い。そこで彼らは、目的を二つに絞った。ひとつは、各部へ屋やを繫つなぐ《扉》の破は壊かい。《虚ろの図書館》は小部屋の集合体だ。その連絡通路を断ち、各個撃破を目論もくろんだ。数千とも、数千万ともいわれる部屋のひとつひとつを制圧し、そのまま乗っ取ろうとしたんだ」

「それは、いったいどうやるのじゃ？　部屋の連結を切っただけでいいのか？」

「いいや」

　春夏は、ゆっくりと首を振った。

「その部屋を自分のものにするためには、その部屋の《本》の目録の所有者──《管理司書》にならなければならない」

　フィフの頭に、気味の悪い熊くまのぬいぐるみの頭を被かぶった、グリーズ・ビーの姿が浮かんだ。

「知らなかった。ビーはそんなに偉かったのか？」

「偉いといえば偉いね。何しろ、あの部へ屋やのすべての《本》を管理しているのは彼女だ」

「ふうん……」

　やはり、どうもぴんとこない。

「で？　どうやればなれるのじゃ？」

「それについては単純なんだ。──《管理司書》を破は壊かいしてその目もく録ろくを奪い、所有者のところに自分の名前を書けばいい」

「それだけか？」

「うん。──本来なら、それぞれの部屋には君とボクのような《マイスター》と《戦せん闘とう司書》がいて、部屋を守っていたんだけど、長い歳月の間に《マイスター》は減り、危険もなかったから、《戦闘司書》が受け継がれずに《本》として書架にしまわれて埃ほこりを被かぶっていた部屋も少なくはなかった」

「ではなぜ、《奴やつ》はわざわざ拙せつらのいる部屋に押し入ったのじゃ？　そうでない部屋はいくらもあったであろうに」

「《マイスター》が《扉》の修復をできるからだよ。それは《マイスター》にしかできない」

「待て。ビーは、他ほかの部屋と自分の部屋を繫つなげておるぞ？」

「彼女が使ったのは、万が一のときのために、ボクの残していた《扉》だ。備えあれば憂うれいなしってやつでね。残念ながら他の部屋で、同じように予備や緊きん急きゆうの《扉》を用意していたところは少なかったけれど」

「ふうむ……怠たい慢まんじゃな」

　フィフがそう言うと、春しゆん夏かは笑った。

「しかたないさ。《管理司書》は、基本的に自分の部屋以外に関心はないからね。ビーが例外なんだよ。まあ、そうしたのはボクなんだけど」

「そうなのか？　あ、そうじゃ！　ビーも呼ぼう！　丁ちよう度ど、この部屋とも《虚うつろの図と書しよ館かん》は繫がったのじゃ」

「いや、いまはやめておこう」

「何な故ぜじゃ？」

「逢あいたいけど、そうすると《扉》も作りたくなっちゃうからね。それはフィーとルーを合がつ本ぽんしたあとにしよう」

「ふむ……そうか」

　春夏に関する記き憶おくのあるビーの方が、きっともっと喜ぶと思うのだが、春夏がそういうのではあればしかたがなかった。

「話を戻そうか」

　春夏は微笑ほほえんだ。

「《奴》は、ボクとおなじく《マイスター》の技をもつ。それはつまり、他の《マイスター》が全員死ねば、《扉》を作れるのは自分だけになるということだ。これがどういうことか、わかるかい？」

　フィフは少し考え、あっ、と声を上げた。

「実質、《虚うつろの図と書しよ館かん》を支配することができるということじゃな！」

「うん。《扉》を押さえるということはそうことだ。それに、《戦せん闘とう司書》もマイスターがいなければ無力だ。たとえ自分を《マイスター》と認めなかったとしても、《本》から出さないことで無力化はできる。だから《奴やつ》は真っ先にボクらを──《マイスター》と《戦闘司書》を狙ねらい、これを無力化しようとした」

「それは成功したんじゃな？」

　だから春しゆん夏かと自分は切きり離はなされた。しかし、だからこそ文ふみ人ひとと出会えた。苦さと甘さが同時に湧わき上がる。禍か福ふくは糾あざなえる縄なわのごとし、という諺ことわざを聞いたことがあるが、まさにその通りだ、とフィフは思った。

「半ばは、ね」

　喉のどが渇かわいたのか、春夏はお茶を啜すするように飲んだ。

「ボクは怪け我がを負わされたが、君は《奴》にも傷を負わせた。君自身も傷ついたが、とにかく退しりぞけることには成功したんだ。けど、そのときにボクは《奴》に攫さらわれた。僕はその前に《奴》に気付かれないように、君との主従関係を切り、ボクの次の《マイスター》として、文人を捜すように伝えた。そして、君はその通りにした」

「拙せつとフミヒトが出会ったのは、偶然ではなかったのか！」

　春夏は笑った。

「もちろんだよ。たまたま選んだ《マイスター》が親子だったなんて、そんな都合のいい偶然があるわけがないだろう？　君は、文人を見つけ、接触した。文人は本が大好きだからね。きっと引き合うと思っていた」

「フミヒトが!?」

　フィフは驚おどろいた。

「いやいや、元・主どの。それはないじゃろう？　フミヒトは、大の本嫌いじゃぞ？」

「えっ!?」

　今度、驚くのは春夏の方だった。

「そんな馬ば鹿かな！　だって、寝るときにも本を絶対に手放さなかった子なんだよ!?」

「拙はフミヒトの幼い頃ころのことは知らぬが、いまは部へ屋やに本を置くのも嫌いやがっておるぞ。しかもその原因はそなたじゃ」

「え、そうなの……？」

「うむ」

　春夏は急に落ち込んだ様よう子すになって、ため息をついた。がっくりと肩は落ち、そのまま本に畳たたまれてしまうのではないかと思うほどだった。

　しまった、と思ったが出てしまった言葉は取り消すことはできなかった。それに、取り消すにしてもなんていったらいいのか、それを思いつけなかった。

　フィフは、ルーエットに睨にらまれた。彼女は口をきかない分、眼力がものを言う。その目ははっきりと、『殺すぞ、クソアマ』と言っていた。

　だがやがて、春しゆん夏かは吹っ切ったように笑え顔がおを見せた。

「けど、まあそうか……結局、ボクがいなくなって、優ゆう実みも苦労したんだろうし……それを見ていた文ふみ人ひとが、ボクへの恨うらみを本に転化しても、おかしくはないか……」

　フィフは、優実というのはママさまのことだったかの、と思いながら、春夏のどこか懺ざん悔げのような言葉を聞いた。

「だけど、フィー」

　真剣な眼まな差ざしで、春夏はフィフを見つめた。

「本当は、あの子は本が好きなんだよ。それだけは信じてほしい。お願ねがいだ」

「言われずとも、わかっておる」

　フィフは鼻を鳴らした。

「そうでなくて、どうして拙せつと繫つながることができる？　もしも本当に本が嫌いなら、拙の声を聞くこともできぬ。表層意い識しきはどうあれ、の」

　それを聞くと、春夏はしっかりと頷うなずいた。

　少々意地が悪かったか、と思いつつ、フィフは、で？　と訊きいた。

「それでどうなったのじゃ？　そなたは《奴やつ》に連れ去られ、それで？」

「朧おぼろげにしか思い出せないんだけど、《奴》はボクを助けた。もちろんそれはボクを自分の手て駒ごまとして利用するためだったに違いない。ボクに仮面をつけ……あとは知っているだろ？」

「じゃが、わからぬ」

　フィフは背もたれに体を預け、腕を組んだ。

「何な故ぜそなただけは残されたのじゃ？　聞くに、他ほかの、まだ何人かはいたはずの《まいすた》は全滅させられたのじゃろ？」

「それについては、推測の域を出ないのだけれど──」

　春夏はちらりとルーエットを見、そうしてその視し線せんをフィフに戻した。

「動どう機きは、君だ」

「拙？」

　春夏は頷いた。

「《奴》はおそらく君を手に入れたくなったんだ。その脅きよう迫はくのために、ボクを生きて残したんじゃないかと思う。《奴》は本をこよなく愛しているからね。君ほどの出来の《禁書》を是が非でも自分のものにしたいと思う気持ちはわかる」

「だったら、そう言ってきても良さそうなものじゃが？」

「君も《奴やつ》も、文ふみ人ひとが《マイスター》になってすぐの戦せん闘とうで半身を失ったんだったね？」

　フィフは頷うなずいた。

「傷が癒いえるまでの間、君はいくらか《禁書》と接触したね？　おそらくはそこで《奴》は君の記き憶おくのことを察した。ボクのことを覚えていない君には、脅きよう迫はくは通用しないと考えたんだと思う。だから、君の破片でルーエットを作らせたんじゃないかな」

「代わりで満足しようとしたのか？」

　そう言うと、ルーエットは紫むらさき色いろの目を不快そうに眇すがめた。

　だが、春しゆん夏かは、かもしれない、と言った。

「けれど、正せい確かくなところはわからない。そのときにはもう、ボクは江え本もと春夏ではなく、二に季きとして《奴》に仕つかえていたからね」

「ふうむ……」

　筋が通っているような、通っていないような、もやもやした気持ちだけが残った。

　しかし、互いに記憶が欠けた同士がピースをつき合わせたところで、こんなものなのかもしれない。

　しかし、とフィフは訊きいた。

「《奴》は何な故ぜ、そなたに自分の体を直させなかったのじゃ？　そなたほどの腕があれば、それも可能であろう」

「結局、信じていなかったんじゃないかな。仮面に縛しばられていても、ボクは敵だ。そんな男に体を触らせたくはなかったんだと思うよ。フィーだってそうじゃないか？　もし《奴》を捕まえて、封印で鎖くさりに繫つないでいたとして、それで、自分を任せようと思うかい？」

　思わなかった。

　事は、服や武器ではないのだ。体そのもの──肌の下、体の中まで弄いじらせるのは、心から信頼を寄せた相手だけだった。

「なるほどの……」

「ともあれ、ボクの知るのはこのぐらいだ。《奴》は貪どん欲よくだ。この世のすべての本を、《虚うつろの図と書しよ館かん》に収められているものも含めて、すべてを自分のものにしなくては気がすまない。もちろんそこには、フィー──君も含まれている」

「お断りじゃ。あんなやつの書架に後生大事にしまわれるなんぞ、まっぴらじゃ」

　春夏は頷いた。

「だったら、協力してくれるね？」

「フミヒトを追わずにここへ残った時点で、そのつもりじゃ」

　フィフは、本でできたタワーの一番上に載せられた自分自身でもある《本》を手に取り、それをテーブルの上に誇るように置いた。

「さあ、好きにするがよい──元・主あるじよ」
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　白いスーツ姿の少年が薄うす暗ぐらいその部へ屋やに入ったとき、寒々とした広間に控えていたのは《悪あく魔まの理髪師　スウィーニー・トッド》と、《切り裂きジャック》の二冊だけであった。

　二冊は片かた膝ひざを付き、頭を垂たれていたが、この二冊、後ろから見ると、丸太と岩ほど体格が違っていた。

　トッドはとにかく背が高く、手足が長い。

　その長い腕で、床屋に訪れた観かん光こう客きやくの喉のどを切り裂き、死体を愛人の女の店でミートパイにして売らせていた、悪魔のような男である。

　といっても実在の人物ではなく、プレストという男の創作物だ。

　だが、それを少年は気に入った。

　当時から、スウィーニー・トッドは、本当に実在するのではないか、といわれたほど、人気があった。その人々の恐怖を、思いを、少年はすくい上げ、この男を創つくり上げた。人々のそうした思念は《本》を補強する。

　思った通りにトッドは強力な《本》となった。少年の手足となり、数多あまたの人間を《本》に変えて、数多の《マイスター》と《戦せん闘とう司書》を切り裂いた。

　隣となりの《切り裂きジャック》は、人間が《本》になった男である。一九世紀のロンドンで、娼しよう婦ふを次々と惨ざん殺さつし、忽こつ然ぜんと姿を消した、こちらは実在の殺人鬼だ。

　小男で背中の曲がったこの男に、同じ臭においを感じたのだろう。

　トッドは、ジャックを気に入り、《本》に変えた。

　少年はそれに多少の手を加え、他ほかの《第二版》──少年が直接創り上げた《本》を《初版》、その《本》が人間を綴とじたものを《第二版》と呼んでいた。さらにその《第二版》が綴じた《本》を《第三版》と呼ぶが、《三版》は新たに人間を綴じることはできない──よりも《初版》に近い意思と力を与えてあった。

　少年は二人ふたりの間を抜けると、部屋の奥に置かれた、玉ぎよく座ざというに相応ふさわしい仰々しい椅い子すに腰を下ろした。周囲には赤いマントが広げられ、無造作に本が置かれている。それは《禁書》であったり、そうではない普通の本であったりしたが、少年にはどちらも大切な《本》だった。

　積つんである本の中には、《初版》も随分とある。

　少年は、様さま々ざまな偉人をこの手で綴じてきた。その中にはより強力な戦力になるであろう人物も多数いたが、それを手て駒ごまとして使うつもりはなかった。

《本》となった人間は、後の世に残すものだ。

《虚うつろの図と書しよ館かん》との戦いで消耗していいものではなかった。目の前に膝を付くこのジャックも、その基準に照らせば、もちろん例外ではない。

　にもかかわらず、あえて戦いに参加させているのは、スウィーニー・トッドとの見解の相違だ。少年にとって、この男は後世に残す価値があるとは認めていない男だった。

　だが、トッドはそうは思っていない。ゆえに好きに使わせていた。しかしこの男が自分の書架に収められることはない──それは少年にとって厳げん然ぜんたる事実だった。

「主あるじよ」

　控え、頭を下げたままで、トッドがそう呼びかけるのを、少年は気だるく訊きいた。

「お召めしによりまかりこしました。が──他ほかの連中は何ど処こに？」

　トッドが言っているのは、幸こう若わか舞まいや浄じよう瑠る璃りなどで扱われる作品の主人公である百ゆ合り若わか大だい臣じんという大男と、古代エジプト王国最後の女王を基もとに創つくり上げたクレオパトラ、それに、二に季きとルーエットのことに違いなかった。

「そのことで、おまえたちを呼んだのだ」

　少年は肘ひじ掛かけにもたれながら言った。

「百合若が倒れた。封印ではなく消失したことを思えば、それは《戦せん闘とう司書》の仕し業わざではなく、《焚ふん書しよ鬼き》にしてやられたのであろう」

　少年はその場にいたわけではなかったが、自分が創った《禁書》がどうなったかは、見なくてもわかった。

　思わず顔を上げたトッドの白い顔は常よりもさらに白かった。肌が透すけて下の血管どころか骨までも見えそうなほど。

《本》にとって、最も恐ろしいのは燃もやされることだ。

　水に濡ぬれたのであれば、まだ回復する望みもあるが、火だけはない。点ついたら最さい期ご、あっというまに炎は広がり、燃やし尽くされてしまう。再生を許されない死──それは底知れぬ恐怖を《禁書》にももたらす。

　同時に、怒りも。

「おのれ……人間どもめ」

　トッドは、指が壊こわれてしまうのではないかと思うほど強く、拳こぶしを握った。

「主よ……ぜひ、私に仇かたきを──」

「ならん」

　何な故ぜ、と言いたげな目に、少年は微笑を向けた。

「すでに、クレオパトラが動いている。あの娘はあれと仲が良かった。任せておけばよい。それに、問題はまだあるのだよ」

「は……」

　トッドは不満そうだったが、重ねて懇こん願がんはしなかった。一応、《初版》には自由意志があったが、トッドはあえてそれを押さえ込んでいるところがある。自由気ままなクレオパトラとはそこが大きく違った。

　それだけに、意を伝えやすい。

「それで……問題とは？」

「二に季きが敵に寝返った」

「なっ──！」

　トッドの骸がい骨こつのような顔の眼がん孔こうで、青い瞳ひとみの目玉がこぼれそうになるほど見開かれた。極ごく薄うすい唇が、わなわなと震ふるえる。

　スウィーニー・トッドは、出自が物語であるせいか、人間を下等なものと、自分たちが楽しませてやらねば退屈で死んでしまう愚かな生物、と考えていた。そもそも自分がその人間の脳から生み出されたということは都合よく忘れ、見下している。

　それが、少年にとってはまた面おも白しろいところだった。

「人間めっ！」

　トッドは拳こぶしを床に叩たたき付けた。だから私が申したのに、などと諫かん言げんじみたことは言わない。あくまでも間違っているのは人間なのだ。

「主あるじよ」

　ぎょろりとした目で、トッドはひたと少年を見る。

「私にあの者の始末をぜひ、つけさせてはいただけませんでしょうか？　私の剃刀かみそりで、必ずや彼か奴やつめの首を搔かき切ってごらんにいれます」

「いいだろう」

　少年は微笑ほほえんだまま頷うなずいた。

「ただし、こちらから出向くことはない。放っておけば、向こうから必ずやって来る」

「あの男はここの場所を？」

「憶おぼえてはいまい。それなりの保険はかけてある。しかし、おまえがあの男と見まみえることはあるまい」

「それはどういう──」

「いまにわかる」

　少年はトッドの言葉を遮さえぎり、玉ぎよく座ざを立った。説明はしない。言葉遊びだ。

「それよりも備えるは、最強の《戦せん闘とう司書》であるフィフ・デグリースと、その《マイスター》である人間だ。連中は並みの守しゆ護ご者しやではない」

　トッドが頷く。と──

「あのぅ……」

　少し下がった隣となりで、背中を丸めた小男が、そろりと手を上げた。

「それについちゃ、俺おれにひとつ良い考えが」

「おまえに？」

　トッドが鼻で笑った。自ら見込んだ男であっても、他ほかの人間同様に、侮ぶ蔑べつの気持ちは変わらないようだ。

　だがそれに気付いた様よう子すもなく、ジャックは下げ卑ぴた笑えみを浮かべて、へえ、と言いながら薄うす汚よごれたフロックコートの下から、一冊の《本》を取り出し、床に置いた。

「……『八や代しろ秀ひで英あきの青春』……？」

　怪け訝げんな顔をして題名を読み上げたトッドに、そうでさあ、とジャックは欠けた前歯をむき出して笑った。
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　いまだ焼やけ焦こげた臭においの残る地下の駐ちゆう車しや場じようで、クレオパトラは佇たたずんでいた。

　辺あたりに人ひと影かげはなく、気け配はいもない。

　焼け落ちた古代の印いん刷さつ機きと、煤すすけたバンがあるばかりで、あとは傍そばに、白い灰が堆うずたかく積つもっているばかりだった。

　そこに立つ彼女は、一般に件くだんの女王の名を告げられたときに、人々が思い描く姿からは程ほど遠とおいものだった。

　子供なのだ。

　世界三大美女に挙げられる美び貌ぼうの持ち主は、決して子供ではない。

　しかし、既すでにその片へん鱗りんは見て取れた。

　紛まぎれもない美少女であり、褐かつ色しよくの肌は湯ゆ煎せんしたてのチョコレートのようであったし、黒い瞳ひとみは、黒こく曜よう石せきをはめ込み、周囲をラピスラズリで飾ったかのようだった。

　成長すれば間違いなく世界三大美女と呼ばれるに相応ふさわしい娘になることが約束されている、そんな少女が、カラシリスと呼ばれる半透明の肌はだ触ざわりのよい布を使った服を纏まとい、カラフルなビーズの首飾りと帯を締しめて立っていた。

　クレオパトラは、静かに目を伏せ、もうずっと、待っていた。極限まで自分を分割し、そのすべてを《スカラベ》と化し、あらゆる場所へと放って、既に数時間。

　これ以上分割すれば、ちょっとした衝しよう撃げきにも体が破れて動けなくなるのは確たしかだ。

　だが、そのぎりぎりまで自分を削そぐことに、クレオパトラは躊ちゆう躇ちよをしなかった。連中に同じ思いを味あわせてやらなくては、百ゆ合り若わかが浮かばれない。気がすまない。

（よもや、わたしにこんな風に思う気持ちがあろうとは、な）

　クレオパトラは、自じ嘲ちようしたくなった。

　確かに百合若とは共ともに行動をすることが多かったし、あの無口な大男といても少しも気き詰づまりではなかった。

　スウィーニー・トッドやジャックはあの薄うす汚ぎたなさが我慢がならない。よくもいつも、あの埃ほこりだらけのコートを着ていられるものだ、と思う。

　だが、だからと言って、百ゆ合り若わかが特別というわけではなかった。

　特別な感情があったというわけではない。

　そうではなく、しかし、仇かたきは取ってやりたいと思う。

　燃もやされるということは、永えい劫ごうの死を意味する。

　封印や、濡ぬれたりするのとは違う。もはや百合若は存在せず、同じものを《主あるじ》が創つくったとしても、それは外側が同じに過ぎない。記き憶おくは共有されないのだ。

　あの女たちは、現代の《焚ふん書しよ鬼き》である崎さき田た姉妹は、それをやった。百合若を無に帰せしめた。《焚書鬼》が《戦せん闘とう司書》どもからも嫌われるのはそこにある。

　崎田姉妹は、すべての《本》にとっての脅威であり、敵なのだ。

　それでも、こちらはチャンスを与えた。

　あの《戦闘司書》たちと馴なれ合あうのをやめることを条件に、《本》になった連中の両親には手を出さないことを約束した。

　そして、よく考えてみることだ、と伝えた。

（……その答えが、これじゃ）

　クレオパトラは白い灰の山を見つめた。

　連中は己おのれの道を決めた。ならば、こちらも腹を括くくらねばならない。《焚書鬼》と取り引きができるなどと考えたのが、愚かだったのだ。

（……そのために、百合若を死なせてしまった）

　クレオパトラは、ようやく合点がいった。

（ああ、そうか。そういうことであったか。わたしは、仇を取ろうとしているのではない。償つぐないをしようとしているのじゃな……）

　ふ、とビターチョコレートのような色をした薄うすい唇に笑えみを浮かべ、クレオパトラはゆっくりと顔を上げた。

「……見つけたか」

　答えるように、隙すき間まという隙間から、まるで闇やみが決けつ壊かいしたかのようにあふれ出した。

　車も、灰も、何もかもが吞のまれる。

　それはすべて漆しつ黒こくの甲こう殻かくをもつ大きな甲こう虫ちゆうであり、古代エジプトでは太陽の運行を司つかさどる神の一柱でもあったスカラベ──フンコロガシだった。

　スカラベは辺あたりを埋め尽くし、その闇の中にクレオパトラだけがあった。カサカサコソコソと耳みみ障ざわりな音が辺りを埋め尽くすその黒い世界から、二冊の《本》が押し出された。

　クレオパトラは、それを手にした。

　表紙を見、ふ、と微笑ほほえむと、黄金の腕うで輪わの嵌はまった手を掲げた。埋め込まれた巨大なルビーから光が発せられ、黒から赤へと世界を塗ぬり替えていく。

　クレオパトラ自身も飲まれ、姿が見えなくなった。辺あたりは赤い闇だけになった。

　そうして。

「……今度は私がおまえたちに答えを示す番じゃな。双子の《焚ふん書しよ鬼き》よ」

　その、血のような輝かがやきの中から声がした。

　次の瞬しゆん間かん、一瞬でその輝きが消えた。

　世界が元に戻る。

　すると、焼やけ焦こげた地下の駐ちゆう車しや場じようにには、今度こそ、世界三大美女に相応ふさわしい、本当にこの世のものとは思えぬほどの美女が、二冊の《本》を持ち、妖よう艶えんに微笑ほほえんでいた。
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「くそっ……こんなの、母かあさんになんて説明すればいいんだ！」

　文ふみ人ひとは母のアドレスを呼び出しはしたものの、結局、かけることができずに携帯電話を机に叩たたき付けるように置いた。

　もちろん、噓うそをつくことはできる。

　父は、自分の作品をより深めるために修行の旅に出ていたとかなんとか。

　それで納得するかどうかはわからないが、実は生きている《本》の主あるじとなって、別の空間のようなところにある巨大図と書しよ館かんを守る仕事をしてました、という話よりはずっとまともだ。

　ルーエットも、その修行先で預かったとかなんとかいうことにすれば、筋は立つだろう。

（あ、そうか……）

　文人は、そんな面めん倒どうなことは必要ないということに、いまさらだが気が付いた。

　フィフのときと同じだった。

　父とルーエットに関しての記き憶おくを、母に上書きしてしてしまえばいいのだ。それで、父は失しつ踪そうをしていなかったことになる。死亡したことになっている戸こ籍せきや、近所への対応など、もろもろ面めん倒どうなことは残るが、母を納得させることに比べれば、どれも些さ細さいなことだった。

　文ふみ人ひとは深いため息をついた。

（くそ親父おやじ……）

　何をどう考えても、腹立たしいだけだった。帰って来てくれて、何より生きていてくれたそのことを喜ぶべきなのだろうが、ろくに憶おぼえていないのだ。

　それよりも、長い間自分たちを放っておいたことに対する怒りの方が上回った。

（しかも、あいつがフィフの先代の《マイスター》だと!?）

　そんなことは思ったこともなかった。

　可能性すら考えなかった。

　そして、そのことがどうしてこんなに腹が立つのか、その理由がさっぱりわからなかった。

「──フミヒト」

　部へ屋やの扉がノックされ、廊下からそう声がした。

　フィルはいままでノックなどしたこともなく、父が帰ってきた途と端たん、急にしとやかになったみたいで、文人は苛いら立だちを覚えた。

「入ってもよいか？」

「……いつもは訊きいたりしないだろ？」

「ん、そうじゃな」

　どこか遠えん慮りよがちにドアが開き、フィフは入ってきた。

　その様よう子すを、文人は机に置いてある小さな鏡かがみで見た。

　フィフは、いつの間に着替えたのか、Ｖネックのニットセーターを着ていた。スカートは膝ひざ丈たけより少し短い。前にフィフに乞こわれて、テレビでタレントが着ていたものと同じ服を作ったやつだ。

　フィフはドアを閉めてそこに寄りかかるようにした。

「怒っておるのか？」

「なんで、僕が怒るのさ」

「理由は色々あるじゃろ？　拙せつがシュンカに拙自身でもある《本》を預けたこともそうだし、拙の前の《まいすた》がそなたの父であることも言っていなかった。それに、そもそもそなたとの出会いが仕組まれたことであった」

　文人は息を飲んだ。

「……どういうことだよ」

　フィフは、あの出会いが父の言いつけであったことを説明した。

　どうしようもない、しかし理由のわからないショックを文人は受けたが、無理やり押し殺した。

　ふん、と鼻を鳴らした。

「どれもこれもおまえのせいじゃないだろ。僕にはおまえを大人おとなに戻すことはできないし、父とうさんが前の《マイスター》だったことや、それに……僕がおまえに会ったのが父さんの言いつけだったとしても、おまえは記憶を失って憶おぼえてなかったんだから、怒る筋合いのことじゃないさ」

「ならば、どうして背を向けておるのじゃ。怒っていないなら、こっちを向け」

　文ふみ人ひとは心の中で呻うめき、それから椅い子すを回した。

　フィフは扉を離はなれると、まったく足音を立てずに傍そばにまで来て、文人のことを見下した。そうすると、丁ちよう度ど、あるかないかの程度の胸のふくらみが目の前に来て、文人は目のやり場に困った。Ｖネックのせいで、かすかな谷間が覗のぞいてしまっている。

　仕方なく文人は顔を上げ、フィフの顔を真まっ直すぐに見た。

「ようやく拙せつを見たな」

　フィフは、してやったり、というような笑えみを浮かべた。

「……なんの用だよ」

「ご挨あい拶さつじゃな。拙は、そなたに謝あやまろうと思ってやってきたのじゃ」

「謝る？　何を」

「無む論ろん、そなたの父のことじゃ。シュンカは、拙の《まいすた》であったらしい。ゆえに、この家から姿を消したのであろうからな」

「らしいって──」

　文人は机の上に置いた拳こぶしを、血の気を失うほど強く握った。

「らしいってなんだよ！　おまえ、父さんの顔を、一目で見分けたじゃんか！　憶えてたんだろ!?　どこまで憶えてるんだ！　どこまで思い出したんだよ！」

「何も、じゃ」

　静かな声で、フィフは答えた。

「シュンカの顔以外は、何も思い出してはおらん。しかし、わかったことがある。拙はてっきり、記き憶おくは失われた体の方にあるのだと思っていた。だが、違ったらしい。思い出したということは、おそらく、記憶はそのままで、この体に再構築したときに、なんらかの作用で思い出せなくなってしまったのじゃ」

「じゃあ、どうして父さんの顔だけ思い出したんだよ」

　フィフは首を捻ひねった。

「わからん。拙は医者ではないし、そもそも拙は人ではないしの。なんにしても、紙の仮面が剝はがれた瞬しゆん間かん、拙の中でシュンカの記憶を収めたページの一部と、いまの拙が連続したということじゃ。もっとも、思い出せたのは、シュンカが拙の《まいすた》であったということだけだから、残りの記憶はやはり、あのルーエットという小娘の方にあるのかもしれん」

　文ふみ人ひとは、ため息をついた。

「結局、何もわからないんじゃないか……」

「まあ、そういうことになるかの」

　ううむ、とフィフは唸うなった。

「不ふ思し議ぎな感じじゃ。拙せつは、確たしかにシュンカを前の《まいすた》だと知っているのに、なんの感かん慨がいも湧わいてはこぬ。死んだと思っていたのだから、もっとこう……感動とか、そうした気持ちにならぬとおかしいかの？」

　小首を傾かしげるフィフの様よう子すに、何な故ぜだろう、文人は安あん堵どを覚えた。

「そ、そうか……そんなもんか……」

　フィフは眉まゆをひそめた。

「なんじゃ？」

「あ、いや……父とうさんが──父さんじゃなくてもだけど、前の《マイスター》が戻ってきたなら、僕はもう必要ないのかな、って思ってたからさ」

　言ってから、気付く気持ちもある。

　文人は、ああそうか、と思った。考えるよりも先に出た言葉に、考えてもわからなかった自分の気持ちが形になっていた。

　腹が立ったのは、父が戻ってきたからではなかった。

　父というよりも、先代の《マイスター》が現れたということに、自分は焦あせったのだ。だがそれを認めたくなくて、父に対する怒りへ転化していたのだ。

　もちろん、勝手な振ふる舞まいに怒る気持ちはある。だがそれは些さ細さいなものだった。

　情けない。

　これでは、まるで駄だ々だをこねる子供だ。自分のものだと思っていたものを取り上げられて拗すねる、どうしようもないガキだ。

　そういうことだとわかってしまい、落ち込み、うつむきそうになった文人を、

「はあ!?」

　フィフの、びっくりするほど大きな声が、張り飛ばした。彼女は思い切り、心外だ、という顔をしていた。

「何を言っておるのじゃ、そなたは！」

　少し体を前にかがめ、額がほとんど付くほどに顔を寄せる。

「拙はもうとっくにそなたのものじゃ！　そなたの手にすっかり馴な染じんで、前の《まいすた》の上にそなたがもう重ねられてしまっておる！　一体全体、どうして──」

　そこまで言って、フィフは不意に言葉を切った。そうして、文人をじっと見た。穴が開くのじゃないかと思うほどの視し線せんだった。

「な、なんだよ……」

　文ふみ人ひとが呟つぶやくと、フィフは答えずに背を伸ばし、軽く握った拳こぶしを唇に当てるようにして、小さく、ふむ、と呟いた。

「しかし、よう考えてみたら、文人の言うことも《あり》じゃな」

　文人は、ぎくりとした。

「あ、何が《あり》なんだよ……」

　声が少しだけ裏返った。気付かれただろうか？　いや、それよりも何が《あり》なのか。それが激はげしく気になった。気になってしかたがなく、胸の革表紙の本の内側で、仕掛けの心しん臓ぞうが激しく鼓動を刻んだ。

　血が巡めぐれば巡るほど、心臓から溶け出した紙が体に回って、《本》になってしまうとわかっていても、止められるものではない。

　フィフは、一人ひとりで何かを納得するかのように頷うなずく。

「確たしかにフミヒトはようやっておるが、まだまだ見習い程度の腕じゃ。ようやく拙せつの足を修理できるようにはなったとはいえ、ミロは拙とは比べ物にならぬほど稚ち拙せつ。比べて、拙の破片からルーエットを創つくり上げたシュンカは、さすが、というほかあるまい」

「だ、だから……？」

　文人は胸を押さえた。静まれ、と思いながら押さえつけた。

　フィフは首を傾かしげる。

「わからぬのか？　聡さといそなたにしては鈍にぶいの」

「僕は、そんな……」

「いまさら、つまらぬ謙けん遜そんをするな。……ふむ。しかし、人は意外と自分のことは見えぬとも言うしな。よし。わからぬのなら、はっきりと言ってやろう。拙は優やさしく寛大なのじゃ」

　それは優しさじゃない、と思ったが、どう説明したら説得できるのか、文人は咄とつ嗟さには思いつけなかった。

　代わりに、ポケットに手を突っ込んだ。いまこそ、特技の『ペン回し』を使うときだった。走そう馬ま灯とうと同じく、体感時間をほとんどゼロにし、時間を止めたような感覚の中で思う存分、思考ができるのだから。

　だが、こんなときに限って、鉛筆が見つからなかった。あるのは間違いない。硬いものが指に当たっている。だが布越しだった。ポケットが中でねじれている！

「いいか？　拙が《あり》だと思ったのは──」

　駄だ目めだ、間に合わない！

「──シュンカと再び組むことじゃ」

（ああ……）

　文人は、力が抜けるのを感じた。言われてしまった。これは事実上の戦力外通告だった。

　フィフは残ざん酷こくに、考えてもみよ、と続けた。

「連中は無料で雑誌を配り、無差別に《本化》を開始した。もはや《本化》した人間を探し出し、これを行った《禁書》を封印する、といった個別の対処では間に合わぬ。つまり、いよいよ《奴やつ》との対決が迫っているということじゃ。そこへ、まるで天の助けのように、シュンカが帰き還かんした。そなたとシュンカ──《奴》と戦うにあたり、どちらと組むのがよいのかの？」

　そんなことは、問われるまでもなかった。わかり切った話だ。

　だが、言いたくはなかった。

　父とうさんの方がいいに決まっている、とは口が裂けても言いたくはなかった。その方が、心しん臓ぞうを取り返すにもずっと可能性は高くなるとわかっていても、いやだった。

　意地、なのだろうか。それとも、子供は父親を超えることを目指すという、そういうことなのだろうか。

　どちらも何か違う気がしたが、突つき詰つめて考えたくはなかった。

　いまは。

　すると、フィフが突然、にやりとした。してやったり、という顔をした。

　そして。

「──噓うそじゃ」

　そう言った。

「え──？」

　フィフは手を腰にあて、どこか勝ち誇ったかのような笑え顔がおで、文ふみ人ひとを見下ろした。

　何が、噓だと言うのだろうか。

　文人の頭はいつものようには働いてくれず、状況に少しも追いついてくれなかった。

　これはもしかして《走そう馬ま灯とう》の副作用なのだろうか。あれをやるといつも脳が熱あつくなる。実際に熱くなっているかどうかではなく、そう感じる。

「ち、ちょっと、待って」

　気持ちを落ち着けようと、文人はフィフを制するように片手を挙げた。なんだか少し頭が痛い気がする。

「……え？　噓？　何が噓？」

「やれやれ」

　フィフは呆あきれるような声を出した。

「わからんか？　拙せつが噓だと言ったのは、シュンカと組むことじゃ。他ほかに何がある」

（よかった！）

　文人は、自分でも驚おどろくほどの喜びが湧わき上がってくるのを感じた。飛び上がってしまいそうになるほどのものだった。

　だが、我が慢まんした。

　頭の中ではそうしても実際は、椅い子すに座ったまま、ほとんど身じろぎもせず、頰ほおが緩ゆるみそうになるのを必死に堪こらえて、ただ、ふうん、と言った。少しうわずってしまったが、飛び上がるよりはましだ。

「……なんじゃ、あまり喜ばんな」

　フィフは、がっかりしたように言って、少し唇を尖とがらせた。

「その程度であるなら、やはり、シュンカと組むかの」

「い、いや！」

　文ふみ人ひとは焦あせって言った。

「その……う、うれしいよ……多た分ぶん」

「多分!?」

　フィフの眉まゆが吊つりあがる。

（もう、勘弁してくれ！）

　文人は悲鳴を上げたくなった。フィフがからかっているのか、本当に素直に言ってもらいたいのかはわからなかったが、これ以上は無理だった。

　そんなのは恥ずかしすぎる。

　と──

「ぷっ──あはははははははははははっ！」

　フィフは噴ふき出し、体を折って笑った。余りに深く折るものだから、Ｖ字に大きく開いた胸元から、ブラの必要がないくらいのふくらみが見えてしまい、文人は焦った。

「はー……まったく」

　そうしたことにはまったく気付いた様よう子すもなく、フィフは目に浮かんだ涙を親指で少し乱らん暴ぼうに拭ぬぐうと、不ふ敵てきな微笑で文人を見た。

「素直じゃないのう。忘れておるようじゃから、もう一度言ってやるが、そもそも拙せつが勝手にそなたと縁えんを切ることなどない。ないというか、できぬ。拙には《まいすた》を強制することはできないし、引き止めることもできないのじゃ」

「あ──」

　文人は、そうだった、と思い出した。そもそもそれが原因で、《奴やつ》に心しん臓ぞうを《仕掛け》に変えられたのだった。譲ゆずる、譲らぬは、現在の《マイスター》の意思が絶対。どんなに春しゆん夏かが望もうと、文人が手放さねば、再び《マイスター》になることはできない。

「あ、でも、僕が死んだときは？　《譲る》と宣言せずに死んでしまった、その場合は？」

「さて」

　フィフは首を捻ひねった。

「考えたこともなかった。正せい確かくには、いまの拙は、じゃが。以前の拙ならば、そうしたことも考えたことがあるかもしれぬが、思い出せぬ。シュンカの場合は、本当は死んでいなかったしの。おそらく、長きにわたる《奴》との戦いにおいてはそうしたこともあったはずじゃが」

「……その場合は──」

「わあ！」

　不意に、二人ふたりからは死角になっていた部へ屋やの隅から声がして、文ふみ人ひとは思わず声を上げた。

「……あ、ご、ごめんなさい……」

「脅おどかすな、ビー」

　フィフが怒ったように言うのを聞きながら、文人は声を振り向いた。

　そこに、黒いノースリーブのドレスを着た少女が立っていた。少女とわかるのは、声とその体つきからで、顔は気味の悪い熊くまのきぐるみの頭の部分を被かぶっているので、実際のところはわからない。

　グリーズ・ビー。《虚うつろの図と書しよ館かん》の《管理司書》だ。

「そなた、どこから入った」

　フィフの問いに、ビーは本の山を指した。文人が資料として買った《仕掛け絵本》が適当に積つみ上げてあったのだが、いつの間にかそこに、重厚な感じの扉が出現していた。

　彼女は、《虚ろの図書館》を外の世界に自由に繫つなげることができる。

　自由といっても、十分に本があるところという制約がつく。それなのに何な故ぜ、ほとんど本がないこの部屋に《扉》を繫げることができたのだろう。

「……周囲にこれだけ沢たく山さんの本があれば、大丈夫です……」

　ビーは、訊きいてもいない質問に適てき確かくに答えてくれた。

「で？」

　とフィフは腕を組んだ。

「誰だれにも譲ゆずらずに《まいすた》が死んだ場合、そやつが所有していた《禁書》はどうなる？」

「……ほとんどの《禁書》には、なんの影えい響きようもありません……」

　バランスが取りずらそうに頭を押さえながら、ビーが近付いてくる様さまは、ちょっとしたホラー映画のようだ。

「……普通の《禁書》には、《マイスター》との主従関係がありません……。そうした掟おきてに縛しばられているのは、強大な力をもつ《戦せん闘とう司書》だけです……」

「確たしかに、フィフは強いよな」

　文人がそう言うと、ビーは何な故ぜかゆっくりと首を振った。

「なんじゃ！　拙せつが弱いというのか!?　そんなことは──」

「ビーを脅おどすな」

　フィフの頭を握った拳こぶしで軽く押すようにした。

　あう、と呟つぶやくように言って、フィフは文人を睨にらんだが、文句は言わなかった。

「で？」

「……あ、はい……そうじゃないんです……弱いと言っているんじゃなくて、《戦闘司書》が特別なところは、他ほかの《禁書》を封じることができるところにあるんです……」

「あのお札みたいやつ？」

　文ふみ人ひとはフィフがいつも使っているものを思い出して言った。

「あれって、誰だれでも使えるものじゃないんだ」

「……はい……。あれは《戦せん闘とう司書》にしか使えません。開いても《禁書》を飛び出させないようにするということは、《禁書》にとって《戦闘司書》とは、生せい殺さつ与よ奪だつの権利をもっているのと同じなのです……」

「それほど!?」

　ビーは、重そうな頭を支えつつ、頷うなずいた。

「……《戦闘司書》は《虚うつろの図と書しよ館かん》の警けい察さつ官かんであり、検察官であり、裁判官であり、刑務官とでも言えばいいでしょうか。自己の裁量で《禁書》を捕らえ、裁くことのできる《本》です。それゆえに《マイスター》の選択は慎重に行われ、《虚ろの図書館》にとって不利益になるような場合は、他の《戦闘司書》がその《戦闘司書》を、封印することもあります……」

　文人はフィフを見た。知ってたか、と訊きく前に、こちらの考えをわかったのだろう。彼女は首を振った。

　そして、とビーは続けた。

「……その方法は、《マイスター》の抹まつ殺さつです……」

　ごくり、と文人は唾つばを飲み込んだ。

「穏おだやかじゃないね」

　ビーは、そうですか？　とでも言いたげに首を傾かしげた。おそらく《管理司書》である彼女の第一義は、《虚ろの図書館》の安定なのだろう。

「……ですから、《奴やつ》がフィフさんを手に入れるなら、文人さんから《譲ゆずって》もらうしかないのです……」

「ということは──」

　文人の脳裏に、ひとつの考えが浮かんだ。それはある意味、希望と言ってもよかった。

「──《奴》が僕を殺すことはないってことじゃないか？　この心しん臓ぞうも、黙だまっててもそのうちに、タイムリミットが来る前に向こうから《奴》が現れて、治すんじゃないか？　だって、僕が死んだり、ものも言えない《本》になったら、フィフは手に入らないんだろ？」

「おお、そうじゃ！　よく気付いた、フミヒト！」

　フィフは喜き色しよくを浮かべた。

　だが、ビーは表情の読めない熊くまの頭を、ゆっくりと横に振った。

「なんじゃ？　駄だ目めなのか？」

「……多た分ぶん。確たしかに、《奴》はフィフさんを欲しがりました。心臓を《仕掛け》に変えたのは、猶ゆう予よを与えたつもりなのだと思います。けれど、それが延長されるとは思えません……」

「どうして？」

「……これまでに、《奴やつ》は多くの《戦せん闘とう司書》を書庫送りにしてきたからです。記き録ろくを調しらべたら、文ふみ人ひとさんのように猶予を与えられた《マイスター》がいました。けれど彼は従わず、物言わぬ《本》となってしまい、彼の《戦闘司書》共とも々ども、今も閲えつ覧らん禁止の書庫で、死蔵されています……」

　死蔵、という言葉がひどく冷たく嫌いやなものに聞こえた。

「結局、《奴》を倒す以外、僕に道は残されていないということか……」

「……すみません……もっと早く調べられたらよかったんですが、その資料がある部へ屋やと、なかなか繫つながることができなかったので……いまもまだ、書しよ籍せきの転送程度で《扉》は見つかっていないところがほとんどで……」

「いいよ」

　文人はビーに笑いかけた。

「それは、ビーのせいじゃない。それに、悪くないこともあったじゃないか」

　なんですか？　とでも言いたげに、ビーは首を傾かしげた。

　ひょっとして知らないのだろうか。いきなり会話に割り込んできたから、当然、知っているものだと思っていたのだが。

「何を不ふ思し議ぎそうな顔をしておる」

　とフィフは言った。

「シュンカのことじゃ。他ほかに何がある」

「……先代がどうかしたのですか……？」

　それには文人が、えっ、と驚おどろいた。

「ビー、知ってたの!?」

「……な、なんですか？　フィフさんの先代の《マイスター》ですよね？　もちろん存じ上げておりますけれど……」

「何を言っておる！　帰ってきたのではないか！　だから来たのじゃろう？」

「……ええと、なんのお話でしょう……」

「ふざけとるのか!?　じゃから、あの赤い革の《戦闘司書》がシュンカだった話じゃ！」

　ビーは、えっ、と彼女にしては珍しく大きな声を上げた。拍子に、頭がぐらりと傾く。それを慌あわてて押さえて、息をついた。

「……そ、そそそそうだったんんですかっ……!?」

「なんじゃ？　だから、来たのではないのか？」

「……い、いえ……」

　ビーはよほど驚おどろいたのか、鼓動を鎮しずめるように、胸の間に手を当てる。

「……わたしは、柄つか森もりさんのことを報告に……」

「あ、そうだった！」

「……忘れてたんですか……？」

「いや、その──」

　まったく薄はく情じようなことだと自分でも思うが、その通りだった。文ふみ人ひとは柄つか森もり泉いずみと、そして雲くも木き詠よみのことを、すっかり忘れていた。《奴やつ》の無差別《本化》作戦の犠ぎ牲せいとなって《本》になってしまった柄森をもってやってきた雲木をビーに預けて、そのままだった。

「許してやれ、ビー」

　自分も当事者だろうに、まったく他ひ人と事ごとのようにフィフは言った。

「何しろ、父親がいきなり帰ってきたのじゃ。友人のことをつい忘れてしまっても、仕方がなかろう」

「……父親……？」

「シュンカのことじゃ。拙せつの先代の《まいすた》であるシュンカは、フミヒトの父親のエモトシュンカであったのじゃ！」

「……お、お父とうさん……!?」

　ビーは、二に季きの正体が先代の《マイスター》であったということよりも、そちらによほど驚いた。熊くまのぬいぐるみが取れてしまうのではないかと思うくらい、体のバランスを崩くずした。

「……ほ、本当ですか……？」

「驚おどろいたであろう？　拙もじゃ。──噓うそではないぞ、フミヒト。拙らは《まいすた》となった人間の過去を詮せん索さくせぬ。それが暗あん黙もくのルールじゃ。大概、世捨て人のような連中じゃからな。名前も、シュンカとしか知らなかった」

　噓ではないだろう、と思えた。

　ビーもこれまで、そうした態度を見せたことはなかった。知っていたら、とっくに話してくれていたに違いない。

　それよりも。

「で、柄森たちがどうしたの？」

「……あ、はい。柄森さんが人に戻ったので、とりあえず、学校の図と書しよ館かんにお二人ふたりを送りました。文人さんたちが、柄森さんを《本》にした原因を排除したのですか……？」

　そうではない気がした。

　確たしかに、父を《奴》の呪じゆ縛ばくからは解放した。無差別《本化》の引き金となった雑誌を、父が作ったのなら、そうしたこともありそうだが、違う気がした。

　ルカたちは、あの雑誌をクレオパトラの仕し業わざだと言っていた。文人も、その可能性の方が高いと思えた。ネットオークションでの幻の本にも、コミエスの騒さわぎにも、クレオパトラは明らかに関かかわっていた。

「きっと、ルカさんたちだ。二人は、あれをクレオパトラの仕業だと見て、追ったんだ。だからひょっとしたら二人ふたりがクレオパトラを封──倒したんじゃないかな」

　ビーは首を傾かしげた。

「……《目もく録ろく》を調しらべていないのでクレオパトラの現状はわかりませんが、少なくとも柄つか森もりさんを《本》にしたのは、クレオパトラではありませんよ？　クレオパトラが原因なら、柄森さんは《二版》になるはずです。ですが、彼女は《三版》でした……」

「じゃあ、いったい──」

「わからないのなら、電話をしてみたらどうじゃ？」

「……そうだな」

　あれこれ考えるより、その方が早い。

　文ふみ人ひとは携けい帯たいを取り上げて崎さき田たチカのアドレスを呼び出した。姉であるルカの方が話はしやすいのだが、チカの方が要領を得る。

　ボタンを押して発信し、待つ。

「……出ないな」

　呼び出し中のメロディは、やがて留守番電話サービスへと転送され、文人は、連絡をください、とメッセージを残して電話を切った。チカに繫つながらなかったのだから、ルカには繫がるはずもなかった。

「……春しゆん夏かさんに訊きけばいいんじゃないですか……？」

「《奴やつ》のところにいた間のことは、覚えていないらしいんだ。だから、訊きいてもわからないと思う。そのうち、ルカさんたちから連絡が来ると思うから、それまで待とう。それより、柄森さんの記き憶おくの方はどうする？」

「……それなら大丈夫です。一時的ですけれど、柄森さんと、雲くも木きさん、二人の記憶を直接、強制的に上書きしておきましたから……」

「そんなことが!?」

　文人は少しも知らなかった。だったら、あれこれ悩まずに雲木と八や代しろの記憶も上書きしてもらえばよかった。そう思い、なんで教えなかった、とフィフを見ると、

「拙せつも知らなかったのじゃ！」

　と慌あわてた様よう子すで言ったが、どうやら噓うそではないらしかった。

「でもいったい、どうやって──」

「……原理は、《奴》が文人さんの心しん臓ぞうを《本》に変えたのと同じです。お二人の脳の記憶野を一時的に《本化》して、上書きし、元に戻しました」

「えっ……」

　文人は一いつ瞬しゆん、驚おどろきで言葉を失った。いま、ビーは、さらりと、とんでもないことを言った気がする。《本化》した、だって？

「ま、待った……ちょっと待ってよ」

　文ふみ人ひとはなんとか舌を回した。

「どういうこと？　君は、人を《本》にできるの？」

「……ええ。わたしも《禁書》ですから、それは当然できますよ……？」

「あ──そうか……」

　言われてみれば、その通りだった。

　上位の《禁書》は人を《本》に変えられる。八や代しろを《本》にしようとした《切り裂きジャック》もそうだし、雲くも木きを《本》にしようとした《かぐや姫ひめ》もそうだ。

　そして、ビーもまた《禁書》には違いない。

　だが、何かが引っかかった。引っかかったが、それがなんであるのかは、文人はうまく言葉にすることはできなかった。

「……でも、上書きと言っても──」

　と、ビーは続けた。

「……いまのわたしでは、まだ一時的なものですから。時間が経たてば戻ってしまいます。それも、数日の短さです……」

　フィフが行う記き憶おくの改かい竄ざんは、何かしらの日々の記録が必要となるものの、時間で消えてしまったりはしない。だが、その記き録ろく媒体を間違えると、八代のときのようなことが起こる。どちらがよいかは、状況によるだろう。

「改竄って、具体的にはどのくらい？」

「……雲木さんは、柄つか森もりさんの自宅で彼女の《本化》に遭あいました。なので、それをなかったことにして、そのあと二人ふたりで調しらべ物ものをしに図書室に来たことにしました。ですから、図書室にいることに取り立てて疑問は抱かないと思います。あ、それと、コミエスの一件も、多少弄いじっておきましたから……」

「どういう風に？」

「……一般の認にん識しきは、被疑者不明の参加者による暴ぼう行こう傷害ということになっていますから、そのように。ミロさんのことも忘れてもらいました。もちろん、そのあとのこの家出のことも。代わりに、彼女の記憶から日常の行動をコピーして、それを上書きしてあります……」

　徹てつ底ていしてるな、と文人は驚おどろいた。

　さすがは《管理司書》ということだろうか。雲木には心から申もうし訳わけないと思うが、とりあえずいまは、忘れてもらっている方がよかった。

「可哀かわい想そうだけど、これから《奴やつ》との決戦になるだろうことも思えば、これ以上は巻き込めないし、心配もかけたくない」

「そうじゃな。──ヤシロはよいのか？」

　文人は一いつ瞬しゆん黙もくし、それから、うん、と頷うなずいた。

「多た分ぶん、もう僕に関かかわらないだろうから」

　それは友情の終わりを意味していた。だが仕方がない。それだけのことをしたのだ。それを思うと胸に冷たい穴が開いたようだったが、いまは堪こらえた。

「……それで、あの……」

　申もうし訳わけ程度の開いた胸の前でビーは手を組み、熊くまの頭を傾かしげた。

「……できたら、わたしも春しゆん夏かさんにご挨あい拶さつをしたいんですが……お逢あいするのは、お久しぶりですので……」

　文ふみ人ひとは一いつ瞬しゆん、迷った。ビーを会わせたくないのではなく、自分が顔を合わせるのに、やはりまだ抵抗があった。すると、

「駄だ目めじゃ」

　腕を組んだフィフが、きっぱりとそう言った。

「……え、何な故ぜですか……？」

「シュンカはいま、作業中じゃ。誰だれもリビングには入るなと言われておる」

　フィフは、指を三本立てた。

「三時間。それが過ぎたら、来い、と拙せつは言い付かっておる」
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「……にしてもわたしたち、いったいなんでこんなものを調しらべようと思ったのかしら」

　そう言った柄つか森もり泉いずみと、向かいに座った雲くも木き詠よみの前には、昆こん虫ちゆう図ず鑑かんがいくつも開かれて、見るからに気持ちの悪い昆虫のアップの写真が、ずらりと並んでいた。

　窓の外はすっかり暗くなっていて、図書室の天てん井じようは蛍けい光こう灯とうが煌こう々こうと点ともって静かな室内を寒々しく照らし出していた。

「ケーキ、食べに行こうって話をしてたんだよね？」

「うん、確たしか……そう」

　雲木は答えたが、何な故ぜかはっきりとは憶おぼえていなかった。

　柄森の家に行ったのはコミエスでの売り上げを渡すためだった。だが、そうすれば当然、文人が襲おそわれた事件の話題も出た。

　出たが、詳しく何を話したのかは憶えていなかった。

　実際、文人に付き添って病院にも行ったはずなのだが、はっきりとしなかった。目の前でクラスメートが──好きな男子が、わけもわからず刺されたのだから、混乱してもおかしくはないとは思うが、にしてもはっきりしない。

　あの事件は学校でも問題になったし──もちろん文人が悪いわけではない──クラスメートに色々訊きかれもした。

　だが、確かに事件は目の前で起きたが、本人ではないからその理由などは、訊かれてもまったくわからなかった。

　病院に見み舞まいにも行ったが、文ふみ人ひと自身も原因はわからないようで、警けい察さつも、おかしなやつに絡からまれた上のこと、と見ているようだった。

「わけわかんないわ」

　柄つか森もりは、苛いら立だったように本を片端から閉じていった。同感だった。雲くも木きも手て伝つだい、二人ふたりですべての本を《自然・科学》の棚に戻していると、

「──あ」

　という声が聞こえて、雲木は振り返った。

　大きく胸元がＶ字に切れ込んだセーターを着た、司書の夏か宰さい都みやこが、本を抱えて立っていた。相変わらず、胸が強きよう調ちようされる感じの服を着ている。ただし、下品だったりいやらしくはない。そういう目で見る人は見るだろうが、ファッションだ。

　とはいえ、そうとわかっているからと言っても、文人の傍そばにその格好で近付いてほしくはないけれど。

（……やせた？）

　一目見た印象がそれだった。なんとなくそんな感じがした。どうせなら胸から瘦やせればいいのに、とやっかみを含めて、雲木は思った。

「あれ、先生」
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　と柄つか森もりは言った。彼女は正せい確かくには先生ではないが、そう呼ぶ生徒もいる。

「今日きよう、休みじゃなかったんですか？」

「え？　あ、うん……」

　夏か宰さいが窺うかがうように自分を見た理由を、雲くも木きは思い付けなかった。それに、今日はやけに幼く見える。自分とさして変わりない少女のような、そんな感じを受けた。

「ちょっと、ね……」

　そう言って夏宰は黙だまった。

　雲木も柄森も、次に彼女が何を言うのかを待ったが、夏宰にそのつもりはなさそうだと、二人ふたりともすぐに気がついた。

　だからといって、気にすることでもなかった。文人はここにはいない。彼がいなければ、夏宰といるのは、別に困るようなことではなかった。

　やがて夏宰は、何かを吹っ切るかのように、ふっと息を吐いた。

　それから、見る間にいつもの自信のある大人おとなの女に戻って、艶つやっぽく微笑ほほえみ、腰に手を当てて胸をそらした。

　大きすぎる胸が揺れ、思わず、

（いいな）

　と、雲木は思ってしまったが、すぐにそれを追い払った。

「ところであなたたち、こんな遅くに何をしているの？　それに、どうして私服なの？　学校に来るときは制服と決まってるでしょ？」

　え、と雲木は自分と、そして柄森の服を見た。彼女も同じようにして、わ、と驚おどろいた。ありえないことだった。学校に私服で来るなんてことは、いままでしたことがなかった。

　どうして気付かなかったのだろう。

「すいません」

　雲木が何かいい言いい訳わけを考え付くよりも前に──きっと何も思いつかなかっただろう──柄森がそう言った。

「雲木が家に来てから、ちょっと急いで調しらべないとならないことがあって。すいません、すぐに帰ります。──行こう、詠よみ」

　柄森に手をつかまれ、引っ張られ、雲木はそれに逆らわなかった。

　図書室の豪ごう奢しやな扉の前で振り返ると、夏宰はもはや自分たちを見てはいなかった。はや陽ひの落ちた冬の空を、もしくは、窓に映る自分のぼやけた姿を、じっと見つめていた。

「行こう、詠」

「うん……」

　どうしてか、雲木は夏宰のその姿に共感を覚えた。だがその理由を深く考えることはなく、友人と共ともに急いで図書室をあとにした。
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　扉の閉まる重い音に振り返ると、そこにもう、雲くも木きと柄つか森もりの姿はなかった。

　正直、夏か宰さいはほっとした。

　雲木が悪いわけではないのだが、いまは顔を見たくはなかった。あの子を見るだけで、ひどい敗北感が胸に込み上げてくる。

　文ふみ人ひとへの想おもいは、恋心は、決して勝ち負けの問題ではない。それはわかってる。わかってはいるが、女として、そう感じてしまう。

（答えは何も出ていない……）

　夏宰は唇を嚙かんだ。

　文人に、直接何かを言われたわけではない。彼の友達の八や代しろ秀ひで英あきに、関かかわるな、と言われただけだ。

　そういくら自分に言い聞かせても、ひどく落ち込んだ心は、何をしても引き上げることはできなかった。

　気付けば家に帰っていたが一人ひとりでいるとますます落ち込んで、部へ屋やの壁かべという壁が迫ってくるかのようで息苦しく、それなら、と図書室に来てみれば、今度は雲木たちに出くわした。

（なんかもう……全力で運命から、諦あきらめろって言われてるみたいな気がする……）

　もはや、ため息しか出なかった。

（考えるの、やめよ）

　そのとき、貸し出しカウンターで、くぐもったメロディが鳴り始めた。携けい帯たいの着メロだった。どうやらマナーモードにするのを忘れてしまっていたらしい。他ほかに人がいないからいいものの、今日きようの当番の司書が戻ってきたら、こってりと叱しかられてしまう。

　夏宰は急いでカウンターに戻り、鞄かばんの中から携帯を取り出した。

　早はや田た奈な々な子こからだった。

　押しの強い友人の電話にいまは出たくなかったが、出ないと、あとでもっとうるさいのは間違いなく、仕方なく通話ボタンを押した。

「……もしもし？」

『遅い！』

　いきなり叱られた。

『さっきから何度も電話してるのに、全っ然、出ないってどういうこと!?　無視!?　わたしのこと思いっ切り無視!?』

「違うよ。ちょっと鞄が傍そばになくて……」

『ふうん』

　探るような声。

『あんたさ、いま、どこにいるの？』

「え？　ええと……」

　素直に言うべきかどうか、夏か宰さいは迷った。だが、これといったうまい噓うそは思いつかず、仕方なく、図書室、と答えた。

『学校ってこと？』

　うん、と答えると、何な故ぜかため息をつかれた。

『まあいいや。これから吞のむんだけど、ちょっと出ておいでよ』

「え、でも──」

『声が沈んでる』

　夏宰は、ぎくりとした。そんなに落ち込んだ声をしていただろうか。

『出といで。吞もう。大人おとなには大人の気晴らしの方法ってのがあるんだからさ。話はいくらでも聞いてあげる』

　ほ、と胸が温かくなった。思わず泣きそうになった。

　だが、同時に少しだけ寂しさも感じた。

（そうよね……わたしはもう、大人なんだから……）

　ここにいて、生徒たちの間にいて、彼らはそうは思ってくれてはいなかっただろうけど、自分はいつの間にか、高校生に戻ってしまっていたのかもしれない。

　だが、違うのだ。

　たった数年ではあっても、自分は高校生じゃない。それは病院でも思い知った。

「……わかった。行く」

『そうこなくっちゃ！』

　電話の向こうで指を鳴らす音がして、早はや田た奈な々な子こは駅前の居酒屋の名前を告げた。
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「フーミン、許してくれるかなあ……」

　後ろを歩きながら言ったルカの、もう数えることにも飽あきた同じ問いに、チカは、

「だから、実際に会ってみなかったら、本当のところはわからないわよ」

　と言って、その話を打ち切ろうとした。

　だが、

「でも、電話だとそんなに怒ってなかったんだよね？　わたしたち、みんなを裏切ろうとしたのに、そんなこともなかったんだよね？」

　チカはため息をついて足を止め、振り返った。

　クレオパトラを追いかけると伝えたのはもう何時間も前なのに、まだ気にしているのか。

　ルカも驚おどろいたように立ち止まり、そんな姉と向かいあうと、まるで鏡かがみの前に立ったような気持ちになった。

　事実、鏡のようなものだ。

　便べん宜ぎ上じよう、姉と呼んでいるが、二人ふたりは一卵性の双子であり、黙だまって立っていれば、まず、見分けがつかなかった。

　顔も、そして大きすぎる胸も。

　その上、いまは、服装までも同じである。銀ぎん色いろが眩まぶしい消防士のような耐火服は、月の光を受けてきらきらと冷たく輝かがやいていたし、背中に背負った《竜りゆう涎ぜん》という武器も、知らない者が見れば、火を消す道具にしか思えないだろう。

　だが、違う。

《竜涎》の用途はまったく逆だ。火を消すのではなく、火を点つけるのだ。

　二人は、《禁書》を狩る人間の組そ織しきであった《焚ふん書しよ鬼き》と呼ばれる者たちの末まつ裔えいである。もっとも、組織としての《焚書鬼》は疾とうに廃すたれ、崎さき田たルカ、崎田チカの二人は使命感などで動いているわけではなかった。

　個人的な目的──言ってしまえば、私し怨えんだ。

「怒ってはいないでしょうね」

　そう、チカは言った。

「ほんと？」

「ええ。いないと思うわ。むしろ心配そうだったもの」

「そっか！」

　ぱ、と首と顔を覆おおう垂れの付いたヘルメットの下で、ルカの顔が月よりも明るくなる。

「そうだよね！　それに、わたしたちにはお土産みやげもあるもんね！……んん？　お土産？　お手柄？　どっちだろ」

　また言ってる、とチカは苦笑した。

　お土産とは、《組版》のことだった。《奴やつ》らが進めようとしていた『無差別本化計画』のおそらくは要かなめの、マインツ・ベルクが製作した『人間印いん刷さつ機き』を改良したと思われる印刷機に取り付けられていたそれは、どうやら人間でできているようだった。

　見た目にはわからない。

　ルカもチカも、《禁書》ではないから、見てわかるようなスキルは持っていない。ただしその代わりに、ルカは秘密の小こ瓶びんを持っていた。《禁書》に反応して光を発する小瓶である。その小瓶が《組版》に反応を示したのだ。

　ということは、これは《禁書》に似た何か、ということだった。自分たちにはわからなくても、フィフには判断が付くだろう。

「でも、これで帳消しだよね！」

　明るく、本気でそう思っているかのように言ったルカに、

「それはないわ」

　と、チカは答えた。

　姉の表情が心配そうに曇くもる。だが、それが事実だった。

　自分たちはある意味で、文ふみ人ひとたちを裏切ったのだ。敵に寝返ったわけではないが、それに近いことをしたともいえる。

　結局、考え直して、手柄と呼べないこともない成果を上げたが、だからといって裏切りかけたという事実が帳消しになったりはしない。

　信用とは、そんな簡かん単たんなものではない。

　そう言うとルカは、そっか、そうだよね、と肩を落とした。だから──

「姉ねえさん。だから、フーミンには、コミエスで連中に言われたことは秘密よ？　正直に話したところで、なんのメリットもないわ。できたら忘れちゃって」

　ルカは少し考え──本当は葛かつ藤とうと抵抗があったのだろうが──頷うなずいた。

「わかった。秘密にする。忘れる」

　ルカは、そう約束してくれた。

　と──

「──そっちが忘れても、こっちは忘れぬぞ？」

　闇やみの中からそう声がして、チカは反射的に素す早ばやく振り返り、同時に、《竜りゆう涎ぜん》の発射ノズルと一体になったグリップを握り、トリガーに指をかけた。

「誰だれ!?」

　まだ時間としては早いのに何な故ぜか人通りの絶えた道路の街灯の下の僅わずかな明かりの下に、古代エジプトの女王の衣装に身を包んだ妖よう艶えんな女がゆっくりと姿を現した。大きな黒い目を青く縁ふち取どった女は、この寒さの中、肌が透すけるような極ごく薄うすの布を纏まとっているだけだった。

「……ひょっとして、クレオパトラ……？」

「ひょっとしなくてもそうじゃ」

　女は──クレオパトラは、ビターチョコレートのような色の唇に、笑えみを浮かべた。それはなんとも壮絶で、凄せい絶ぜつで、毒を孕はらんでいた。

「この姿で見まみえるのは初めてであったかのう。これが、わたしの本来の姿じゃ」

　にんまりと笑ったその唇から、キングコブラの毒が滴したたるようだった。

「……なんの用？」

　分厚い手袋の上から《竜涎》の感触をしっかりと確たしかめつつ、開いている手で後ろのルカにも《竜涎》の準備をするように合図した。

「なんの？」

　クレオパトラは喉のどの奥で笑った。

「それはまた、面おも白しろいことを。このわたしがおまえたちに用があるとすれば、それはひとつしかあるまい？」

「……コミエスでの提案なら、いまここで正式に断るわ」

「で、あろうな」

　クレオパトラは芝しば居いじみた仕し草ぐさで頷うなずいた。

「いまさら聞かされるまでもないことじゃ。おまえたちがしたことを──わたしは見た」

　月に雲がかかるように、笑えみが消えた。

　ごくり、と喉のどが鳴った。

　チカはその音で初めて、自分がひどく緊きん張ちようをしているのがわかった。

「あれを見れば、答えは瞭りよう然ぜんよな。おまえたちは選択をした。最悪の選択を、じゃ」

　そう言うと、クレオパトラは空に向かって手を伸ばした。

　するとどうだ。

　その手は、手首から先は、闇やみの中へと消えてしまった。あたかもそこにある闇が、液体と化したかのように。

　いや、おそらくはそうなのだ。

（……闇じゃない）

　チカは耳を澄すませた。

　すると、やはり聞こえた。カサカサ、ゴソゴソという音が。いやらしいあの甲こう虫ちゆうが他ほかの仲間の虫の体を引っかく、おぞましい音が。

「見よ。これがその答えじゃ」

　闇と見み紛まがう虫の群れの中から引き抜かれたクレオパトラの手には、二冊の《本》があり、それを見た瞬しゆん間かん、耐火服の下で、チカは自分の肌が粟あわ立だつのを感じた。

「まさか──」

　クレオパトラはよりいっそう、毒のある笑みを浮かべた。

「そうじゃ。お前たちの両親じゃ」

　背中で、ルカが息を吞のむ音が聞こえた。それは、チカも同様だった。

（最高で……最悪だわ）

　天国と地獄を、一度に目にした気分だった。

　ずっと探し続けてきた両親の《本》がついに見つかったのは最高だ。だが、それがクレオパトラの手の中にあるのは最悪だった。

　これで、自分たちは動きを封じられた。手がなくなった。従うしかなくなった。

「……さて、じゃ」

　クレオパトラは本を提げたまま、チカとルカを見つめた。

「わたしはおまえたちに、フィフ・デグリースと戦えと命ずることもできる。あるいは、自分で自分の体にその汚らわしき《竜りゆう涎ぜん》をかぶれということも。または、あの若き《マイスター》を家ごと焼いてしまえ、と命ずることもできる」

　その通りだった。

　そして、そのどれも、ひとつとしてやりたくはなかった。

「……だが、せぬ」

　クレオパトラの言葉に、チカは目を眇すがめた。何を考えているのかわからなかった。せっかくの手段を、使わないというのか？

　こちらの困惑を見み透すかしたかのように、クレオパトラは、くくっと笑った。

「確たしかに、どれもおまえたちが受けるのに相応ふさわしい罰じゃ。しかし、それがおまえたちを本当に苦しめる方法かの？　いいや、違う。おまえたちが本当に受けるべき罰は、最も相応しいのは──望みを絶つこと、希望を奪うことじゃ」

　す、と笑えみが消えた。

「この《本》を、おまえたちの目の前で破は壊かいしてくれる」

「やめろ！」

　チカは、クレオパトラを目掛けて走った。

　だが、手の届くその前に、彼女は闇やみのような虫に吞のまれ、周囲の夜と同化して、見えなくなった。わからなくなった。

「ルカ姉ねえ！」

「大丈夫！　捉つかまえた！」

　振り返るとルカは耐火服の前の部分をはだけ、輝かがやく小こ瓶びんを取り出し、既すでにかざしていた。

「こっち！」

　指をさすその方角へ青い光が奔はしっている。確かあの方角には、小さな公園があったはずだ。

　罠わなかもしれない。だとしても、行かないわけにはいかなかった。破は壊かいを許すわけには、絶対にいかなかった。

　二人ふたりは、まったく人ひと影かげのない公園に飛び込むと、辺あたりを見回した。クレオパトラの姿は、目が利く範はん囲いにおいてはなかった。だが、いるはずだ。木々の間の闇の中、ベンチの陰、そうした場所に潜ひそみ、いるはずだ。

「ルカ姉、どう？」

「わ、わかんない……！」

　姉の焦あせったような声が辺りに響ひびいた。

「光が分散しちゃって……変なのよ！　周り全部にクレオパトラの気け配はいがするの！」

「囲まれたってわけね」

　チカは、ふん、と鼻を鳴らした。不ふ思し議ぎと気持ちが落ち着いている。これを、腹を括くくった、というのだろうか。

　だが、考え方なのだろうが、これは悪くない展開だった。《本》を取り返せるかどうか確かく証しようもないままに文ふみ人ひとたちと戦わされるよりは、直接、こうして対たい峙じできるほうがいいし、チャンスだってあるような気がする。

（もちろん、どういう手に出てくるかによるけど）

　チカは、すう、と息を吸い込んだ。

「出て来い！　わたしたちに見せ付けるんでしょう！　それともやめたの!?」

「──やめるわけがなかろう」

　闇やみの中から、滲にじみ出るようにクレオパトラが現れた。その手にある《本》は、何な故ぜか一冊増えて三冊になっていた。

　その内の一冊を、クレオパトラは手にした。黄金と青い宝石で装飾された、豪ごう奢かな《本》だった。チカは一目見て、それがクレオパトラ自身の《本》なのだと思った。それを、クレオパトラは開いた。

「……あんたは、自分で自分の《本》を開けるのね？」

「ん？　それはフィフ・デグリースと比べて言っておるのか？　無む論ろん、開ける。でなくては単独で行動ができぬであろう？　《戦せん闘とう司書》が自分で自分の《本》をまず開けぬのは、その力が余りに強大だからじゃ。安全装置のひとつじゃな。しかし、わらわはできる」

　クレオパトラの本から、どっと水が溢あふれ出した。辺あたりの闇の一部が千ち切ぎれて集まり、互いの足を絡からめて結合し、それを受けるように円柱を創つくり上げた。その内側に水がたまっていく。

《禁書》は水と火に弱い。ただし、自分の《本》から出した水は別だ。だから、あの黒い甲こう虫ちゆうは溶けることなく、破れることなく、形を保っていられる。

　すぐに、円柱は水で一杯になった。

「これは、母なるナイルの水じゃ。わたしが火を扱えればそれが一番なのじゃが、生憎あいにくと、わたしでもそれは無理なのでな。水で代えさせてもらおう」

「……やめなさい」

　チカは一語一語を区切るように強く言った。

「もしもやれば、わたしたちに思い知らせるどころか、後悔することになるわよ？」

「それが脅おどしか？」

　クレオパトラは脇わきに抱かかえていた二冊の《本》を手にすると、それを水で満たされた円柱の上に差し出した。

「後悔ならもう十分にしておる。おまえたち下等な人間に、あのような過ぎた提案をしたことを、な」

　クレオパトラは手を放す。

　その瞬しゆん間かん、チカは地面が抉えぐれるほど思い切り大地を蹴けり、矢のように飛び出した。




　　　　　☆




「時間じゃな」

　壁かべの時と計けいを見たフィフはおもむろに立ち上がると、文ふみ人ひとたちの先に立って部へ屋やを出、リビングへ向かった。

　三時間──たった三時間で、合がつ本ぽんができ上がるものなのか、文人には疑問だった。いくら父が先代の《マイスター》だといっても、フィフの体の構造の複雑さを知ってしまうと、一から新しく大人おとなの体をそれだけの短い時間で創つくり上げることができるとは思えなかった。

　しかし、三時間と時間を区切ったのは、春しゆん夏か自身だ。

　つまり、自信があるのだろう。

（……敵かなわない）

　階段を下りる足が重い。三時間もあれば、熱あつくなった頭が冷えるのには十分だった。もしも本当に三時間で仕上げるようなら、腕前の差は歴然としている。《奴やつ》を倒すことを優ゆう先せんして考えるなら、フィフを父に任せるのが正しい。しかし──

　文人は、前を行くフィフを見た。

　一段ごとに、綺き麗れいな銀ぎん色いろの髪が、ふわりふわり、と揺れる。彼女が、他ほかの男を《まいすた》と呼ぶことを考えると、何な故ぜか胸の辺あたりがもやもやとする。

「シュンカ！」

　一応、そう声をかけはしたが、フィフは返事を待つことなくリビングの扉を開けて、構わず中へと入っていった。

　文人と、それからビーも続くと、春夏はまた、鰻うな重じゆうを食べていた。湯ゆ気げが立っているところを見ると、残りを電子レンジで温めたのだろう。隣となりでルーエットが、無言でお茶を注いでいたが、手には台所にあったゴムの手袋を嵌はめていた。

「ちょっと待ってくれ」

　そう言って、春夏は重箱を傾けて、鰻重の残りを平らげ、ルーエットに淹いれてもらったお茶を飲んだ。ぱちん、と音をさせて彼女はゴム手袋を外し、それをシンクの縁ふちへかける。ため息と共ともに机に置かれた重箱には、飯粒ひとつ残ってはいなかった。

「あー、堪たん能のうした」

　本当に満足そうに言って、春夏は口を拭ぬぐった。

「ずっと食べたいと思っていたんだ。残念ながら《虚うつろの図と書しよ館かん》には出前は来ないからね」

「そりゃあよかったな」

　つい、ぶっきらぼうに言ってしまった。やはり、どう接したものか距きよ離り感かんがわからない。世間話のようなものは、もう少しそれがわかってからにしたかった。

「あれ？」

　文人の後ろのビーに気付いて、春夏は嬉うれしそうな顔になった。

「ひょっとしなくても、ビー？」

「……はい……」

　熊くまのぬいぐるみの頭を支えるように持って、彼女は頭を下げた。

「……お久しぶりです……ご無事だったんですね……」

「無事と言えるかどうか」

　はは、と春しゆん夏かは笑った。

「君もまだ、そんなものをかぶっているんですか？」

「……はい……」

「そうですか」

　なぜか敬語の春夏は、頷うなずくとそれ以上は、彼女の頭については言わなかった。

「さて」

　重箱に蓋ふたをし、使った割わり箸ばしを箸袋に戻してその上に置いて隅へと押しやると、春夏はテーブルの下から《本》を──かなり厚めの《本》を取り出し、恭うやうやしく、という表現がぴったりな手つきで置いた。

「時間通り、完成したよ」

　少し疲れたように、春夏は微笑ほほえんだ。

「合がつ本ぽん、『《戦せん闘とう司書ＦＬＤ》──フィフ・ルーエット・デグリース』だ」

　それは、三冊の本をひとつにまとめたかのようだった。

　二人ふたりの《本》は革かわ装そう丁ていのハードカバーだった。その二つを合わせた間に、薄うすい《本》が一冊挟はさまっている感じだ。しかしただ挟んだだけではなかった。一度表紙を外して本文だけにし、新たに表紙をつけていた。

　フィフも、ルーエットも、左開きであるが、表紙側にはフィフが来ているようだった。本文の紙の具合を見れば、中の厚いハードカバーの表紙の左側にそれが来ているのがわかる。つまり、裏表紙側がルーエットということになるのだろう。

《本》の中での力関係は、わからなかった。混じってはいないようだが、そういえば、どうやって使うのだろう。というよりも、これの所有者は誰だれだ？

「文ふみ人ひと」

　じっと見つめていると春夏に呼ばれ、文人は顔を上げた。

　やはり、父に任せることになるのだろうか。この合本は、あらかじめそれを装丁した話であったのではないか、と実物を目まの当あたりにするとそう思えた。

「この《本》は、おまえのものだ」

「え……」

「ボクは、フィフの《マイスター》である権利を放棄している。だから、彼女の破片からできたルーエットについても、本当は《マイスター》の資格はないんだよ。《奴やつ》につけられた仮面で、仮の資格を得ていたに過ぎない。だが、それも崩くずれた。いまはもう、ルーエットも君が《マイスター》だ」

　文ふみ人ひとは、驚おどろいてルーエットを見た。

　いきなりすぎる。

　元々はフィフの一部だったとはいえ、いまは別の存在としてこうしてここにいる子の《マイスター》だといきなり言われても、どうしたらいいのかわからなかった。

「ち、ちょっと待て！」

　声を上げたのはしかし、文人ではなく、フィフだった。

「どういうことじゃ、シュンカ！　フミヒトは拙せつの《まいすた》じゃぞ！　勝手に決めるな！」

「うん、その通りだね。だから、ルーエットの《マイスター》も、文人なんだよ。何しろルーエットは、フィフ、君でもあるんだ。だから、いまの君の《マイスター》である文人がルーエットの《マイスター》というのはおかしな話ではないだろう？」

「そ、それは確たしかにその通りじゃが……しかし……」

　何か釈然としない、という顔をフィフはした。

　文人も気持ちは同じだった。

　それに、父はもう《奴やつ》に操あやつられていないとはっきりしているが、ルーエットの方は、完全に呪じゆ縛ばくを解かれた、という確かく証しようは何もないのだ。

　その状態で、未み熟じゆくな自分が作るのには不安がある。

「大丈夫だよ」

　文人たちの気持ちを見み透すかしたかのように、春しゆん夏かは微笑ほほえんだ。

「真ん中の仕切りで、《本》の中は仕切られているから。真ん中を開くと、合がつ身しんしてひとつになるけど、体の主しゆ導どう権けんはフィフが握るようになっている。ルーエットもフィフに話しかけることはできるけどね。多た分ぶん、一度合身すれば、そのあとは分割した姿のいまのルーエットにも、きっと変化があると思う。どんな変化か、って？　うーん、フィフくらいには話せるようになるんじゃないかな？」

　文人は、ルーエットの声を想像した。

　彼女をちらりと見ると、どこか不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ返され、感情の伴わない硬質な声でフィフを小ばかにするように罵ののしる、そんな想そう像ぞうをしてしまった。

「とりあえず、試してみないかい？」

　人当たりのいい笑え顔がおを浮かべて、春夏はフィフを見た。

　信用していいのだろうか？

　いまさらだが、そんな不安が頭をもたげてくるのを文人は感じた。

　確かにこの男は父の顔をしている。朧おぼろげな記き憶おくしかない自分が一目で見分けるほど、それは確かだ。だが、《奴》の呪縛を本当に脱しているかということについては、確証はない。

　そんなことに思い至らず、フィフ自身でもある《本》を預けてしまうとは、迂う闊かつだった。

「フミヒト」

　フィフの声に、文ふみ人ひとは彼女を振り向いた。腕を組み、僅わずかに見上げるように文人を見るその目には、紫むらさき色いろをした瞳ひとみには、なんの不安も見つけることはできなかった。

「シュンカに心配はいらん。それは拙せつが保証する。拙にもそのくらいはわかる。不安があるならば己おのれを信じるな。拙を信じるがよい」

　堂々として、なんと心強い言葉か。

　文人は、自分の中から、父に対する不安や疑念が吹き消されていくのを感じた。自分を信じなくても、フィフを信じることはできた。そんなことが素直にできてしまう自分に文人は内心で驚おどろいたが、彼女を疑う気持ちはわいてこなかった。肚はらも据すわった。

「わかった」

　文人はテーブルに置かれた分厚い本を手にした。

　革の装そう丁ていと新たな装飾のせいもあるのだろうが、何よりも二冊が一冊になったのだ。ずっしりと重く、手首への負担はかなりあった。

　ページを開く。

　だが、何も立ち上がってはこない。当然だ。立ち上がるべき《仕掛け》はそこに立って、自分を見つめている。

「いいぞ。戻れ、フィフ」

「わかった」

　フィフは、体重をまるで感じさせない軽さでその場から《本》に向かって飛び上がった。

（うわ！）

　反動でスカートがまくれあがって、正面にいた文人は、パンツを穿はいていないその下をまともに見てしまいそうになった。寸すんでのところでフィフが手で押さえたので、肝心な──というか大事なところは見えず、ほっとした。

　あっという間に、開いたページに吸い込まれ、同時に《本》は強制的に閉じた。

　文人は、フィフが穿いていないことを父にも気付かれただろうか、と思い彼を盗み見た。だが、彼にそうした様よう子すはなく、胸を撫なで下ろした。あれを自分の趣しゆ味みだとは、決して思われたくはなかった。

「じゃあ、ルーエット」

　と、シュンカが呼んだ。

「次は、君の番だ。呪じゆ縛ばくが解けた君の《マイスター》が誰だれなのか、わかるね？」

　ルーエットはこっくりと頷うなずくと、文人の前に立ち、じっと見上げた。

　フィフと同じ紫色の瞳ということもあるかもしれなかったが、こうして改めて見ると、確かに二人ふたりは似ている気がした。顔立ちもだが、雰囲気も。

「文人」

　呼ばれ、文人は父を見た。

「ルーエットは最初のページだ」

　あの鉄てつ砲ぽう魚うおの仕掛けが一ページだったりしたら部へ屋や中じゆうが水みず浸びたしになってしまって困るから、訊きこうと思っていたところだった。

　わかった、と言って、文ふみ人ひとは最初のページを開き、ルーエットを見た。

「いいよ。戻って」

　言うと、ルーエットは水に飛び込むかのように、頭から《本》にダイブした。ブーツの爪つま先さきを吞のみながら、《本》は閉じる。勢いよく閉まったために、文人は《本》を落としそうになったが、なんとか堪こらえた。

　文人は息をついた。

　手の中に、これまでとは違う《力》を感じる。これまでとは、はっきりと違うものを。本当に開いていいのだろうか、という不安が、またしても心に湧わき上がってきて、指がつるように硬くなるのを感じた。

　──フミヒト。

　その指を通じ、フィフの声が流れ込んできた。

　──大丈夫じゃ。拙せつを信じよ。

（わかった）

　聞こえないと知りつつ、自分を納得させるために心の中で返事をして、文人はフィフとルーエットに挟はさまれた未知の《本》に指をかけた。

　ちらりと父を見ると、励ますようにか、促してのことか、しっかりと頷うなずいた。

　ビーを見ると、彼女もまた微かすかに頷く。

　ゆっくりと深く息を吸い込み、止めた。

（──いくぞ！）

　飛び出してきたときの衝しよう撃げきで《本》を放してしまわないよう、指に力を入れた。

　慎重かつ大胆に、開く！

　その瞬しゆん間かん。

　──ぽぽぽんっ！

　まるで、ポップコーンでもはじけたかのような派は手でで軽快な音と共ともに、《本》の中から、とてもとても美しい人が、大人おとなの女性が、《飛び出し》た！

　トランポリンで跳はねたかのように、空中で座るかのように足を曲げ、バランスをとるように軽く両腕を広げる。

　広がる髪は、白に近い銀。だが、右側に太い筋のように赤く髪が混じっていた。

　服は、フミヒトが最初に創つくったようなワンピースだったが、袖そでがあるのが違っていた。空中でたゆたう長めのスカートには両側に深くスリットが入っていて、腰には、服と比べるとアンバランスな、工具を入れるためのポケットが沢たく山さん付いた太いベルトが下がっていた。

　そして。

（あ──）

　大人おとなのフィフは、パンツを穿はいていた。

　繊せん細さいなレースの飾りのついた、上の方が透すけた感じの、セクシーだけれどもいやらしくはない、試し行こう錯さく誤ごをして様さま々ざまなパンツを試作した人間だからこそわかる、シルクのような光こう沢たくの、芸術品のような一品だった。

　ショックだった。

　いま大事なのはそこじゃないだろう、と自分で自分に向けられた声を聞きながらも、文ふみ人ひとはショックを受けるのをどうしようもなかった。

　音も立てずにその女性はショートブーツを履はいたままで、床に降りた。ふわ、と、スカートと髪が元の位置に戻っていく。

　閉じられていた瞼まぶたの下から、輝かがやくような紫むらさき色いろの瞳ひとみが現れ、その目がゆっくりと動いた。大きな瞳の中に自分が映る。

　女性は背は高かったが、目め線せんは少し下くらいのものだった。だが、何な故ぜか自分よりもずっと高いように思えた。存在感とか、そうしたものなのかもしれない。

「──フミヒト」

　美人という以外に形容のしようがないその女性に名を呼ばれると、それだけで体温が上がった。だがその声の音は、呼びかけたイントネーションは、紛まぎれもなく、フィフだった！

「……どうじゃ？」

　軽く手を挙げて、前を、後ろを見せる。

　あるかなしかほどであった胸は、動きに合わせて柔らかくゆれるほど膨ふくらみ、大きく切れ込んだ胸元からこぼれおちそうだ。

　綺き麗れいだ──そうとしか言えない。そしてそれは本人に向かっては、恥ずかしくて、とても言えなかった。

「フィフ、だよね？」

　確かく認にんのため問うと、彼女は急にあどけない表情になって──もちろんそれで美しさが損そこなわれるわけではない──腰に手を当てて眉まゆをひそめた。

「もちろんじゃ。他ほかの誰だれに見える」

「誰って……」

　別人にしか見えない。否いや、フィフが成長したらこうなるかも、という範はん囲い内ないの別人ではあるのだが、あの小さな彼女と並べて考えたら、そうとしか言いようがなかった。

「……仕方ありませんよ……」

　助け舟のように、ビーがそう言ってくれた。

「……文人さんは、小さな姿のフィフさんを見み慣なれてしまっているんですから。それに、いまのフィフさんは、以前のお姿とも違います……」

「えっ!?　そうなのか!?」

　驚おどろいたのはフィフの方だった。なんで驚くんだ、と考えてから、そういえばフィフは完成した大人おとなの姿を《仕掛け》の状態でも見ていないのだ、ということに気付いた。完成まで、ずっと部へ屋やにいたのだから、当然だった。

「フミヒト、鏡かがみ！」

「……はいはい」

　姿は大人でも態度は子供っぽいことに文ふみ人ひとは少し安心した。なるほど。これは確たしかに、中身はフィフかもしれない。

　文人は、《本》のフィフの側のページを開いて、彼女の手鏡を出してやった。鏡きよう面めんを銀紙で表現したものだ。飛び出して本物になったそれを空中でつかみ、自分の顔を穴が開くほど見つめたフィフは、

「そうなのか？」

　と呟つぶやいた。

「わかんないのか？」

　呆あきれて言うと、

「む──ならば、フミヒト！　そなた、いきなり幼よう稚ち園えん児じの頃ころの姿になって鏡を見たら、それが当時の自分かどうかわかるのか!?　どうじゃ!?」

　指を突きつけられた。

　行動は確かにフィフだが、美人にやられると異様な迫力があった。

「そ、そんな経けい験けんのしようがないこと言われても、答えられるわけないだろ？　大体、その姿になったんだから、記き憶おくも戻ったんだろ？」

　だが、フィフは黙だまった。

「え？　おい、まさか──」

「うむ」

　はっきりと、フィフは頷うなずいた。

「戻っておらん」

「な──」

「あ、いや。言い方が悪かったの。記憶はある。確かに知っておる」

「おかしな言い方だな。なんだよ、知ってるっていうのは」

「だから……わからぬか？　思い出そうとすれば、なるほど、思い出せはするのじゃが、なんと言うのかのう……拙せつ自身が憶おぼえているのではなく、頭の中で自分の記憶を書き付けた本をいちいち検索して読んでいる、そんな感じなのじゃ」

「と言われても……」

　文ふみ人ひとは、フィフの言っていることが朧おぼろげにしか理解できなかった。

　と──

「別におかしくはないよ。そこまで個が確かく立りつしてしまっていることは、わかっていた」

　そう、春しゆん夏かが呟つぶやいた。

　文人たちは、テーブルで肘ひじを付く彼を振り返った。

「どういうことじゃ、シュンカ」

「ボクは君たちを融ゆう合ごうさせたわけじゃない。言ってみれば、その大人おとなの体の中にフィフとルーエット、二人ふたりが入って動かしているみたいなものなんだ。もちろん、共有できる部分は多いけどね。記き憶おくはそのひとつだ。ただし、過去のほとんどの記憶は、ルーエットのものになってしまっている。フィフ、君はそれを見ることはできるけれど、自分のものと感じることは難むずかしいだろう」

「なるほど……そういうことか」

　フィフはじっと春夏を見た。

「それで、おまえとの思い出も、どこか他ひ人と事ごとにしか感じられないのじゃな」

「そうだね」

　春夏は頷うなずいた。

「だけど、よかった。君はフミヒトと相性が良いみたいだから、できたら、それを維持したかった。ボクの腕が、君を創つくった《マイスター》には及ばないというのもあるけどね」

（これを創れても、まだ……？）

　文人は、フィフの初代の《マイスター》の腕の高さに、絶望すら覚えた。いったい、どれほどの高みなのだろうか、それは。

「それで」

　と春夏は訊きいた。

「その体の具合はどうだい？　自在に動けると良いんだけど」

「うむ。試してみよう」

　そう言うと、フィフは思い切り脚を振り回した。回まわし蹴げりだ。しかし、ただの回し蹴りではなかった。放った脚が着地するその前に、その勢いを利用してもう片方の脚を回し、空中で二段の回し蹴りを見せた。

　さらに拳こぶしを握って高速の連打を見せ、指を伸ばして手しゆ刀とうを作り、それを本当のナイフのように振る演えん舞ぶを見せた。

「ふむ」

　拳を何度か握っては開く。

「違和感はないな。思った通りに動く。──あ？　ああ、わかっておる！　おぬしは、やかましいんじゃ！」

　不意に、誰だれかに向かってそうフィフが怒ど鳴なり、文ふみ人ひとはぎょっとした。さらに。

「ええい！　だからこれはこれでいいんじゃ！　あ？　過去の定じよう石せきなんぞ知るか！　拙せつはもう新しい戦い方を会え得とくしておる！」

　そんなことを言いながら、見えない相手に向かって拳こぶしを振り上げた。まるで、一人ひとりでダンスを踊っているかのようにも見える。

「おい、フィフ！　何言ってるんだ!?」

　文人の声に、フィフはおかしな動きを止め、振り返った。

「ん？　ああ、すまぬ」

　腰に手を当てて背を伸ばす。それだけのことで胸が揺れたが、それは思春期の少年にはまことに毒で、追い払うように咳せき払ばらいをし、で、と文人は訊きいた。

「なんだよ、いまのは」

「ああ。ルーエットとちょっとの。そうか。フミヒトたちには見えぬのじゃな。拙には、生意気なこの女が目の前に見えるのじゃが」

　幻覚のように見えるということだろうか。

「それって大丈夫なのか？」

「ん？　ああ、そうじゃな……」

　フィフは春しゆん夏かを見た。

　すると春夏は小さく頷うなずき、

「ルーエット。戦いの最中に話しかけるのは良いけど、視覚に干渉するのは駄だ目めだよ」

「……わかった、だそうじゃ」

　そうフィフは言った。

　どうやらルーエットは、この大人おとなの体の口を使って話すことはできないらしい。少なくとも勝手には使えないようだ。

「それで、他ほかには何かあるかい？」

　柔らかく微笑ほほえみながら、春夏は訊いた。

　その仕し草ぐさに、文人はふと、おかしな感覚を覚えた。なんと言えばいいだろうか──薄うすい、というか。うまくは言えないが、そんな感じだった。

「他に、か……」

　フィフは、ちらりと文人を見た。

　なんだろう。

　大人なフィフの表情が変わった。頰ほおはほんのりと赤く、目も少し潤うるんでいるように見える。どこか緊きん張ちようしているか、もしくは、怒っているように見えなくもない。

「なくも……ない」

　そう言った。

「なんだい？」

　だが、フィフは答えず、しばらく考え込むようにした。腕を組み、天てん井じようを仰いだ。きゅ、とひそめられた眉まゆが凜り々りしい。

　だが、やがて。

「……よし」

　何か、意を決したかのように、はたまた自分に気合を入れるかのように言うと、何を思ったか、スカートのスリットに手を突っ込んだ。

　文ふみ人ひとは驚おどろき、何を、を問おうとしたが、その言葉は喉のどの奥に唾つばと共ともに飲み込まれた。

「──やかましいぞ、ルーエット！」

　フィフはそんな風に言うと、ぐい、とパンツをずり下げた。

　春しゆん夏かの目も丸くなる。

　だが構わず、彼女は脚を上げた。スリットの間から脚が覗のぞいた。だが、前の部分が丁ちよう度ど、長いエプロンのようになって股こ間かんを隠している。

　そのまま、フィフはパンツを足から抜いた。彼女の手の中でそれは、くしゃっと丸まった。

　完かん璧ぺきに見える。

　文人が長い間創つくろうとしてできなかった、完璧な女性用のパンツに見えるのだが──

「これが気にいらん」

[image: ]

　掌てのひらの上で丸まったパンツを転がすようにして、フィフは顔を真まっ赤かにしたまま言った。

「ちくちくで、ごわごわじゃ。フミヒトのやつは、いつかちゃんとしたのを創つくると言っておきながら、ちっともでき上がらん。だからシュンカ。そなたにはちょっと期待したんじゃがな。残念ながら、これも拙せつの肌には合わん」

　言って、フィフはそのパンツを文ふみ人ひとに放ってよこした。

　つい受けとってしまい、

（うわ）

　思わず声を上げそうになった。

　それは、生温かかった。生々しかった。気き恥はずかしいのと同時に、秘密の宝を手に入れたかのように、胸が高まった。

（ただのパンツだぞ！　布切れ！　ただの布切れ！）

　そう自分に言い聞かせてみたところで、もう一人ひとりの思春期全開の自分が、

（いやでも、脱ぎたてじゃん！）

　などと囁ささやく。

　女子の秘密の部分を数十秒前まで包んでいた布が手の中にあるとか、ありえない。

（って、女子っていっても、フィフは紙だっての！）

　紙でもなんでも女の子、と思ってしまいそうになるのを振り切り、文人はわざと不ふ機き嫌げんな顔をして、なんでもないもののようにそのパンツを《本》の真ん中に落として挟はさんだ。それはたちまち《仕掛け》に戻って折おり畳たたまれる。

　その様よう子すを見て、大人おとなフィフは顔を赤くしたまま、不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

　文人は鼻を鳴らした。

「ったく。何かもう永遠に、おまえの気に入るパンツは、創れないんじゃないかって気がしてきたよ」

「それでもいつかは創ってもらうぞ。約束じゃからな」

「わかった、わかった」

　言いつつ父を見ると、なんとも言えない生なま暖あたたかい目で自分たちのやり取りを見ていた。

（親の前でこんなやり取り、恥ずかしすぎる。いったいなんの拷ごう問もんだ！）

　それでも母でないだけまし、と思うことで文人は堪こらえることができた。それに、今はそんなことに構っている場合ではない。

「で、それ以外には特に問題はないんだな？」

「そうじゃな」

　少し考え、フィフは文人に向かって手を突き出した。

「何？」

「拙のハサミをよこせ。体が大きくなって、感覚が変わったかもしれん」

「あ、そっか」

　文ふみ人ひとはフィフの方のページを開いた。

　すぐに、音を立てて愛用のハサミが飛び出し、いつもとは違う長い腕がそれをつかんだ。そのまま、それほど広くはないリビングで振り回す。

　天てん井じようを、テーブルを刃先が掠かすめ、文人は焦あせったが、フィフの見切りは完かん璧ぺきで、おそらくはほんの数ミリか、それ以下で傷つけることはなかった。

　ぱし、と脇わきにハサミを挟んで、フィフは頷うなずいた。

「悪くない。というよりもこちらの方がやはりしっくりとくるのじゃな」

「それはそうだよ」

　と父は言った。

「そのハサミは、いまの君の体格にあわせて創つくったものだからね」

「父とうさんが？」

「元々あったハサミは傷いたみがひどくてね。サイズだけはそのままに、日本刀の要素も入れてより斬きれるように創った」

　フィフは腰のベルトに本当に日本刀であるかのようにハサミを入れて下げた。いかにも使い慣なれた様よう子すだった。

「で」

　腰に手を当て、フィフは春しゆん夏かを見た。

「この体でいられるのはどのくらいの時間じゃ？」

「え？」

　文人は驚おどろいて春夏を見た。

「時間制限があるの？」

「ああ。フィフも、それからルーエットも、個が確かく立りつしすぎてしまったからね。二人ふたりはもう、水と油ほどに違う。ドレッシングみたいなものだ。振れば混じったように見えるが、時間が経たてばまた分ぶん離りしてしまう。といっても、数時間は大丈夫だよ」

「一回合がつ身しんしたらしばらくはできないとか、そういうことは？」

「合身していた時間と同じだけ、かな。昔、他ほかの《仕掛け》で試したときはそうだった」

　それを聞いたフィフは、

「ならば、もう戻った方がよさそうじゃな」

　と言って、文人に向かって、ぱちんと指を鳴らし、その指を、くいくいと動かした。

（なんの合図だよ、それ）

　しかしながら要求されていることはわかる。文人は《本》を開いた。

　フィフはハサミを置くと、軽い足取りで、文人に向かって跳とんだ。

（って！　いまお前、穿はいてないだろーっ！）

　スカートがまくれる一いつ瞬しゆん、文ふみ人ひとは目を閉じた──というより閉じてしまっていた。《本》をもつ手に軽い衝しよう撃げきがあり、目を開けるとそこにもう、大人おとなのフィフの姿はなかった。

　ほっとしつつ、少し残念な気持ちもありながら、文人は背表紙を支え、器用に左右の《本》を一度に開いた。

　ぽぽん、と音を立て、左と右に、フィフとルーエットが飛び出して、床に着地した。フィフもルーエットも、ひとつになる前と同じ格好だった。

「ふむ」

　フィフは手首を回したり、背を反そったりして、

「こっちも違和感はないな」

　と言った。

　文人はほっとした。何かあっても父に頼めばなんとかなるかもしれなかったが、できればそれは避けたかった。やはりまだ、この父に頭を下げるのには抵抗──というか遠えん慮りよがある。

　す、と近付く気け配はいを感じて振り向くと、ルーエットがすぐ傍そばにまで来ていた。

　フィフが駆け寄ろうとしたが、春しゆん夏かがそれを制した。

　確たしかに危険は感じなかった。ルーエットはいつもの赤い革のコート姿だったが、その背中にあの巨大なカッターナイフはない。

　フィフと同じ大きな紫むらさきの瞳ひとみで、じっと見上げてくる。と、思うと、びしっという音が聞こえそうな勢いで、指をさされた。

　なんだ？　なんで顔がちょっと赤い？

「……パ、パパがそうしろって言うから、《まいすた》にしてあげるんですからねっ！　い、いいですかっ!?　勘かん違ちがいしないでくださいねっ!?　あなたの実力を認めたわけじゃないんですからっ！」

（ええと……）

　文人は、なんとも答えられなかった。

　なんだろうか、これは。

　喋しやべれたんだ、とか、なんで顔が赤いの、とか、色々と訊きこうと思えば訊けることはあるはずなのだが、何も出てこなかった。

　予想外の反応というか、とにかくそんな感じだった。

　ふんっ、と鼻を鳴らして、ルーエットは腕を組み、あらぬ方を向いた。そうしておきながら、どうしてか、ちらちらと文人を見る。

「ああ、そうか」

　わかった、と言いたげに、春夏は拳こぶしを自分の掌てのひらに打ちつけた。

「ルーエットは、フィフと記き憶おくと感情を共有して、影えい響きようされちゃったんだね」

「そそそんなことないよっ！」

　ルーエットの慌あわてぶりは、思い切り図ず星ぼしだと自白していた。

　しかし、いったい彼女がフィフの何に、なんの影えい響きようを受けたのか、それがわからなかった。自分といてフィフがこんな反応を示したことはない──筈はずだ。

「変なこと言わないで、パパっ！」

「いや、いいんだよ。もともと、フィフとおまえはひとつなんだ。いまはもう違う個性を獲かく得とくしているけれど、感情のほとんどをフィフに残してきてしまったおまえが、同じ気持ちになるのは自然なことだ」

「いったい何を言っておるのじゃ、シュンカ」

　フィフも、わけがわからないといった顔で鼻を鳴らした。

「拙せつの感情がなんじゃと？」

「ん？　あ、いや、いいんだ。気にしないでくれ。そんな大した話じゃないから」

　だが、父の顔はそれとは裏腹にひどく嬉うれしそうだった。

　文ふみ人ひとは、何な故ぜかそれが気に障さわった。否いや。何故か、ではない。理由はわかっている。

（……くそっ）

　認めたくはないが、口惜しいのだ。嫉しつ妬と、だった。自分や母のことではなくて、フィフの、ルーエットのことで、父がひどく嬉しそうなのが。

　そんな息子むすこの気持ちには気付かないのか、春しゆん夏かは、

「さて、と」

　と言って、もう冷めてしまったであろうお茶を一口飲んだ。

「ごちそうさま」

　目を閉じて拝おがむように顔の前で合がつ掌しようし、それから顔を上げると、フィフ、ルーエット、ビーを一人ひとりずつ見、最後に文人を真まっ直すぐ見つめた。

　その笑え顔がおに、文人は何かうそ寒いものを感じた。なんと言えばいいだろう、そこに在るのにないような、蜃しん気き楼ろうのような、そんな感じを。

「文人」

「な、なんだよ……」

「優ゆう実みを頼むな」

「だから、息子の前で母親を名前で呼ぶ──って、なんだよ、それ。冗じよう談だんじゃない。僕は心しん臓ぞうを取り戻したら好きにさせてもらうからな。あんたこそ頼まれろよ」

　だが、春夏は首を振った。

「できたらそうしたいんだけど、駄だ目めなんだ」

「は？　何言ってんだよ！　散さん々ざん心配かけといて、またどっかへ──」

　文人は息を吞のんだ。

「おい……おい！　なんだよそれ！　それなんだ！」

「シュンカ!?」

　フィフも驚きよう愕がくの声を上げた。

　テーブルに置かれた春しゆん夏かの手が、薄うすくスライスされていく。違う。切られているわけではない。ばらけている。まるで、《本》のページのように。

「おい！」

「静かに、文ふみ人ひと」

　落ち着いた父の声は、怒ど鳴なったわけでもないのに他ほかの音をすべて圧した。文人もフィフも、黙だまるしかなかった。黙って、変わっていく春夏を見つめるしかなかった。

「静かに、逝いかせてくれるかな」

「行くって、どこに──」

　うろたえる文人の陰から、す、とビーが歩み出た。

「……春夏さん。やはり、あなたはすでに……」

　ビーがどこか悲しげに呟つぶやき、春夏は微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「こっちに戻ったために、時間が進んでしまいました。けれど、悔くいはありません。私の残した子供を、子供たちを、再びこうして目にすることができた」

　春夏は自分の装そう丁ていした《本》を、そして、文人を見た。

　その目は何な故ぜか胸を抉えぐった。《仕掛け》に変えられた心しん臓ぞうが貫かれたように痛み、文人は思わず胸を手で押さえていた。

「こうして間に合ったのは、運命の導みちびきかもしれません。できれば、息子むすこの行く末を、この戦いの結末をこの目で見たかったが、それはあなたに任せます」

　ビーはゆっくりと頷いた。

「おい……おい！　何言ってんだよ！　何わけのわかんないこと言ってんだ！　帰ったばっかりだろ!?　どこに行こうってんだよ！　そんなの許さないからな！」

　文人は、つかみかかろうとした。

　見る見る《本》のページになっていく春夏を、止めようとした。捉つかまえたところでどうにかなるのかわからなかったが、そんなことはどうでもよかった。

「フミヒト！」

「フミヒトさんっ！」

　フィフとルーエットにしがみつかれ、文人は先に進めなくなった。

　伸ばした手は届かなかった。

　父は──ずっと遠かった。

　いつだって。

「文人。ボクがどうして《マイスター》になったのかは、ボクを読めばわかる。けど、優ゆう実みには言わないでくれよ？　わかるな？　あいつは、ようやくボクがいないことを受け入れられたんだ。この家にあるボクの子供たちを見ればわかる。もう一度、悲しませたくはない」

「そんな……っ！　僕ならいいのかよっ！」

「おまえは男の子だろう？　フィフもルーエットもいる。それに、おまえは──」

　春しゆん夏かは、本当に満ち足りた笑え顔がおを文ふみ人ひとに向けた。

「──ボクと優ゆう実みの、最っ高の作品だから、ね──」

　それが、最さい期ごの言葉だった。

「父とうさんっ!!」

　江え本もと春夏の姿は消きえ失うせ、代わりに出現した分厚い《本》が、重たげな音を立てて椅い子すの上に落ちた。

　文人は、フィフとルーエットを振りほどき、さっきまで父のいた席に転がるように駆かけ寄ると、《本》を手にして開いた。

　開いて、何度も閉じては開いた。

　だが、何度やっても、いくら開いても、父は《飛び出して》こなかった。

　ぱらぱらとページが捲めくれるだけった。

「なんで──」

　表紙に箔はく押おしで『春夏秋冬』と刻まれた《本》は、父の人生が刻まれたそれは、決して《飛び出す》ことのない、ただの《本》だった。

「なんでだよおっ!!　父さあああああんっ!!」




　　　　　☆




「──ふ」

　クレオパトラが不ふ敵てきに笑うのが、弾丸のように突っ込んだチカの目の端に映った。

　だが、チカが本当に見ていたのは彼女ではなかった。彼女の手にあったもの。落ちていく二冊の《本》、それだった。

　下には、水の溜たまった桶おけがある。《本》は火にもだが、水にも弱い。濡ぬれれば歪ゆがむ、消える、溶ける。やっとめぐり合えた両親を、そんな目に遭あわせるわけにはいかなかった。

　手を伸ばす。

　まだ全然遠いとわかっていても、そうせずにはいられない。

　だが──

　何か、黒くて太い縄なわのようなものが唸うなりながら自分の腹にめり込み、吹っ飛ばされるのをチカは痛みと共ともに感じた。

「チカちゃん！」

　何度も地面を転がされ、自然に止まるその前にルカに抱きとめられて止まった。

　体を起こすと、大きな胸の下辺あたりに鋭するどい痛みが走った。

（くっ……）

　肋ろつ骨こつにヒビでも入ったかもしれない。

　顔を上げると、クレオパトラが勝ち誇ったような笑えみを、ビターチョコレートのように暗い色をした唇に浮かべていた。

　彼女の手には、《本》はなかった。代わりに、黒く太い、棒のようなものが握られていた。

「ルカ姉ねえ、パパとママはっ……？」

　ルカは首を振った。

　桶おけに──水に落ちた、ということだった。

「少しは百ゆ合り若わかの気持ちがわかるか？」

　青く縁ふち取どられた瞳ひとみを眇すがめて、クレオパトラは言った。

　手にした棒を下ろすと、闇やみの中からずるりと、長い長い本体が現れた。棒というよりも、綱つな引ひきの綱のようだった。そのくらい太い鞭むちのようだった。しかも、その綱は拳こぶしほどもある甲こう虫ちゆうが、その節くれ立った手脚で互いの体を抱だき締しめてできていた。

「恐怖を感じているか？　《焚ふん書しよ鬼き》よ」

「……百合若って誰だれよ」

　ルカに支えられながら立ち上がりチカがそう言うと、クレオパトラは顔を歪ゆがめた。

「貴様らが燃もやしたわたしの仲間じゃっ！」

　唸うなりを上げて虫の鞭が振り下ろされた。地面を抉えぐりながら迫ってくるそれは、鞭の一部となっている虫が羽ばたくことでより速度を増した。

　しかも、ありえない方角に曲がった。

　ルカに抱き締められ、横よこ跳とびに引き倒される。

　虫の鞭はチカが立たち退のいた場所を掘り返して、その先の木製のベンチを打うち砕くだいた。

　砕かれたのは虫もで、黄き色いろい体液がＬＥＤ灯の白い光に輝かがやいたが、闇の中からすぐに別の虫が飛んできて、鞭を補修した。

「貴様らを《本》にし、火をつけて灰にしてやるのが百合若への一番の手た向むけであろうが、それほどわたしは悠ゆう長ちようではないでの。代わりに、貴様らの両親に罰を与えることにした。手を出すこともできず、ずっと捜していた両親が溶けるのを見ているがよい」

「卑ひ怯きよう者ものっ！」

「命のやり取りに、卑怯も何もあるかっ！　貴様らにだけは言われたくはないわっ！」

　再び黒鞭がうなり、チカはルカに引き倒された。先刻まで首があった地点を鞭が過ぎて、砕けたベンチの後ろに立つ樹じゆ木もくを叩たたき折った。

　それが、自分たちを目掛けて倒れてくる。

「くっ」

　痛みを堪こらえて立ち上がり、飛び込むように避けた。

　目の前に針しん葉よう樹じゆの、青く葉の茂った枝々が叩たたきつけられるように落下し、クレオパトラの姿を隠したが、高らかな笑い声だけは隠しようもなかった。

　公園の地面は決して柔らかくはない。あちこち痛い。転がった分だけ、体中に痣あざが増えているだろう。残念ながらこの服は、耐火性は高くても衝しよう撃げきは吸収してはくれない。

「チカちゃん、落ち着いて」

　耳元でルカの声がした。

「この状況、むしろラッキーだと思わなくっちゃ」

（ラッキーですって!?）

　非ひ常じよう識しきすぎてチカは殺意すら覚えた。落ち着いてなんかいられるはずがないことは、見ればわかるはずだ。吞のん気きなのにも限度がある。

　後ろで木が爆ばく散さんし、チカは首を竦すくめた。肋ろつ骨こつが痛み、息が詰まる。本当に骨が折れたかもしれない。

「何がっ……！」

　その痛みを堪えて、チカはルカの胸元をつかんだ。

「ラッキーだって言うのよっ……！」

「聞いて」

　今度は枝が根本から折れて吹き飛ぶ。だが、ルカはいつもと違って驚おどろきもせず、落ち着き払っていた。本当に時折にしか見せない、姉、の顔だった。

「どうした！　隠れていないで出てくるがよい！」

　笑いを含んだクレオパトラの声が響ひびく。

「早くしないと、おまえたちの両親は跡形もなく溶けてしまうぞ!?」

　鞭むちの一いち撃げきが幹を大きく抉えぐり、破片が傍そばの木に刺さった。耐火服にも降り注いだが、これは防いでくれた。もちろん、痛くはあったけれど。

「逆転の発想よ、チカちゃん」

　気にせず、ルカは言った。

「パパたちは、いま水の中にいる。それで？　わたしたちの武器は何？」

「そうかっ！」

　チカは、ルカが何を言いたいのか一いつ瞬しゆんで理解した。

　火だ。

　自分たちの武器は、触れたものに張り付いて燃もやし尽くす《竜りゆう涎ぜん》という燃ねん焼しよう剤ざいだ。

　これは、空気中に放出されるとほんの数秒で燃え上がるが、水と反応すると爆ばく発はつ的てきな水蒸気を発生するものの、燃えることがない。

　ある意味、あの水の中こそがいまここで最も安全なところだとも言えるのだ。

　それに、クレオパトラはもうひとつ失敗を犯した。

　もしも彼女が両親の《本》を肌はだ身み離はなさずもっていたら、《竜りゆう涎ぜん》は使えなかった。彼女を燃もやせば、両親も燃えてしまうからだ。

　だが、クレオパトラは勝つための戦いを選ばなかった。彼女は、チカとルカを苦しめる、そのことを優ゆう先せんし、両親である《本》を水に投げ込み、嘆き悲しむのを見て、百ゆ合り若わかの遺い恨こんを晴らすことを優先したのだ。

　クレオパトラにとっては最悪の、崎さき田た姉妹には逆転の一手であり、分ぶん水すい嶺れいだった。

　とはいえ、時間の制限はある。

　ものは《本》だ。崩くずれるほど濡ぬれてしまっては、燃えなかったというだけで、意味がない。急いで決着をつける必要があった。

（行くよ）

　声に出さず、チカは目だけでそう告げた。

　ルカが頷うなずく。

　グリップを握り、チカは倒れた木の陰から飛び出した。ルカは反対へ。二人ふたりのいた場所を鞭むちが襲おそい、倒木を叩たたき折り、地面を抉えぐった。

「ちっ！」

　クレオパトラが舌打ちと同時に、両手をそれぞれ、チカとルカの方へと突き出す。

　次の瞬しゆん間かん、その腕に闇やみが──虫が辺あたりから降りてきて、そのまま槍やりのように自分たちに向かって恐ろしい勢いで伸びてくるのを、二人は見た。

　チカとルカは同時に《竜涎》のトリガーを引き絞った。燃ねん焼しよう剤ざいが黒い槍に命中し、焼き尽くしていく。虫はばちばちという音を立てて燃えながら破裂する。

（いける！）

　虫の勢いよりも《竜涎》の燃焼力の方が強い。炎が手元にまで迫り、クレオパトラは虫を散らした。火の子が迫り、彼女は短い悲鳴を上げた。

「貴様らっ！」

「クレオパトラ！　覚悟っ！」

　チカはルカと呼吸を合わせ、左右から駆かけながら素す早ばやくノズルの口を絞り、最大の威力で《竜涎》を浴びせかけた。

　広く浅くではなく、狭く深く。

　だが。

　闇が立ち上がり、それを止めた。

　虫だ。

　大量の虫が分厚い壁かべとなってそれを受け止めたのだ。しかし──その虫もまた《紙》。

　燃える。燃え上がる。周囲へと広がり、壁のそのものが炎に包まれる。炎の壁となって、クレオパトラを囲い込む。

　自滅だ。

　そう思えた。自らの虫で逃げ場を失おうとしている。

　クレオパトラを焼滅させることに、チカに躊躇ためらいはなかった。

　少し前なら、もしかしたら少しはそういう気持ちをもったかもしれない。フィフと過ごすうちに、《禁書》と呼ばれる連中に、多少は心も許せるようになってきた。

　だが、クレオパトラは一いつ線せんを越えたのだ。両親を水攻めにするという一線を。無む論ろん、彼女には彼女の意見があるだろう。先に越えたのはそっちだ、と言うかもしれない。

（結局は、こうなる運命だったのよっ！）

　チカは手を後ろに回し、ポンプの圧を上げた。《竜りゆう涎ぜん》の噴ふん出しゆつの勢いが増す。まるでレーザーを照射しているかのように虫の壁かべに燃もえながら穴が抉えぐられていく。

　と──それが、爆ばく発はつした。

（やった！）

　そう思った。

　が。

　次の瞬しゆん間かん、チカは突然、無数の殴打を受けて吹き飛び、地面に転がっていた。




　　　　　☆




「ごめん、父とうさん……ただの《本》なんかじゃないよな」

　流し読みではあったが、本当はもっときちんと読みたかったが、それでもそれを読みおえた文ふみ人ひとは、父であった《本》の上に手を置いて、話しかけるように呟つぶやいていた。

　これは父そのものだった。

　江え本もと春しゆん夏かのすべてがここに記されていた。なぜいきなり自分たちの前からいなくなって、そうして《マイスター》になったのかも。

「フミヒト……」

　気遣わしげなフィフの声に、文人は首を振った。

「大丈夫だよ。大丈夫。父さんはやっぱり、もうずっと昔にいなくなっていたんだ。こうして父さんに会えたのは、夢みたいなものだった」

「ど、どういうことじゃ……？」

　文人はフィフを振り向いた。

「もうわかったんじゃないのか？　ルーエットと記き憶おくは共有したんだろ？」

「共有はしておらん。合がつ身しんしている間はそうじゃが、別れてしまえば、合身したときに思い出したことした拙せつの中には残っておらん。さっき、拙はシュンカがどうして拙の《まいすた》になったかは視みなかった」

「そっか……」

　文ふみ人ひとは小さくため息をついた。口を開きかけ、その理由を口にするのは、言葉にするのは、想像した以上に抵抗のあることだ、と気が付いた。

　一いつ瞬しゆん、ルーエットにその役を頼もうかとも思ったが、やめた。耐えねば、越えねば、飲み込まなければ、先には進めない。

「……父とうさんが《マイスター》になったのは、事故に遭あったかららしい」

「事故？」

「といっても、巻き込まれたとかじゃなくて──遭そう難なんだ。父さんは、そのとき抱えていた装そう丁ていの仕事のインスピレーションを得るために、南アルプスに行っていた。本が、その地域を主題にしていたものだったから。一人ひとりで山に登り、そこで遭難したらしい。これが外国だったら、出入国記き録ろくで追いかけられたし、母かあさんもそれはしたみたいだけど、国内じゃどうしようもない。ひとりでふらっといなくなって、一ヶ月も帰ってこないなんてこと、珍しくもなかったみたいだから、母さんも実際に届けを出すまで時間がかかったし」

「それがどうして《まいすた》に？」

「足を滑らせて転落した父さんは、死にかけた状態で前任の《マイスター》に救われたんだ。怪け我がをして壊こわれた臓ぞう器きを、《仕掛け》に取り替えて」

「何!?」

　と、驚おどろいたのはフィフだけではなかった。彼女は、知っていたか、というようにビーを見た。

　彼女は熊くまの頭をゆっくりと振り、

「……は、初耳です……」

　と言った。

　だが、文人は驚かなかった。

「だろうね。その《マイスター》は、これは禁忌タブーの技だから、誰だれにも──たとえ自分の《戦せん闘とう司書》にであっても、言わぬように、と念を押していたらしい。《奴やつ》が僕にしたのと同じことを、父さんもされていた。もっとも、父さんの場合は、命を救うためだったけど」

「前にビーが言っていた八〇〇年前の事例と同じか……」

　ポツリと呟つぶやいたフィフに、

「それ、同じ人だよ」

　と文人は言った。

　今度は、ビーの方がより驚きかたは大きかった。思わず頭を落としてしまいそうになるくらい、彼女は驚いていた。

「……で、でもっ……確たしかに、それは……けどっ……」

「同じ人なんだ」

　文ふみ人ひとは重ねて言った。

「父とうさんはその人の失しつ敗ぱい談だんを聞いている。そして《虚うつろの図と書しよ館かん》の中では、《本》は劣化しないことをその人は突き止めたらしい。それはそうだよね。ものすごく長い間、それこそ未来永えい劫ごうに《本》を保管しようっていうんだ。そのくらいはできても驚おどろかない。そして、《仕掛け》から《紙》の成分が血液に溶けるのは、《紙》が劣化するからだということも、その《マイスター》は突き止めた。つまり、《虚ろの図書館》にいる限り、父さんは《本》にならずにすむ。だけどその人は父さんに噓うそをついた」

「……噓……？」

　ビーが、大きな頭を微かすかにかしげる。

「うん。本当は、そのまま家に帰ってくることもできたんだ。そうすれば《本》になるまでの数ヶ月間、最後を家で過ごすことができた。だけどその人は、《虚ろの図書館》を出たらすぐに死んでしまう、と説明していたらしい。だから父さんは諦あきらめて、その人の弟子になった。まあ、死んだと思えばその後も《本》に囲まれて過ごせて、天国みたいなものだと思えなくもなかったらしいけど」

　文人は苦笑した。

　いい加減で、いい気なものだ。しかしそれも諦めの中で自分を無理やり納得させただけのことだったのかもしれない。それが証拠に、数年が経たち、父が《マイスター》になって本当のことを知ったときには、怒りを爆ばく発はつさせている。

　だが、父は戻ってこなかった。

　それはひとつには、いまさら、という思いがあったのだろう。家族の様よう子すを見に行ったという記述があった。既すでに自分のいない世界がそこには確かく立りつされていた、と書かれていた。そこへ乗り込んでいって、石を積つむように築き上げたであろうそれを壊こわした挙句、すぐにまたいなくなることなどできない、とあった。

　それでも、と文人は思う。それでも、帰ってきてくれた方がよかったのではないか、と。気持ちの決着を、つけさせてくれた方がよかったのではないかと。

　父のしたことは、残ざん酷こくで身勝手な優やさしさなのではないか、と。

「……とにかく、父さんはそのまま《マイスター》になった。与えられた役目をしっかりとこなし、仕事はそれなりに楽しかったみたいだ」

「……春しゆん夏かさんは、優ゆう秀しゆうな《マイスター》でした……」

　ビーが静かに言った。

「……フィフさんに相応ふさわしい、立派な、稀け有うな才能をもち合わせていた方でした……」

「だけど、《奴やつ》には敵かなわなかった」

　ビーは頷うなずいた。

　時じ限げん爆ばく弾だんのような《禁書》の攻こう撃げきに、《虚うつろの図と書しよ館かん》は分断された。その混乱の中でフィフと共ともに戦った父はしかし、敗れた。そして《奴やつ》に捕まる寸前、父はフィフの所有権を文ふみ人ひとに勝手に《譲ゆずった》。

　だからこそ、文人はフィフと出会った。

　偶然ではなく、必然で。

　そのことを父は、すまない、と思っていたようだ。心からすまないと詫わびていた。

　それでもなお、文人を巻き込まねばならないと決めたのは、父が《虚ろの図書館》にそれだけの意味と価値を見み出いだし、《奴》を危険だと判断したからだった。

　不ふ思し議ぎと、怒りは湧わいてはこなかった。

　もしかしたら、あまりのことに感情が麻ま痺ひしているのかもしれない。なぜならば、それほど悲しみも湧いてはこないからだ。

　ほんの数時間だけの再開など、夢に等しい──自分でフィフにそう言った通り、だからなのかもしれない、と文人は思った。思いたかった。

「父とうさんはフィフからも行方ゆくえ知れずになり、姿を消した。死んだと思われていたけれど、また違った。《奴》に捕まっていたんだ。残念だけど、仮面を付けられている間のことは、記き録ろくがなかった。だから、外に出たら数ヶ月しかもたないはずの父さんが、どうして一年近くも《本》にならずにすんだのかはわからないけど──」

「……それは説明できます……」

　と、ビーは言った。

「……《奴》も《本》を蒐しゆう集しゆうしています。ならば《奴》の書庫も《虚ろの図書館》と同じく劣化に対する措置が施されていると思われます。とすれば、春しゆん夏かさんが本当の意味で外に出ていたのは、それほど長い期間ではなかったのではないでしょうか……」

「そうか……そうかもしれないね」

　ビーの説明は理に適かなっている。

「……話を戻すけど、とにかく父さんの記き憶おくから《奴》の本拠を探ることはできなかった」

　無念そうに眉まゆをひそめたフィフに文人は、残念だけどね、と言って《本》を見つめた。

　最後の記述は、文人たちのことだった。ここへきて僅わずか数時間の間の出来事だった。

　大好物だった鰻うなぎを食べられたことを喜び。

　自分の家で最さい期ごを迎えられることを喜び。

　妻に会えなかったことを、寂しくに思い。

　息子むすこと話ができたことを……喜んでいた。

　それでお終しまいだった。

　江え本もと春夏の人生を丸ごと残した《本》は、それでページを閉じていた。そして、このままだと自分も同じように、《本》になるのだ。

「わかったことは──」

　フィフたちを見回して、文ふみ人ひとは言った。

「──僕は《虚うつろの図と書しよ館かん》に行けば、《本》にならずにすむということだ。《奴やつ》のことなんか放っておいて、あそこで暮らせば、これ以上悪くなることはない」

「う、うむ……そうじゃ、その通りじゃ！」

　フィフは力を得たように何度も頷うなずいた。

「そうしよう、フミヒト！　それがいい！」

「……フィフさん!?　それは──」

「やかましい、ビー！　拙せつは知らなかった。フミヒトも、そしてシュンカも、先々代が噓うそをついてまで巻き込んだなど！　この上まだ、《奴》と、その仲間たちと戦う、そんな危険を冒させられるものか！　──な？　そうしよう、フミヒト。それが──」

「……文人さんのお母かあ様さまはどうするのです……？」

　フィフの表情がさっと曇くもった。

「……夫を奪われ、その上、たった一人ひとりの息子むすこさんまで、奪うんですか？　そして、記き憶おくを書き換えてすべてを忘れさせますか……？」

「それは……」

　フィフは黙だまった。

　確たしかにそうすれば、悲しむこともないだろう。だがそれは、ひどく残ざん酷こくなことだった。してはいけない、ひどいことだった。

　文人も、この間までの自分なら、いい案だと思ったかもしれない。

　だが、八や代しろの、そして雲くも木きの姿を見て、それがいかに非道なことかを思い知った。八代を苦しめたのは、フィフたちのことが突とつ拍ぴよう子しもないからではない。記憶を操そう作さされたことで、すべての記憶が疑わしくなったからだ。そう思えた。

（そして、フィフもそのことに気付いたんだ……）

　黙り、うつむいてしまった彼女を見れば、同じ思いなのだということが、文人にはよくわかった。だから──

「僕は嫌いやだね！」

　そう言った。

「僕が、本を嫌いなことは知ってるだろ？　その僕に図書館で一生を過ごせっていうのは、どんな拷ごう問もんだよ。新あら手てのイジメか？」

「せ、拙は──！」

　焦あせったフィフの鼻を、文人はきゅっとつまんだ。

「ふがっ！」

　変な音が出た。

「な、何を──」

「冗じよう談だんだよ」

　フィフが何かを言う前に、文ふみ人ひとは言った。

「でも、いまさらだろ？　チカさん、ルカさんの両親のこともあるし、八や代しろや雲くも木きも巻き込んだ。それなのにいまさら、自分だけ引きこもるってわけにはいかないさ」

「フミヒト……」

「それに、勝ち目は十分にある。フィフは、元のとはいかなかったけど、大人おとなの体を手に入れたんだ。強いはずだろ？　それに、助けになるかどうかはわからないけど、僕だってそれなりに力を付けた──ミロがいる」

　文人は傍かたわらに積つんだ本の一番上に置かれた『子こ猫ねこはたたらない！』を見た。

　前の戦いで疲れたのかちっとも出てくる気け配はいはない。

　猫ゆえの気まぐれか、と文人は思ったが、そう思う自分が創つくったから、気まぐれなのかもしれない、とも言えた。

「そうじゃな……」

　と、フィフは呟つぶやいた。それは、自分に言い聞かせているかのように、文人には聞こえた。

「確たしかに、フミヒトの言う通りじゃ。逃げていても仕方がない。それに《奴やつ》を封印しなければフミヒトの心しん臓ぞうは元には戻らぬ。それは不発弾を抱えているようなものじゃ。とても健全とはいえぬ！」

　フィフは、ぐ、と拳こぶしを握った。

「それに《奴》がこれほど拙せつらの近くにいることは、そうはない。捉とらえられるところにいることなど稀まれじゃ。いまを逃せば、今度はいつ捉えられるかわからん」

「けど、どうやって探す？　ルカさんたちとは連絡がつかないし、父とうさんの《本》には──」

　胸が見えない針に突かれるように痛んだが、文人は無視するように堪こらえた。

「これには、場所は書かれていなかった」

「うむ……」

　フィフは唇を嚙かみ、考え込んだ。と──

「あ、あのっ！」

　振り向くと、それまで黙だまって聞いていたルーエットが、手を挙げていた。合がつ身しんの前は冷たい印象しかなかったのだが、いまは勝気な感じだ。

「ど、どうしてもって言うなら、わたしが連れてってあげなくもないですけどっ!?」

「知っておるのか!?」

　フィフが詰つめ寄った。だが──

「……あんたには教えない」

　ぷい、とルーエットはそっぽを向いた。

　いったい何な故ぜそんな態度なのかは文ふみ人ひとにはさっぱりわからなかったが、フィフの怒りのボルテージが面おも白しろいように上がるのを放っておくわけにもいかず、慌あわてて二人ふたりの間に割って入った。

「えっと……じゃあ、どうすれば教えてくれるの？」

　すると、ルーエットは文人をじっと見つめた。本当に穴が開くのではないかと思えるほど、凝ぎよう視しされた。それが、どのくらい続いただろう。彼女は、不意に背を向けると、

「し、仕方ないですねっ」

　と言った。何故か、うなじが着ているコートのように真まっ赤かだった。

「《マイスター》の命令は絶対ですから、連れていってあげますっ！　わたしはパパと違って、記き憶おくを操そう作さされていませんから、わかりますっ！」

「そっか……頼む」

　文人がそう言うと、ルーエットは何故か嬉うれしそうに頷うなずき、それを見たフィフは、世界一面白くないコメディを見せられたみたいな顔をした。

「だけど、《奴やつ》はどうしてルーエットにはなんの対策もしなかったんだろう」

「そ、それは、わたしがこんな風に変わるなんて、全っ然、予想もしなかったからだと思いますっ。合がつ身しんなんて、《本》じゃ考え付きませんっ！　考え付かないから、対策もしなかったんだと思いますっ！」

「そっか」

　要するに、侮あなどっているということだ。文人たちを、というよりも、おそらくは人間というものを、《奴》は侮っているのだ。自分たちよりも下だと思っているのだ。だから、こんな油断に繫つながる。

「よし、すぐに動こう」

　文人は父の手によって生まれ変わった《戦せん闘とう司書》の《本》と『子こ猫ねこはたたらない！』を抱え、フィフたちを見た。

「逃げられたら見つけるのが大変なのは、いままでで立証済みだ。時間もない。行こう」

「サキタシマイは待たぬのか？」

「時間が惜しい。ビー」

「……はい……」

「ここにいて、彼女たちが帰ってきたら連絡してくれるように伝えてくれる？」

「……わかりました……」

　ビーは、大きな熊くまの頭を支えるようにして頷いた。

「あと──」

　文人は、テーブルの上に置かれた父であった──いまも父である《本》を見た。

「──父とうさんを頼むよ」

　ビーは無言で頷き、文人はそれを見届けると踵きびすを返した。

「行くぞ！　決着を付けてやる！」

　おう、と気合いの入ったフィフの声を聞きながら、文ふみ人ひとは《戦せん闘とう司書》たちを従え、星も見えないこの暗い空のどこかで待つ《奴やつ》の許もとへ、夜の街へ向かった。




　　　　　☆




（何!?）

　地面を転がりながら、チカは咄とつ嗟さに体を丸めていた。何が起きたのかわかってのことではない。人がする防御本能のようなものだった。

　しかし、正解だった。

　防御したその腕に、足に、容赦なく殴打が浴びせかけられた。鈍痛が骨まで響ひびいた。骨が折れたりするほどではないが、確かく実じつに痣あざにはなるだろうくらいの威力ではあった。

（一体、何がっ！）

　丸まったまま転がり、目算で倒れた木の陰に入ると、殴打は枝に阻はばまれたのか威力も手数もはっきりと減った。

　それでもまだ、滅めつ多た打うちには変わりがない。

　チカは手探りで放してしまったノズルを、ホースを手た繰ぐって引き寄せ、空に向かってトリガーを引き絞った。

　途と端たん、殴打が消えた。震ふるえるような翅はね音おとと共ともに消え去った。

「ルカ姉ねえ！　拡散！」

　返事の代わりに炎の音がして、辺あたりが、ぱあっと明るくなった。

　殴打の正体は虫だった。拳こぶし大のスカラベが体当たりを仕掛けてきていたのだ。それはまるで何十人もからノックを受けているようなものだった。

　チカは這はってルカの傍そばに行くと、背中合わせに立った。火の点ついたスカラベの最後の一匹が燃もえ尽きて、辺りは再び暗くら闇やみに包まれた。

　だが、虫はまだ無数にいる。自分たちを囲んでいるのが本物の闇なのか、それとも虫なのかはわからなかった。

　虫だったとしたら、この公園をすっぽりと覆おおっていることになる。

「どうしたどうした」

　クレオパトラは微笑ほほえんで二人ふたりを見ていた。

　少し挙げた腕の回りには、闇が渦を巻いていた。それがすべて甲こう虫ちゆうでできているのだと思うと鳥肌が立った。ぎちぎちという嫌いやな音が周囲には渦巻いている。

「早くせねば、おまえたちの両親は、無む残ざんに溶けてなくなってしまうぞ？」

　そんなことはわかっている。

　だが、近付けそうにもなかった。近付こうとすれば、再び虫たちが捨て身の体当たりを行ってくるだろう。いくら燃もやしても、燃やし切れずに押し返されてしまうに違いない。それだけの数がいると思えた。

（だからって、わたしたち、手をこまねいてもいられないのよっ！）

　グリップを握り、

「ルカ姉ねえ、行くよっ！」

　姉に声をかけ、前進した。ルカは背中合わせにぴたりと張り付くようにしてついてくる。早くは進めないが、これならば、一人ひとりでつっこむよりも死角は少なくなる。

　飛来する虫を、焼き落としながら進む。

　周囲で炎が渦を巻き、火の粉が降り注ぐ。だがなんと言うこともない。《焚ふん書しよ鬼き》の耐火服はそんなものはものともしない。

　怯おびえるのは、クレオパトラの方だ。

「おのれ！」

　クレオパトラは腕を振り上げた。ブレスレットの宝石が炎よりも赤く輝かがやいたかと思うと、散発と言えば言えた虫の群れが、壁かべとなって押し寄せてきた。

　炎が嘗なめても気にもしない、止まらない。

「くっ……」

　二人ふたりは、炎の球の中にいるかのようだった。

　虫たちは次々と燃え、まるで瘡かさ蓋ぶたのように灰となって燃え尽きると、その下から新たな虫が現れてはまた燃えた。

　しかもその球は徐々に、空気が抜けるかのように範はん囲いを狭せばめてくる。

（圧死でもさせるつもり!?）

　球の内側の温度が急きゆう激げきに上がっているのが、チカにもわかった。汗がとまらない。息が苦しい。虫たちは途と切ぎれることなく現れる。

　チカはふと、ミツバチを思い出した。

　スズメバチに巣箱を襲しゆう撃げきされたミツバチが、何匹もスズメバチにしがみついて熱ねつで殺す様よう子すをＴＶで見たことがあって、それを思い出していた。

　確たしかにこの服は耐火性に優すぐれており、高い外気温からも着用者を守ってくれる。だがそれだって限界はある。服は耐えられても中の人間が耐えられないということもある。

「あっ！」

　ルカが悲鳴のような声を上げた。見れば、腕にスカラベが燃えながら取り付いていた。それを目印にするかのように、他ほかのスカラベたちも取り付き、体を這はい登ってくる。燃えようと、灰になろうと、そんなことはおかまいなしだった。

（こうなったらっ！）

　チカは姉を向くと《竜りゆう涎ぜん》のホースのノズルを引っこ抜き、中身を彼女と自分に頭からぶっかけた。空気中の酸素に触れただけで《竜涎》は燃ねん焼しようする。

　それを耐火服の上からかぶったのだ。

　当然、その自分は燃もえる。だがしかし、触れただけで虫たちも燃える。チカは自分の《竜涎》のホースも引き抜き、空になるまでかぶった。

　爆ばく発はつ的てきに炎が広がった。爆発だといってもよかった。二人ふたりを飲み込むような勢いで集まっていたスカラベは、その炎にまかれ、次々と燃え尽きて灰の壁かべを作った。

　その向こうで、クレオパトラの笑い声がした。はっきりと方向がわかるほどの、勝利を確かく信しんした、歓喜の声だった。

（そこかっ！）

　ルカをそこに残し、チカは炎の塊となって声のした方へと、搔かき分けるように向かった。

　耐火服に張り付いた《竜涎》は簡かん単たんには剝はがれない。服の下で皮ひ膚ふが熱ねつに耐え切れずに水みず脹ぶくれになっていく。

　火傷やけどの痛みを堪こらえ、チカは突き進んだ。

　やがて。

（いた！）

　虫の壁に穴が開き、その向こうにクレオパトラの姿が見えた。大きな胸を揺らしながら、狂ったように笑い転げている。品性が感じられないのは、彼女が本物ではないからだろうか。目の前のクレオパトラは、本物の女王を参考に《奴やつ》が創つくった偽物だ。

「クレオパトラあっ！」

　その咆ほう哮こうに、クレオパトラはようやく気付いた。燃え盛る太陽のような、虫自身でできた巨大な球から、チカが燃えながら飛び出してきたことに。握にぎり締しめた拳こぶしもまた、炎に包まれて燃えていることに。

　クレオパトラは咄とつ嗟さに両腕で顔を庇かばった。

（腹が、がら空きよっ！）

　チカは体を大きく倒すように捻ひねり、振り上げた腕の軌道を強引に変えた。斜ななめ下からすくい上げるように、クレオパトラのわき腹を抉えぐるように、打ち抜く！

　言葉になっていない悲鳴が上がった。

　チカはバランスを崩くずし、そのままもんどりうって倒れ、一回転しつつもすぐに立ち上がった。

（どうだ！）

　見れば、クレオパトラはまだ空中にいた。

　くるくると回りながら、火が回りつつあった。拳を叩たたき込んだわき腹は抉れて灰となり、緻ち密みつに構成されている内ない臓ぞうが覗のぞいていた。

　地面に落ち、体を起こしたクレオパトラは、広がっていく炎に絶望の悲鳴を上げた。
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「い、いやっ……いやあっ！」

　クレオパトラの大きな黒い瞳ひとみから涙がぼろぼろとこぼれた。だがそれは落ちる端から紙に戻って燃もえて灰となる。

「助けて！　こんなのいやあ！」

　火を消そうと転がる。だが、《竜りゆう涎ぜん》はそんなことで消えはしない。そしてクレオパトラの体は《紙》だ。他ほかよりもよく燃える。

　ついに腹が焼き尽くされ、体を捻ひねった拍子に、上半身と下半身が分断され、別々の方へ転がった。頭と離はなれたからか、下半身には一気に炎が回り、すぐに動かなくり、灰となった。

「あああああああああああっ！」

　上半身だけになったクレオパトラは、自分の腹を必死に叩たたいた。上がってくる炎を消そうとした。だが、カラシリスが燃え、すぐに大きな胸が炎を上げ始め、指にも《竜涎》がつき、炎を上げ始めた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　もうしません！　もうしませんからあ！」

　何を、誰だれに向かって言っているのか、クレオパトラはひたすら許しを請こいながら、炎を消そうともがいた。

　だが、吸血鬼が太陽の光にさらされて灰になるように、燃え、崩くずれていく。

　叩く手が崩れ、長い髪も炎に包まれた。

「……助け……て……助け……なんでも、しま、す……お願ねが……お、ね……」

　腕と下半身をもがれた人形のようになって、ついに顔まで炎に侵食されながら、クレオパトラはぱくぱくと崩くずれかけた唇を動かした。

「──くっ」

　まだ炎の残る拳こぶしを握にぎり締しめ、チカは、溢あふれた水のおかげで無傷であった虫でできた桶おけを引っつかんだ。手についた《竜りゆう涎ぜん》が反応して水蒸気を発生しながら鎮ちん火かする。

　チカは、沈んでいた両親の《本》を取り出すと、中の水をクレオパトラにぶっかけた。爆ばく発はつしたかのように、水蒸気がクレオパトラからあがり、空になった桶は崩れて、構成していた虫は一斉に飛び立った。

「──チカちゃん！」

　もうもうとした水蒸気を見つめているとそう声がして、チカは振り返った。

　ルカだった。

　巨大な灰の球となった中から現れた姉の様よう子すを見て、チカはほっとした。多た分ぶん火傷やけどはしているだろうが、それだけだろう。

「どうなったの……」

　駆かけ寄りながら訊きいた姉に、

「ほら」

　チカは、奪い返した《本》をルカに見せた。

　ゴーグルの下で、姉の目が希望に輝かがやくのが見えた。もっともまだ本当に無事かどうかはわからない。本物かどうかも。しかし、チカには確かく信しんがあった。クレオパトラがここまでやったのだ。偽者とは思えなかった。

「……クレオパトラは？」

「そこ」

　チカは、いまだ漂う水蒸気の海を顎あごで示した。

「どこ？」

「すぐにわかるわ」

　その言葉通り、夜風に蒸気が吹き払われた。ルカが息を飲んだのも無理はなかった。悲鳴を上げなかっただけ、たいしたものだ。

　それほど、クレオパトラは無む残ざんな姿で転がっていた。腰から下はなく、両腕も肩から失われていた。顔にも火傷を負い、しかしそれでも美び貌ぼうは保ち、そして──生きていた。

　チカは辺あたりを見回し、それを見つけた。奇跡的に表紙に焼やけ焦こげの痕あとがあるだけだった。

　クレオパトラ自身ともいえる《本》。

　それをチカは手にすると開いた。だが、何も出てはこない。代わりに数々の《仕掛け》が飛び出すことなく立ち上がった。それは、チカの目から見ても芸術と呼べるほどの出来で、古代のエジプトの様さま々ざまな品があった。

　さらに捲めくるとやがて、何もないページが現れた。白紙だがしかし、明らかに使用されている痕こん跡せきがある。

　ここだわ、とチカは確かく信しんした。

　フィフやミロで、仕掛けが抜けたあとのページは白紙となることがわかっていた。念のために次のページを捲ると、そこには別の仕掛けがあった。

　間違いない。

　ここが、クレオパトラ自身のページだった。

　チカはそこを開いたまま、クレオパトラの横に立ち、ぼろくずのような彼女を見下ろした。

　青く縁ふち取どられた、濁にごった黒い瞳ひとみと目が合う。

　ゆっくりと、チカは息を吐き出した。

「……パパとママは返してもらったわ。あのままあんたを燃もやし尽くしてもよかったけど、あんたには、その理由がどうであれ、二人ふたりを見つけてくれた借りがある。それを返すわ」

　開いたページを下に、チカは《本》をクレオパトラの上にかざした。

「あんた、大人おとなの姿で現れたってことは、フィフと同じで、残った部分で自分を再構成できるんでしょう？　前に、フィフがそんなこと言ってたわ。昔はわたしたちに負けないくらい胸が大きかったとかいうから、噓うそつきって言ったら、むきになって話してくれたの。あんたもそれができるんでしょう？」

　チカは手を放し、《本》はぼろぼろのクレオパトラの上に落ちた。

　その瞬しゆん間かん、クレオパトラの体は消きえ失うせ、同時に、まだ周囲に僅わずかに残っていた虫たちも吸い込まれて、《本》は勝手に閉じた。

　そして──

「──ふうっかあああああああつっ！」

　地面に落ちたままの本が開いたかと思うと、中から小さなクレオパトラが飛び出した。

　年ねん齢れい的てきには、五歳くらいだろうか？

　それでもきっちりと女王のいでたちで、くるりと空中で回転をすると、《本》の向こう側に綺き麗れいに着地をして、じろりとチカたちを見た。

「……ふん」

　鼻を鳴らし、自分の《本》を拾い上げる。五歳児がもつと随分と巨大なものに見える。

「……何な故ぜ、助けた」

「何故って、自分で泣きながら助けてって言ったんじゃないの」

「あ、あれはっ……さ、作戦じゃ！　見事に引っかかったな、馬ば鹿かめ！」

　クレオパトラは、チカに向かって指をつきつけた。

　しかし、まったく怖くはない。威い厳げんもない。

「……あっそう」

　チカは、空になった《竜りゆう涎ぜん》のノズルのグリップを握った。それを見ただけで、クレオパトラは、ひゃあ、と悲鳴を上げた。

「噓うそ！　噓です！　もう燃もやさないでぇ！」

「しないわよ」

　チカはノズルを上に向けた。クレオパトラは心底、ほっとした顔になった。見た目に引きずられるのだろうか。態度も幼い。

「行きなさい」

　チカは顎あごで公園の出口を示した。

「え──よ、よいのか？」

「そのなりじゃ、もう悪さはできないでしょ？　ああ、言っておくけど《奴やつ》のところへ戻るなら、今度は容赦しないから、よく考えることね」

　クレオパトラははっきりと怯おびえて、何度も唾つばを飲み込んだ。どうやら《竜涎》は彼女の心にも食い込んで、恐怖を焼き付けたようだ。

「わ、わかったのじゃ……」

　クレオパトラは自分である《本》を抱かかえて、チカたちの方を向いたまま下がった。背中を向けた途と端たん、撃うたれるとでも思っているように。

「お、追いかけては来ぬな!?」

「そんな暇ひま、ないわよ」

　チカは両親である《本》を振って見せた。見たところ、表紙は多少変形していたが、歪ゆがみはそれほどひどくはなかった。

　それを聞くとクレオパトラは背を向け、あっという間に《竜涎》の飛ひ距きよ離りの外に出た。そのまま闇やみの中へと消えると思ったが、何を思ったか公園の出口で立ち止まり、振り返った。

「いいことを教えてやる！」

　五歳児の姿をしたエジプト女王は、そう夜の中で叫んだ。

「貴様らの両親を《本》にした《禁書》は、いまもどこかの本棚に潜ひそんで、容易には見つけられぬ！　じゃが！　我らの《主あるじ》が封印なりをされれば、《虚うつろの図と書しよ館かん》の館長ならば、人に戻すこともできるはずじゃ！」

「どうして──」

　そんなことを教えてくれるのか、と問おうとしたが、そのときにはクレオパトラの姿は、夜の中に融とけて、見えなくなってしまった。

「──《主》は我らを謀たばかっていた！　あやつを《本》にしたなどと、大噓をついていた！　よいか！　これで貸し借りなしじゃ！」

　闇の中からそう声がして、今度こそそれきり、クレオパトラはいなくなってしまった。ルカの持つ《小こ瓶びん》からも、反応が消えていた。

　彼女の言っていた噓うそというのがなんなのか、チカにはわからなかった。《本》にしたというのは、誰だれのことだろう。しかし、何な故ぜ彼女が一人ひとりで現れたのかは納得がいった。《奴やつ》は信頼を失ったのだ。

「行っちゃったねー」

　吞のん気きに言って、ルカは小さく息をついた。その拍ひよう子しに、

「痛っ！」

　姉は顔をしかめた。

「ちょっ──大丈夫？」

「え？　うん、大丈夫、大丈夫、ちょっと火傷やけどが沁しみるだけだから」

「ああ、そうよね」

　チカも、ようやく気が付いた。少し動くだけでも、肌が引ひき攣つれて痛い。きっともう少し経たつと、もっとひどく痛むようになるだろう。火傷はそれが厄やつ介かいだ。

「とりあえず、帰ろっか」

　チカは両親であるはずの《本》を、姉に掲げて見せた。

「早く乾かさないとね？」

「うん！」

　ルカは、本当に嬉うれしそうに頷うなずくと、チカの手をつかんで駆かけ出した。ようやく集まってきた野や次じ馬うまの間を抜け、二人ふたりはずっと昔にそうしたように、手を繫つなぎ、家路を急いだ──。
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「もう、やっちゃえば？」

　早はや田た奈な々な子このあけすけな言い方に、夏か宰さい都みやこはむせ返った。飲んでいたサワーが気管に入ってしまったのだ。喉のどが焼けるように痛んで、目に涙が滲にじんだ。

「や、やめてよ、もう……」

　ハンカチで目を拭ぬぐい、口を拭い、都はこの無ぶ遠えん慮りよな友人を睨にらんだ。

　吞のみに来いと誘われて指定の個室居酒屋についたとき、奈々子はひとりだった。聞けば、一いつ緒しよに吞んでいた二人ふたりはそれぞれ用事が入ってしまって、少し前に帰ってしまったらしい。

　別に二人で吞むのに抵抗はなかったが、絶対、この話になるとは思っていた。

　とはいえ、話を振ったのは自分の方とも言えたので、強く文句が言えた義理でもなかったのだが。

「なんで？　それが一番手っ取り早くない？　あんただってやりたくないって──あ、そっか。あんたまだだっけ」

「だから、やめてって！」

　声を潜ひそめ、しかし強く、都みやこは言った。

　いくら個室とはいえ、閉め切られているわけではない。隣となりの室の会話など、聞き耳を立てればいくらでも聞こえる。実際、聞かれているような気がしてならなかった。

「あの子はまだ一八歳になってないんだから、犯罪になっちゃうでしょ？　わたし、青少年保ほ護ご条例でつかまりたくなんかないわよ」

「愛し合ってればいいんじゃないの？　あんたは愛してるんだろ？」

「それはそうだけど……彼はそうじゃないでしょ？」

「ああ、まー……男ってやつは、女よりずっと簡かん単たんに肉欲に負けるから、したからって愛してるとは限らないよなあ」

「彼をそんなひどい男の子にするわけにはいきません！」

「でも、体の相性ってのも大事だよ？」

「だから、やめてって！　他ほかの人に聞かれるでしょう!?」

「大丈夫だって」

　奈な々な子こはけらけらと笑い、枡ますに溢あふれるほど注がれた日本酒の入ったグラスに口の方から近付けて、啜すするように吞のんだ。

「みーんな、自分の話に夢中だもん。そういうところよ、ここは。自じ意い識しき過剰だよ？」

「そうかもしれないけど、そうじゃないかもしれないでしょっ」

「ったく、しょうがないなあ」

　それはそっちだ、と言いたいのを、都は吞み込んだ。ああもうどうして、また奈々子にこんな話を──と都は後悔したが、他に話せる友人もいなければ、この苦しさを吐き出せるのは彼女しかおらず、これはその代だい償しようだと思うしかなかった。

「まー、いいや」

　唇についた日本酒を嘗なめとり、奈々子は膝ひざを立て、後ろの壁かべに寄りかかるようにした。

「やるやらないは、さておいてもさ。とりあえず、けりはつけた方がよくない？」

「……どうして？」

「そりゃあ、都。最近、あんたが辛つらそうだからだよ。だから来たんだろ？」

「そんなこと……」

　ない、とは言えなかった。

　コミエスであんなにがんばったのに、なんの成果もなく、むしろ文ふみ人ひとの怪け我がもあって会える機き会かいもなく、彼の友人からは『あんたは違う』とまで言われてしまった。ニュアンスは少し違っていたかもしれないが、意味は同じだった。

「恋ってのはさ」

　奈々子は柔らかく微笑ほほえんだ。

「楽しいもんだろ？　もちろんそれだけじゃないけど、根本にそれがなくっちゃ駄だ目めだと思うんだよな。片かた想おもいだっていいさ。あれは辛つらいけど、それだけじゃない。相手のことを見たり、考えたりするだけでも楽しいもんな。けど、都みやこ。あんたは？　いま、江え本もとって生徒のことを考えて、楽しいか？」

「わたしは……」

　楽しい、とは言えなかった。言われて見れば、切なく苦しいばかりだ。

　不ふ思し議ぎだった。

　ほんの数ヶ月前までは違っていたのに。いま頃ごろどうしてるかな、と思うのは、想像するのは切なくはあったけれど、楽しかった。

　顔に出てしまったのだろう。奈な々な子こは、ほらね、と言った。

「もう、答えを出した方がいい時期に来たんだよ。あんたは、ずっと片想いで満足できるようなタイプじゃない。それが悪いって言ってるんじゃないよ？　むしろ当たり前さ。好きになったら、そいつと付き合いたいと思うのはね。あんたのその辛さは、はっきりさせたいって心のＳＯＳさ。わたしはそう思うわ」

　都は答えず、黙だまってサワーを吞のんだ。言い返す言葉が見つからなかった。彼女の言葉は、いちいち胸に刺さった。痛いほど抉えぐった。

「ま、決めるのはあんただけどね」

　言って、奈々子は従業員を呼ぶボタンを押した。

　数分して現れた同じ年ぐらいの男に、彼女は追加の日本酒と、蛸たこの唐から揚あげ、それにポテトフライを頼んでから、都を見た。

「あんたは？」

「……じゃあ、生レモンサワー」

「だって」

　笑え顔がおで言うと、その従業員の男は注文を繰くり返し、やけに親しげな笑えみを奈々子に向けて、下がった。

「気付いた？」

　テーブルに肘ひじを付いて身を乗り出し、彼女は微笑ほほえんだ。

「いまの男、絶対、声、かけてくるよ？」

「えー……」

「そんな、あからさまに嫌いやな顔しないの。いいじゃない。わたしだってそんなのに乗ったりしないわよ。でも、気分はいいでしょ？」

「わたしはやだ」

　奈々子はため息をつくと肩を竦すくめた。

　やがて、先に飲み物が運ばれてきて、奈々子の言った通り、このテーブルの担当のその若い男の従業員は、こっそりと奈な々な子こに携けい帯たいのアドレスを渡した。

　都みやこは、腹立たしくなった。この店は従業員の教育がなってない。二度と利用するのもか、と心に決めた。お堅いといわれようとも、それが自分だった。

　奈々子は笑って紙を受けとったが、男が行ってしまうとそれを折りたたんで使用済みの紙ナプキンの上に置いた。

「タイプじゃないし」

　奈々子はこれで意外と厳きびしい。

「それはともかく、さ」

　新しい日本酒を一口啜すすってから、奈々子は真ま面じ目めな顔で言った。

「そろそろ真面目に答えを出すべきだと、わたしは思うよ」

　かもしれない。いや、きっとそうなのだろう──都は、サワーの入ったグラスの冷たさを掌てのひらに感じながら、そう思った。

　結果はどうあれ──もちろん成就する方がいいに決まっているけれど──答えを出して、前に進むべきなのだと思えた。

　そう考えるだけで、胸にかかっていた厚い雲が晴れていくような気がした。学校の図書室のような分厚い扉が開くような気持ちになった。

（……伝えよう。たとえ、時間がかかっても）

　そう決意をして、都は、うん、と自分に向かって頷うなずいた。
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「……ひとつ訊ききたいんだけど」

　文ふみ人ひとの隣となりに座ったルーエットは、彼を挟はさんで反対側に座るフィフに向かって言った。

　電車の中である。

　上り方面の電車なのでこの時間は空すいていて、座ることができたのは幸運だった。

　遊びに行くわけではない。文人たちはルーエットの案内で、《奴やつ》の本拠地へ向かっているのだった。

　何な故ぜ、電車なのかと言えば、春しゆん夏かがそうしたからだった。

　ルーエットは《奴》の本拠地から江え本もと家けへの道程を覚えていた。ただしそれは車などではなく、電車を使ってのことだった。

（せめてタクシーぐらい使えばいいのに）

　と文人は思ったが、そうしたらルーエットは道を覚えていられなかったかもしれないのだから、むしろよかったのかもしれない。

　が、フィフとルーエットを従えて歩くというのは、とても目立つことだった。嫌いやになるくらい注目を浴びる行為だった。

　何しろ、二人ふたりともものすごく美少女なのだ。目立たない方がおかしい。

「なんじゃ？」

　座席に寄りかかっていては見えないのか、体を折って、フィフがひょいと顔を出す。

　真まっ直すぐに前を向いていたルーエットも、同じようにした。

　文ふみ人ひとを挟はさんで、二人の少女は、必要のない火花を散らしているように、膝ひざの上にナップザックを置いた文人には思えた。その中には二冊の《本》が入っている。

　ルーエットは、それだけはフィフと同じ紫むらさき色いろの瞳ひとみで彼女を見つめ、不ふ思し議ぎなんですが、と言葉を続けた。

「──あんたは、どうして下着を穿はかないの？」

　文人は息が止まるかと思った。

　何も飲んでいないのに、エアで噴ふき出しそうになった。

　よもやそんな質問だとは、夢にも思わなかった。はっきりと聞こえたであろう、乗り合わせた周囲の客も、自分の耳を疑っている顔をしている。

「ち、ちょっと、ルーエット──」

「なんじゃ、そんなことか」

　これも大声で、フィフが返す。

「そんなのは簡かん単たんじゃ。このフミヒトが、拙せつの気にいるパンツを、いつまで経たっても用意できぬからじゃ。だから拙はいつまでもパンツを穿けないのじゃ！」

　向かいの座席の男が、心なしか体をずらしたような気がした。

　いまのフィフは、家の中で着ていた服の上に白いコートを羽は織おっただけだった。つまり、下はスカートである。

　文人が睨にらむと、男は寝たふりをした。白々しい。

「なるほど」

　ルーエットは頷うなずいた。

「い、いや」文人は言った。「納得しないでほしいんだけど……」

　すると、彼女は赤い眉まゆをきゅっとひそめた。

「噓うそなんですか？」

「う、噓じゃないけど……」

　フィフの物言いに語ご弊へいはあるが、彼女がパンツを穿かないのは、そうした理由だ。しかしそれは、こんな公衆の、しかも人がそこそこいる場所で公表するうようなことではない。

　するとルーエットは、わかりました、と言った。

「そういう理由ならしかたありませんっ……」

「しかたないのか!?」

「けど、フィフ・デグリース！」

　思わず声を上げたが、文ふみ人ひとは無視された。ただの置物のように考こう慮りよされなかった。

「合がつ身しんしているときにパンツを脱ぐのはやめてよねっ！」

「何な故ぜじゃ？　あれは少しゴムがきつくて食い込むであろうが」

「そのくらいは我慢ができるでしょ!?　わたしは表に出られなくても、あんたと感覚を共有してるんだからっ。あんたがパンツを脱いじゃうと、落ち着かないのっ」

　周りの人間が、聞き耳を立てている。間違いなく、立てている。

「知るか」

　フィフは鼻を鳴らして言った。

「拙せつは、あの方が動きやすいのじゃ。実際に体を動かすのは拙じゃ。拙が気持ちよく動けるようにするのは当然のことであろうが」

「わたしが恥ずかしいって言ってるのっ。それに、確たしかに体はあんたのものだけど、わたしの意い識しきがまったく影えい響きようしないというわけではないんだからね？　それをわかってるのっ？」

「実際に動く拙が、気持ち悪くて動けぬ方が問題じゃ。恥ずかしいくらい我慢しろ」

　二人ふたりの間にあって、

（頼むからやめてくれ！）

　文人は心からそう願ねがった。
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「今度、ひとつになっているときに脱ごうとしたらただじゃおかないからっ！」

「知らぬ。拙せつは思うようにするだけじゃ」

　ルーエットが眉まゆを吊つり上げ、席を立ちかけたそのとき、天てん井じようのスピーカーからじきに次の駅に到着する旨むねのアナウンスが流れた。

（助かった！）

　その駅こそ《奴やつ》の本拠地があるところだった。駅名を聞かされた文ふみ人ひとが驚おどろいたのは、そこが文人の母の勤める出版社のある駅のひとつ前の駅だということだった。《奴》は出版社を興おこすに当たって、倒産した小さな出版社のビルを書類の操そう作さで不正に手にいれたらしい。

「ほら、下りるぞ」

　文人は立ち上がり、無理やり二人ふたりの話を打ち切った。

　扉のところに行くとすぐに列車はホームへと滑り込み、好奇の目はそれほど長い間、浴びなくてすんだ。

　列車を下りて改札に向かいながら、この緊きん張ちよう感かんのなさはなんだろう、と文人は考えた。とてもこれから《奴》と決着をつけに行くとは思えない軽口だ。

（……気を遣ってるのかな）

　そう思えなくもなかった。

　父が生きていたと思ったら、ほんの数時間で《本》になってしまったのだ。二人が気を遣っている可能性もなくはない。

　だが、それを言うなら、二人の方がショックだったのではないかと思えなくもない。フィフは先代の《マイスター》として自分よりも父と長い時間を過ごしたのだし、ルーエットは春しゆん夏かに創つくられ、パパ、と呼ぶ仲だったのだ。

　比べると、文人にはあまり、春夏という人間の実感がなかった。

　もちろん、目の前にしていたときには確たしかに父を見ていたし、感じてもいて、《本》になってしまうのを目まの当あたりにしたときには、強い衝しよう撃げきを受けた。

　だが、いまはもう遠い出来事のようだった。

　単にまだ意い識しきが追いついていないだけなのかもしれないが、現実感があまりない。それをいうならこの数ヶ月のすべてが幻のようなものなのだが。

　自動改札を出ると、

「……《マイスター》、こっちです」

　自分に対しては敬語のルーエットは、迷うことなく文人たちを駅前のアーケードからは外れた路地へと導みちびいていった。

　その先は古いビルが多く建っていて、多くが一階は店てん舗ぽとなっていた。

　初め、文人は、この辺あたりはオフィスが多く、遅くまでも開けていても仕方がないからシャッターが下りているのかと思った。

　だが、よく見ればそうではなく、いずれも廃業したのだとわかった。

（まるで死んでるみたいな街だな……）

　人がいない。

　住宅街ではないのだから、夜ともなればこんなものなのかもしれなかったが、それにしても静かすぎた。駅から離はなれるにつれて、音すらも消えていく。

　なんとなく文ふみ人ひとは、自分たちが小さくなって、巨大な墓石の間を歩いているような心ここ地ちになった。

　そんな中をそうしてどのくらい歩いたか。

　ルーエットは、他ほかのビルに挟はさまれて建つひときわ古い柱のようなビルの前で止まり、それを真まっ直すぐに指し、

「ここです」

　はっきりと、そう言った。

　文人はビルを見上げた。五階建て、だろうか。一階にはなんとか古書店と書かれている。名前のなんとかの部分は掠かすれて読めない。

「ここに《奴やつ》が？」

　ラスボスが待ち構えているにしては、あまりにも質素というか、粗そ末まつなビルだった。

　どうせ隣となりも周りも空いているのだから、こんな小さなビルではなく、もっと大きなところにすればよいのに、と文人は思った。

　それとも業務時間外なだけで、開いてはいないのだろうか？　しかし、出版社がこんな時間にもう業務をしていないなど、母の仕事ぶりを思えばありえなかったから、やはり空きビルなのかもしれない。

「……どう？　フィフ」

「うむ、おるな」

　フィフは腕を組んでじっと睨にらむようにビルを見上げていたが、文人の問いに、はっきりと頷うなずいた。その紫むらさき色いろの瞳ひとみは、夜の中ではっきりと輝かがやいていた。

「準備せよ、フミヒト。いよいよ決戦じゃ。向こうも拙せつらのことは感じているはずじゃ。その上で出てこないということは、待ち構えているということじゃ」

「わかった」

　文人はナップザックを下ろすと、中からベルトを取り出して装着した。ただのベルトではない。《本》のためのホルダーと、《仕掛け》作りのための道具を下げることのできるものだ。

　残念ながら《合がつ本ぽん》はホルダーには厚すぎたので、そっちには『子こ猫ねこはたたらない！』を入れて、《合本》は手に持つことにして、滑って落としたりしないよう、指の部分がない皮製のドライバーズ手袋を装着した。

「いいぞ、準備完了だ」

「うむ」

「で、どうする？　僕は、最初っから全開で行くのがいいと思うけど」

「それは《ＦＲＤ》で、ということか？」

「ああ。数時間は活動できるんだったら、その方がよくないか？　分断される心配がある」

「この小さなビルの中で、か？」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「敵は複数だろ？　例えば、スウィーニー・トッドだ。あいつはフィフと互角に戦った。今も互角かどうかはわからないけど、戦いが始まったら、《本》に戻して《合がつ身しん》させている余裕はないと思うんだ。その隙すきに多た分ぶん──僕が殺やられる」

　自分で言っていて、これほど実感の伴わない言葉もなかった。だが、事実だ。

「だったら最初から圧倒的な力でねじ伏せた方がいい。フィフとルーエットがそれぞれに対処するやりかたは、結局、戦力を分散させて戦いを長引かせるだけだと思う。──ルーエットはどう思う？」

「わ、わたしですかっ!?」

　意見を求められたことに驚おどろいたように、ルーエットは身構えた。かちん、と音が聞こえてきそうな見事な硬直っぷりだった。

「ま、《まいすた》がどうしてもって言うなら、合身してあげなくもないですけどっ……！」

「なんで上から目め線せんなんじゃ」

　フィフが呆あきれたように言うと、ルーエットは呪のろい殺すような目で彼女を睨にらんだ。

「あんたには言われたくないわっ」

「なんじゃと！」

「ああもう、ふたりとも、やめ！」

　文人は互いに殴りかかろうと拳こぶしを振り上げた二人ふたりの間に入って、腕を突っ張ってそれぞれの額ひたいを押さえた。

「敵は目の前なんだぞ？──わかった。僕が決める。それでいいね？」

「まあ、フミヒトがどうしてもって言うなら……」

「《マイスター》がそう言うなら、異い論ろんはありませんけどっ」

「じゃあ決まり」

　文人は、フィフとルーエットを交互に見、

「《合身》して圧倒的戦力で連中を叩たたきのめせ。それが僕の《マイスター》としての指示だ」

　命令、という言葉は使わなかった。使いたくなかった。

　フィフとルーエットは互いを見やり、それから文人を仰いで、しっかりと頷いた。

「よし──」

　文人は《合がつ本ぽん》を手にし、両端を開いた。

「──戻れ」

　フィフとルーエットは、競きそうようにジャンプして、《ページ》へと飛び込んだ。

　手の中で、勢いよく《本》が閉まる。

「いくよ」

《本》に向かって話しかけ、それから中央に左右の親指を置いて深呼吸をした。

　一度は成功したのだ。今度もうまくいくに違いない──そう信じた。二人ふたりがうまく飛び出すも飛び出さぬも、自分の心次第なのだ。

　ふっ、と息を吐き、文ふみ人ひとは《本》を開いた。
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　家に戻ったチカとルカは、残っていたビーに春しゆん夏かについての顚てん末まつを聞かされ、ただ驚おどろいた。

　自分たちの両親である《本》を取り戻した日に、もはや人には戻れぬ《本》に、文人の父がなってしまうとは、なんという皮肉だろう。

　文人たちがいなくてよかった、とチカは思わずにはいられなかった。もし彼がここにいて、チカたちの話を聞いたら、自分の父親との運命の差を呪のろわずにはいられなかったのではないだろうか。

　文人が、自分たちを待たずに行ってしまったのも、春夏のことが要因としてあるのかもしれない。ここにいて、待つというそのことが、苦痛であったのかもしれなかった。

　何かをしなければ壊こわれてしまいそうな気持ちというのは、二人にはよくわかった。自分たちが通ってきた道だった。だからこそ《焚ふん書しよ鬼き》などという古こ色しよく蒼そう然ぜんとしたものを見つけ出せたし、信じることができたのだ。

「行こう、ルカ姉ねえ」

「うん」

　しっかりと頷うなずいた姉に頷き返してから、チカは熊くまのぬいぐるみを振り向いた。

「フィフはいまどこ？　あなたなら場所は特定できるでしょう？」

「……はい。でも、それを教えるわけにはいきません……」

　チカは眉まゆをひそめた。火傷やけどした額ひたいの皮が引ひき攣つれて痛んだ。

「なんで？」

「……いまのあなたたちでは、戦いの邪じや魔まになるだけです……」

「へえ」

　チカはヘルメットを脱ぎ、表情のない熊の顔を睨にらんだ。

「言ってくれるわね。教えてくれる？　わたしたちの、どこが邪魔になるっていうの？　無差別《本化》作戦を阻そ止しし、クレオパトラを下し、両親も取り返した。これって、実じつ績せきにはならない？　フィフは春しゆん夏か先生を倒したかもしれないけど、それと比べて、わたしたちってそんなに劣る？　クレオパトラたちは、そんなに弱い？」

「……そうではありません……」

　ビーは、その巨大な熊くまの頭とはまったく異なるたおやかな指で、二人ふたりを指した。

「……隠していますけど、ひどい火傷やけどを負っていますね？　そんな状態で向かったところで、力にはなれないと思います……」

「そうかしら」

　チカは微笑ほほえんだ。

「確たしかに、わたしたちは火傷をしてるわ。でも、そんなのは《焚ふん書しよ鬼き》にとっては当たり前のことよ。彼らがなんの対処も残さなかったと思う？　ちゃんと治ち療りよう薬やくだって残してるわ」

　噓うそではなかった。

　二人は野や次じ馬うまを抜けてすぐに公園の公衆トイレで全身に薬を塗ぬった。おかげで火ほ照てりと痛みは随分と楽になった。皮ふ膚ふが裂けたりもしてはいない。

「……完治したのですか……？」

　チカは言葉につまった。

　それは──していない。するはずがなかった。《焚書鬼》の本にあった軟なん膏こうは、そんな魔ま法ほうのような万能薬ではない。よくは効くが、炎症を治め、化か膿のうを防ぐ、それが目的の民間療法に近いそんなものだ。

「……してませんよね……」

　返す言葉はなかった。

「……その状態で、フィフさんたちの戦いに加わっても、多た分ぶん、やれることはないと思います。ひとつになって大人おとなの体を取り戻したあの子は、以前よりもずっと強くなっています。スウィーニー・トッドや切り裂きジャックも、敵ではないでしょう……」

「それほど……？」

　チカは、病院の屋上でスウィーニー・トッドとフィフの戦いを見ている。あのときは互角か、もしくはトッドの方が押しているように見えた。それを、敵ではない、と言い切るとは、どれほど強くなったのだろう。

「……ですから、わたしたちはここで吉報を待ちましょう。彼女たちにどうすることもできなければ、他ほかの誰だれにもどうすることもできませんから……」

　チカは姉を見た。彼女がどう思っているのか、それを確かめた。言葉にしなくても、どう考えているかはわかる。

　同じだった。

　雄弁に、彼女の目はどうすべきかをチカに語っていた。自分たちの戦いは、終わったのだ。

「……わかったわ」

　チカは折れた。

　そうと決めてしまえば、あとは体を休めることと、もうひとつ、大事なことがあった。ビーがここにいてくれたことは、実に都合が良かった。

「あなたに訊ききたいことがあるの」

「……なんでしょう……」

　チカはテーブルに置いた濡ぬれて表紙が少し変形した二冊の本の上に手を置いた。

「あなた、《虚うつろの図と書しよ館かん》の館長を知っている？」

　ビーは考えるように、大きな熊くまのぬいぐるみの頭を、少し傾かしげた。
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　大人おとなの体を持ったフィフが《本》から《飛び出して》きて宙に舞まうのを見て、文ふみ人ひとは慌あわてて目を逸そらした。

　フィフは、自分でパンツを脱いでしまっている。

　それは《本》に戻したが、フィフがそれを穿はいて出てくるとは限らないのだから、いちおうの用心だった。

「──何を余よ所そ見みをしておるのじゃ」

　その声に視し線せんを戻すと、フィフはもう地面に立って腰に手を当て、文人を少し見下すような感じで見ていた。

　大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみで見つめられ、文人は自然と顔が熱あつくなるのを感じた。

　それにしても、美人だった。

　フィフが大人になったとしたらこうだろうと思え、見ただけで魂をもっていかれてしまいそうな、目を奪われる美しさだった。

　ルーエットの特長である、赤く入ったメッシュも、長い長い銀の髪の、いいアクセントになっている。他ほかの部分でこれといったルーエットの特徴を見つけることはできなかったが、フィフとルーエットは元は同じ一冊の《本》なのだから、当然かもしれない。

「フミヒト、ハサミを」

「あ、ああ」

　文人は慌ててフィフのページから巨大なハサミを出した。小さなときは背負うようだったそれも、大人のフィフが持つとさほど大きくは見えない。

　感触を確たしかめるように、くるりくるりと回す。

　やがて、掌てのひらで回転する刃の峰の部分を受けると、よし、と小さく呟つぶやいた。そうして、文人を振り向き、

「このハサミがひとつあれば、拙せつには十分じゃ。そなたは自分の身を守るだけでよい。そのぐらいはできるな？」

　文ふみ人ひとは頷うなずき、腰のホルダーに下がった《本》を叩たたいた。

「ミロもいるから大丈夫だよ」

「いまここで出して、言い聞かせておいた方がよい。拙せつは、連中との戦いに集中せねばならぬであろう。サキタシマイはどうしたのじゃ？」

「連絡がないからわからないけど、もし家に帰ってたとしても待つ気はないんだろ？」

「無む論ろんじゃ。好こう機きを逃してなるものか」

「じゃあ、僕らだけでやるしかないね」

　言って、文人は腰のホルダーから『子こ猫ねこはたたらない！』を取り出すと、

「ミロ。出といで」

　と声をかけ、拳こぶしで軽く表紙を叩たたいた。

　すると、うにゃあん、という声と共ともに《本》が開き、中から猫のような少女が飛び出してきてくるりと空中で一回転し、まったく音を立てずに着地した。

「呼んだかにゃ？　ご主人様」

　そう言って、どことなく小さなフィフに似ている少女は、まるきり猫の手で、自分の顔を洗うように撫なでた。

　色白の頰ほおには、髭ひげの代わりに線せんが三本、左右それぞれに書かれていて、髪は長く白く、その頭には猫耳が生はえている。

　大きくおなかの部分が開いたワンピースの水着のような毛皮は素す晴ばらしくなめらかで、小さめのお尻しりから生えた尻尾しつぽは、それだけが別の意思をもった生き物のように、まさに猫の尻尾の如ごとく、うねくねと動いていた。

「にしても、よく寝たにゃ。あれ？　ここはいったいどこにゃ？」

　ミロは、きょときょとと周囲を見回す。

　それも当然だった。ミロは数時間前に《本》に戻ったあと、一度も外に出ていないのだ。事情を知らないのが道理だった。

「うお！」

　大人おとなのフィフを見て、ミロはあからさまにのけぞった。

「お、おまえそれなんにゃ！　なんでいろいろおっきいにゃ！」

「ふふん」

　フィフは、勝ち誇ったように胸を反そらした。二つのたわわなふくらみが、存在を示すように揺れる。

「これが拙の本当の姿じゃ。恐れ入ったか」

「ふうん」

　伸ばした爪つめをくわえるようにして、ミロは、フィフの頭の先から爪つま先さきまでを、そのざらざらした舌で嘗なめるかのように見た。見たが、

「うちは前の方がよかったにゃ」

　と言って、フィフに言葉を失わせしめた。

　だがその自覚がないのか、それともどうでもいいのか、ミロは猫ねこのように文ふみ人ひとに体を擦こすり付けると、上うわ目め遣づかいに文人を見た。

「で？　ご主人様。うちはにゃにをすればいいにゃ？　にゃにかさせたいから、うちを呼び出したんにゃろ？　まさか、こにょ女を見せ付けたいためにゃにゃいよにゃ？」

「違うよ」

　にゃーにゃー言っているミロの言葉は、しかし、文人の意図を適てき確かくに見抜いていた。

「ミロ。君には僕を守ってもらいたいんだ。僕らはこれから、敵の本拠に乗り込む。フィフには、強力な《禁書》に集中してもらうつもりだ。その場合、雑ざ魚こみたいな《禁書》が、僕らを狙ねらってくるかもしれない。ミロ。君にはそれを防いでほしい。僕の傍そばにいて、僕と僕のもつ《本》を守ってほしいんだ。できるかい？」

「できるできないにゃにゃいにゃろ？　まあ、そういうことなら任せておくにゃ」

　ミロは手を見せ、立派な肉球のついたその手から、恐ろしいほど切れそうな爪つめが、爪というよりも細身の刀のようなものが生はえてきて、かちかちと嚙かみ合い、音を立てた。

「ただ、言うとくけどにゃ」

　すう、と目が眇すがめられ、フィフを見る。

「うちは、峰みね打うちとか、そういう手加減はできにゃいけど、それで構わないにゃ？」

「うむ」

　フィフは頷うなずいた。

「背に腹は代えられぬ。切ったらあとでフミヒトが修理をすればよいだけじゃしな」

　軽く言うのは信頼の証あかしか、と思いながら文人は苦笑した。

「努力するよ」

　そう言う以外にはない。

「じゃあ、決まりにゃ。うちはご主人様を守るから、あんたは好きに暴あばれればいいにゃ」

「うむ、そうさせてもらう」

　フィフは凄せい絶ぜつに微笑ほほえんで、くるりと踵きびすを返した。

　そうして、ハサミを背負うようにすると、目の前の閉じたシャッターを目掛け、目にも止まらぬ速さでそれを振った。

　火花が円を描いて散る。

　その輝きは、辺あたりを一いつ瞬しゆん、昼に変える様さまだった。

　フィフはハサミを振って火花を刃先から払うようにすると、長い足を持ち上げて折おり畳たたみ、ひゅっと息を吐くと同時に、貫くようにシャッターを蹴けった。

　シャッターは丸く切り取られ、内側に向かって吹き飛んだ。

「行くぞ」

　フィフは迷うことなく中へと入った。

　文ふみ人ひととミロも、遅れまいと後に続いたが、足を一歩、中に踏み入れた途と端たん、文人にもこの場の異様な雰囲気はわかった。

　ミロはもっと敏感であったようで、尻尾しつぽは倍ほどにも膨ふくらみ、毛皮の部分も毛は逆さか立だって、既すでに手足の爪つめは鋭するどく飛び出していた。

　フィフはがらんとした店の中を見回し、文人もそうした。

　廃ビルのようなのに、天てん井じようの常じよう夜や灯とうが灯ともっている。

　ここにはかつて、本が沢たく山さんあったのだろうが、いまは何もなく、ただ饐すえたような古い本の残り香があるだけだった。

　この臭におい。気分が悪くなる。家が、父が思い出されて、文人は胸が疼うずいた。

「出て来い！」

　フィフは大声を上げた。

　それはがらんどうのフロアに反はん響きようして、奇妙に歪ゆがんで聞こえた。

　応こたえる者はないかと思われた。

　だが、

「──下品ですよ、そんな大声を出して」

　そう声がして、フロアの奥にあった階段に針金のように細い男がいつの間にか立っていた。

（！──《悪あく魔まの理り髪はつ師し》！）

　間違いようもなく、その男はスウィーニー・トッドだった。そのすぐ後ろには丸い影かげがあって誰だれかがうずくまっているのがわかった。山高帽をかぶっている。

　トッドは、蟷螂かまきりを思わせる笑えみを浮かべた。

「それにしても、お美しくなられた。以前の──子供のという意味ではありませんよ？　その前の話ですが、そのときよりも、よりお美しい」

「黙だまれ」

　フィフは、トッドの軽口を容赦なく切り捨てた。

「拙せつは貴様の世辞を聞きにここへ来たのではない。《奴やつ》共とも々ども、封じてやるから観かん念ねんしろ」

「これは怖い」

　くつくつとトッドは笑った。

　その様よう子すからは、大人おとなになったフィフを怖がっている様子は見受けられなかった。

　文人は、ふと不安になった。

　確たしかにフィフは大人の姿を取り戻しはした。しかし、実力はどうなのだろう。

　以前のフィフは誰だれともわからぬ超絶技巧の《マイスター》が創つくり上げた芸術品だ。しかし今度の体は、父である江え本もと春しゆん夏かの作である。そこには差があるのではないだろうか。そしてトッドはそれを見抜いているのではないだろうか。

「案ずるな、フミヒト」

　こちらの心を読んだかのように、フィフは言った。その声は落ち着き払っている。

「すぐにわかる」

　フィフが階段に向かって歩き出すと、トッドは招くように腕を振って階上へと姿を消した。

　すぐに追いかけ、階段を上がると、そこはかなり明るかったが、やはりフロア自体はがらんとしていた。

　ただ、一階と違って書棚はそのままになっていて、本もいくらか残ったままになっていた。もう処分するしかなく、費用をかけるくらいなら捨てていったのかもしれない。

　ここにもまた、古書の独特の臭においが漂っていた。

「くしゃん！」

　隣となりでミロが大きなくしゃみをして、むくむくした猫ねこの手で鼻を擦こすった。臭いだけでなく、埃ほこりっぽくもある。

「それにしても──」

　書棚の陰に体をきっちり半分だけ隠したトッドは、その長い手に髭ひげ剃そりのための剃刀かみそりを持って、フィフを薄うす笑わらいで見つめた。

「──ここがよくわかりましたね。《主あるじ》が、来るだろうとは言っていましたが……それに、二に季きと言いましたか？　あの人間はどこに？」

「シュンカのことを言っているなら、ここにはおらん。だが、共ともにいるのも同じじゃ」

　トッドは元々細い目をさらに眇すがめた。

「何を言っているのか、わかりませんが？」

「この体を授けてくれたのが、シュンカだと言っておる。愚か者め。本当に《まいすた》を縛しばることができると思うたか？　拙せつらの絆きずなはそれほど弱くはない！」

　フィフは、ハサミを槍やりのように小こ脇わきに抱かかえて構えた。

　だが、トッドはそれを見ても、少しも怯ひるまなかった。

「なるほど。彼か奴やつは我らを裏切っただけでなく、その体をも創つくった、と。これだから人間というやつは……」

「裏切ったのではない。元に戻っただけじゃ」

「何を言っているのです？　あなたは──」

「シュンカは、拙の先代の《まいすた》じゃ。だから《戻った》と言っておる」

　初めて、トッドの顔に驚きよう愕がくの表情が浮かんだ。

「なんじゃ。知らなかったのか」

　フィフは、ふっと笑った。

「……意外と貴様らも《奴やつ》に信用がないようじゃな」

「黙だまれっ！」

　トッドは、吼ほえると同時に書棚を蹴けり倒した。それはまるで巨大なドミノのように倒れ、迫ってくる。

　しかし、フィフは動じることなくその場を動かず、ただ、ハサミを一いつ閃せんさせた。切ったのではない。胴の部分で打ったのだ。ほとんど力を入れていないように見えたのに、木製の書棚は爆ばく発はつしたかのように砕くだけ、残された本が宙に舞まった。

　にやり、とトッドが笑った。

　文ふみ人ひとは、胸が騒さわいだ。なんだ？　あの笑えみはいったい何を意味する？　怒りに任せて書棚を蹴ったわけではない、とトッドの笑みは語っているように思えた。

　素す早ばやく視し線せんを辺あたりに走らせた文人は、

（あっ！）

　と気が付いた。

　宙に舞った本の一冊から、ぬっと腕が《飛び出して》きたのだ。

　薄うす汚よごれた黒い袖そでには見覚えがあった。巨大なナイフにも。その《本》は、フィフのすぐ傍そばにあって、十分に腕の届く位置だった。

　フィフ、と声をかけようとした文人だったが、その必要はなかった。

　その前にフィフの腕が一閃していた。

　腕の持ち主は──《切り裂きジャック》は、天てん井じように叩たたき付けられ、ハサミの先端で貫かれ、天てん板ぱんに縫ぬい付けられていた。

「ぎゃあっ！　糞くそっ！　てめえ、放せ！　放しやがれっ！」

「うるさいやつじゃ」

　フィフはハサミを抜いた。

　ジャックはなす術すべもなく落下する。だが、落ちながらナイフを構えていた。しかも、二本。黄き色いろく変色した歯をむき出し、軽い体を利用して空中で軌道を修正し、襲おそいかかった。

　ナイフが閃ひらめき、それは完全にフィフの体と重なって見えた。

　だが──

「うっぎゃああああああああああっ！」

　魂たま消げるような悲鳴を上げたのは、ジャックの方だった。

　数多あまたの血を吸ってきたであろうナイフはフィフに掠かすりもしていなかった。皮一枚、髪の毛一本も、切れてはいなかった。

　ジャックは顔を押さえて落下し、フィフの足もとでのたうった。

　その顔には、細長い紙が貼はられていた。

　封紙だ。

《禁書》の活動を封じる、《戦せん闘とう司書》の究極の武器だ。とはいえ、ただ貼はればいいというわけではないらしい。そうであるなら、文ふみ人ひとが発射装置のようなものを考えてもよかったが、封印するにはする方とされる方の力の関係が大事らしかった。

　だから以前、フィフがジャックを封印した際には、それなりの戦いを強しいられた。

　しかし、いまは違う。

　大人おとなのフィフとジャックには、圧倒的な力の差があるということを、これは意味していた。

「うちの出番はにゃさそうだにゃ」

　隣となりで腕を組んだミロがそう言ったが、文人にもそう思えた。

「ちきしょおおおっ！　ふざけんな！　剝はがせ！　こいつを剝がせ！」

「お断りじゃ」

　にべもなく言ったフィフは、まだ一度も《切り裂きジャック》のことを見てはいない。

「トッド、何してんだ！　助けろよっ！　なんのためにあのガキを《本》にしたと思ってんだ！」

　文人はぎょっとしてジャックを見た。

「おい！　誰だれのことだ！」

　だが、ジャックは聞いていなかった。腰に下げていた自分である《本》が開き、そこへ引きずり込まれていく。留とどまろうと突き立てたナイフが床を削り、耳みみ障ざわりな音を立てる。

「トッド！　早くしやがれ！」

「……やれやれ」

　書棚が倒れ、吸血鬼のような格好をした全身を現した《悪あく魔まの理り髪はつ師し》は、脇わきに抱かかえていた薄うすい《本》を掲げて見せた。

「この私が、こんな手を使わねばならないとは」

（あれはっ！）

　文人は胸を押さえた。

　遠目に、トッドの持っている《本》の表紙が、そのタイトルが、読めてしまった。表紙にははっきりと『八や代しろ秀ひで英あきの青春』と、金で箔はく押おしされている。まちがえようもない。同姓同名かただのフェイクの可能性もあったが、本物ではない、と言い切る自信もなかった。

　何よりもあの友人は、一度、この《切り裂きジャック》に、《本》にされかけているのだ。

　人質として目をつけられてもおかしくはなかった。

「わかったようだね」

　トッドはいやらしい笑えみを浮かべた。

「君の友人は私の手の中にある。再生のしようがないほどバラバラにされたくなければ、ジャックを解放し、おとなしく──」

「──いったい、誰に話しておるのじゃ？」

　トッドがぎょっとして振り返ったのも、無理はなかった。

　文ふみ人ひと自身、自分の目がどうかしたかと思った。

　トッドが、おとなしく、と言った直後、フィフの姿はその場から搔かき消えて、言い終わる前にトッドの背後に立ち、その手から《本》を奪っていたのだ。

「ちっ！」

　舌を打ち、トッドは剃刀かみそりを薙なぎながら後ろへ跳とんだ。

　これも速い。

　だが、それよりもずっとフィフは速かった。離はなれない。

「あくびものじゃ」

　フィフの手がトッドの額ひたいを、ぱあん、と叩たたいた。

　トッドは自分の意志に反して加速し、まだ残っていた書棚を巻き込んで、破は壊かいして、その瓦が礫れきと本の山の中に埋もれた。

「おのれっ！」

　立ち上がったトッドであったが、その顔は見る間に蠟ろうのように白くなり、驚きよう愕がくに細い目が極限まで見開かれた。

　その胸に、封紙。

「ば、馬ば鹿かなっ！」

「わかったか？」フィフは、ふっと微笑ほほえんだ。「完全復活──いや、それ以上となった拙せつにとっては、おまえたちなど赤子も同然じゃ。おとなしく封じられるがよい」

「お、おのれええええええええっ！」

　トッドの腰で《本》が開き、彼の体は容赦なく引きずり込まれ始めた。剃刀では床に突き立てようもない。ジャックよりももたなかった。トッドを飲み込んだ《本》が閉じると、その前小口に封紙がぺたりと張り付いて、床に落ちた。

「くそおおおっ！」

　ジャックも、もはや限界だった。最後の足あ搔がきか、突き立てていたナイフの一本を引き抜くと、手の中で回して投げつけた──文人に向かって。

　だが、それが胸に刺さることはなかった。その前にミロの鋭するどい爪つめが一いつ瞬しゆんでバラバラに切り刻み、紙に戻ってハラハラと舞まっただけだった。

　大昔にロンドンの街を震しん撼かんさせた殺人鬼は、再び《本》の中へと吸い込まれ、小口を封紙で閉じられて、おとなしくなった。

「すごいな……フィフ」

　文人は心から感心した。ここまでとは

「ようやくわかったか？　拙は、最強の《戦せん闘とう司書》──あ？　ああ、わかったわかった。拙とおまえじゃ。拙とおまえで最強の《戦闘司書》じゃ。これでいいのじゃろ？」

　突然、見えない相手に語りかけ始め、事情のわからないミロは奇異な目で大人おとなのフィフを眇すがめた目で見て、刀のような爪つめを動かした。

「ご主人様、こいつはにゃにを言ってるんにゃ？」

　どこかおかしくなったのだったら始末する、と言わんばかりの様よう子すに、文ふみ人ひとは笑いかけた。

「さっき見ただろ？　大人の姿をしたフィフの心は、一人ひとりじゃないんだ。ルーエットも中にいて、二人ふたりで一人なんだよ」

「よくわかんにゃい」

「そう？　とにかく、大丈夫ってことさ」

「ふうん」

　ミロは、猫ねこの手でつるりと顔を撫なでた。

　それを横目で見ながら文人は、

「フィフ」

　と彼女の傍そばへと向かった。

「……八や代しろは？」

　フィフの手には、まだ《本》のままの八代があった。人が《本》になった場合、その原因となった《禁書》を封じれば、それに《本化》された者は人に戻る。しかし、八代であるはずのそれは《本》のままでなんの変化もなかった。

「ひょっとして、偽物か？」

「いや」

　手の中で《本》をくるりと回して、フィフは首を振った。

「本物じゃ。これはトッドやジャックの仕し業わざではない。よしんばそうだったとしても《奴やつ》がヤシロを《再本》しているようじゃ」

「つまり《奴》を封じないと、八代は元に戻らないってことか……」

　フィフはその紫むらさき色いろの瞳ひとみで、文人を見み据すえた。

「それは一面しか正しくはないな」

「え？　どういう意味？」

「《奴》を封じても、《奴》に《本》にされた者たちはすぐには人には戻らぬ。それだけ、《奴》の《本化》は強力なのじゃ」

「じゃあ、どうすれば──」

「慌あわてるな。すぐには、と言ったのじゃ。……ふむ。ルーエットの──まあ、拙せつのでもあるのじゃが──記き憶おくによれば、《奴》を封印した上でなら、《虚うつろの図と書しよ館かん》の館長ならば戻せるようじゃ。おそらく行方ゆくえはビーのやつが知っておろう。館長と言えば、管理司書の一番偉いやつじゃからな」

「そっか……」

　文ふみ人ひとは、少しだけ安心した。少し、である。その館かん長ちようというのが見つかるのがいつなのかということと、それは自分の心しん臓ぞうについても同じなのだろうか、ということは、あえて考えないことにした。とにかくいまは《奴やつ》だった。余計なことを言って、フィフの気を削そぐようなことは避けた方がよかった。

「行くぞ、フミヒト」

　踵きびすを返したフィフに、

「その二冊は？」

　と文人は、ジャックとトッドを指した。

「放っておけ。抱えていたら邪じや魔まになるだけじゃ。どうせ《奴》を封じたら、上にある《本》を運ばねばならぬのじゃ。そのときでいい」

「上？」

　文人は天てん井じようを仰いだ。

「そなたは感じぬか。拙せつらの頭の上には、山のように《本》がある。外からはわからぬように結界を張ってあるが、こうして中に入ってしまえば瞭りよう然ぜんじゃ」

　フィフは、ふふん、とどこか楽しげに笑った。

「その中に、ひときわでかいのがある。《奴》じゃ。どうやら、親切に待っていてくれているようじゃな」

「……罠わなってことか？」

「どうかの？　ま、そうであったとしても、いまの拙は真正面から打ち破るだけじゃ」

　言って、フィフはハサミをくるりと回して刃の部分を肩に担かつぎ、上に続く階段を目指して瓦が礫れきと本の中を進んだ。

　文人もそのあとを追ったが、途中でフィフは振り返り、

「そなた、ここで待っていてもいいぞ」

　と言った。

　いまさらなにを。文人は眉まゆをひそめ、見み慣なれないフィフの顔を見つめた。

「なんだよ、それ」

「《奴》との戦いは熾し烈れつを極めるはずじゃ。正直、そなたを守ってやる余裕があるとはいえぬ。封印は拙だけでもできるのは、いまのを見てわかったであろう？　じゃから──」

「邪魔、ってわけか？」

「い、いや！　そうは言っておらん！　そうではなく──」

「わかってるよ」

　文人は笑って言った。

「だけど、もしかしたら僕にも何かできることがあるかもしれないだろ？　だから行くよ。こいつは、僕の心臓のことでもあるんだ。それに、僕の身ならミロがいる。《奴》を倒せるとは思わないけど、時間を稼かせぐくらいはできるだろ？」

「倒しちゃっていいにゃら、そうするけどにゃ」

　ミロは爪つめをわきわきと動かして見せた。

　フィフも、ミロが《奴やつ》を倒せるとは思っていないだろう。だが、あえては何も言わなかった。否定して、口こう論ろんになるのを避けるためだろう。体が大人おとなになると、心も引っ張られるのだろうか？　それは大人の対応に思えた。

「では、行くか」

　フィフは踵きびすを返し、階段を上がった。

　その足取りは、大胆なようで、慎重だった。それがぴりぴりと伝わってくる。

　文人たちも後に続いたが、圧力のようなものを感じた。ずしりと肩にきて、前進を阻はばむような感覚だ。水の中を歩いているような重さがある。

　二階までは階段とフロアに仕切りはなかったが、三階の入り口にはドアがあった。ここから上は売り場ではないようだ。階段はさらに上に続いていたが、フィフは一いつ旦たん足を止めると、ノブをつかんで回した。

　鍵かぎはかかっていなかった。

　フィフはそろりと少しドアを開けると、一人ひとり、中を覗のぞき込んだ。やはりここも常じよう夜や灯とうだけが灯ともっているようで、文人からはすりガラスのドアの窓から中の様よう子すは何もわからなかった。

　やがて、フィフは顔を引っ込めると、ドアを閉めた。

「ここではない」

　そうして、階段の先を見上げた。

「《本》は山のようにあったが、《奴》はいなかった。上じゃ」

　言って、フィフは再び歩き出し、文人たちも後に続こうとしたが、背後で奇妙な音がして、振り返るとミロがドアのノブを握りつぶしていた。

　驚おどろいた顔をしていたのだろう。ミロは文人にいたずらめいた笑えみを見せると、

「用心にゃ。《奴》の命令でこの部へ屋やの《本》から人間たちが《飛び出して》きて、邪じや魔まをしにゃいとも限らんにゃ」

　少し考え、文人は頷うなずいた。確たしかに一理ある。そして用心に越したことはなかった。用心してしすぎるということはない。

　続く四階も、同じ構造のようだった。階段の踊り場に肩開きの扉があって、中は薄うす暗ぐらく、シルエットも見通せない。

　だが、ひとつだけはっきりと違っていた。それは、文人にも感じ取れるほどの、強烈な気け配はいだった。

（いる……）

　そう思えた。自然と手は胸に行き、硬い文庫サイズの革の表紙を押さえていた。

「当たりじゃ」

　文ふみ人ひとに向かってそう言うと、怖おそれることなくフィフはノブを回した。ドアは難なんなく内側に向かって開き、フィフは躊躇ためらわずに中に入った。

　文人たちも続くと、

「──ようこそ」

　オレンジ色の淡い光の中から、そう声がした。

　文人は、フロアに充満する《本》に気分が悪くなった。臭においにではない。圧倒的な気け配はいのようなものにだった。いったい何千冊──何万冊あるのだろう。よく床が抜けないものだ、と感心するほどの量の《本》が、建造中の壁かべのように積つみあがっている。

　そしてその手前に王が座るような椅い子すを置いて、そこに《奴やつ》は座っていた。

「なんじゃ」

　フィフは、どこか少し残念そうに言った。

「元の体を取り戻してはおらんのか」

「見ての通りだよ」

　確たしかにその通りだった。《奴》と呼ばれるその男は──男ではなく、少年だった。

　小学生くらいに見える。

　文人が初めて出会ったときの、身長が二メートルはあろうかという、映画で見るマフィアか何かのような、威圧的な大男とはまったく違っていた。

　あの男と同じ、白いスーツに白いネクタイ、エナメルの白い靴を履はき、淡い金髪を後ろに撫なでつけてはいたが、紛まぎれもなく子供だった。

　だが、面おも影かげはある。

　おそらくはフィフと同じく、文人が心しん臓ぞうを《仕掛け》に変えられたあの路地での戦いで大きな傷を負い、子供の姿でしか再生することができなかったに違いなかった。

　フィフは、春しゆん夏かによって元の──否いや、それ以上の体を手に入れて、ここに立つことができた。

　だが、《奴》は違った。

　この少年に、助けはなかった。元の体を取り戻す手て伝つだいをしてくれる者はいなかった。

　あるいは、春夏ならそれができたのかもしれない。

　だが、しなかった。

　きっとこの少年は、父が自分で言った通り、春夏を信じていなかったのだ。

　仮面を付けられていたとはいえ、自分の息子むすこの指を切り落とそうとするほどの忠誠心を示しても、信じはしなかったのだ。でなければ《奴》がこの姿で自分たちの前にいることはありえなかった。

「けどね」

　ゆっくりとした動作で、少年は立ち上がった。そうして、椅子の脇わきに積つんであった《本》を手にする。右手と左手、それぞれに一冊ずつ。

「だからと言って、私を簡かん単たんに封印できるなどと思わないことだ」

「拙せつはそれほど驕おごってはおらぬよ」

　ハサミを脇に挟はさむようにして構え、フィフは薄うすい微笑を浮かべた。ざわざわと、風もないのに赤いメッシュの入ったフィフの髪が揺れるのを見て、文ふみ人ひとはミロに手振りで指示をして後ろに下がった。

「じゃが──できぬとも思ってはおらぬっ！」

　言い終わるか終わらぬかの内に、フィフは床を思い切り蹴けった。

　一気に距きよ離りが詰つまる！

　フィフは《奴やつ》の目の前で床が抉えぐれるほどの急制動をかけ、回転しながら開いたハサミの刃の方を思い切り叩たたき付けた。

　鋼こう鉄てつの柱も切れるに違いないと思えるほどの一いち撃げきだった。

　だが──

「甘いね」

　少年はそれを受け止めていた。

　フィフが跳とび退すさると、彼女のいた場所を奇妙なものが飛び過ぎた。薄い板を重ねたかのような代しろ物ものだ。それは空中で軌道を変え、まだ空中にいたフィフを襲おそった。

　畳たたんだハサミで、フィフはそれを撃うち落とした。

　のたうち、《奴》の手元に戻るのを見て、文人はそれの正体を知った。《本》だ。ただし、飛び出したのはページそのものだった。何百枚というそれがずれて重なりあいながら、自在に方向と長さを変えて襲い掛かってきたのだ。

《奴》は《本》を振った。閉じた《本》からページが次々とずれて出て、重なりあって蛇へびのようになって、フィフを襲い、どこまでも追いかけた。

　その間かん隙げきを縫ぬって、フィフは《奴》に近付くと、ハサミを一いつ閃せんさせた。

　しかし、またしても刃が届くことはなかった。

　だが文人は、今度はその理由を知った。見えたのだ。

《奴》のもつもう一冊の本から、ページがずれて飛び出したのは同じだったが、それが円を描くように展開し、巨大な盾たてになったのだった。

　あらゆるものを切り裂いてきたフィフのハサミが、《奴》の紙には通用しなかった。まるでダイヤモンドか何かでできているかのように硬く、傷も付かず、完かん璧ぺきに防いだ。

　しかし、フィフは諦あきらめなかった。いつまでも防ぎ切れるものではないと信じているのか、愚ぐ直ちよくにハサミを振るい続ける。

　その様よう子すを、文人はじっと見ていた。何もせず、何も考えず、すべてを任せ切りにしてただ眺めていた──わけではない。

　ポケットに手を突っ込み、短い鉛筆を取り出してそれを回した。

　それは、文ふみ人ひとの特技だった。

　他人に話したところで十中八九信じてはもらえないのだが、文人は鉛筆を回すことで体感時間をほとんど無限に引き延ばすことができた。時間を止めるに等しいことを行えた。

　ただしそれは文人の中でだけ起きているに過ぎない。

　一種の走そう馬ま灯とう──事故の一いつ瞬しゆんの時間を無限に感じるという、脳が生存のための方法を探ろうとする活動をするために時間が引き延ばされたように感じる事象を、自分の意志で行えた。

　その時間停止の中で行えるのは、思考のみ。

　文人は、ゆえに観かん察さつした。

　フィフと《奴やつ》の攻防の中に、何か自分にできることがあるのではないかと、その均きん衡こうを崩くずせる何かが見つかるのではないかと、目を凝こらした。

　ほとんど時間が止まっている中にあって、二人ふたりはそれでも動いていた。以下にそのスピードが速いか、それだけでもわかる。

《奴》の防御は完かん璧ぺきと言ってもいい。フィフの攻こう撃げきをあらゆる角度から飛んでくるそれを、見越したように防いでいる。まるで百の目を持っているかのようだ。

　一方、フィフの方は、これも《奴》の攻撃をいなしてはいるが、徐々に傷が増えていっているのがわかった。傷付いても血が流れるわけではないから、通常の時間の中ではわかりにくいが、皮ひ膚ふには裂傷ができ、髪もはらはらと散っていた。

（でも、なんでだ？）

　文人は疑問に思った。《奴》は完全に死角になった攻撃も完璧に防いでいる。後ろに目でもない限り、ありえないことだった。紙一重どころの話ではない。

　文人はさらに目を凝こらした。何か──何かあるはずだった。フィフのことはもう見ず、《奴》にだけ集中した。おかしなところがないかを探した。

（ん？）

　文人は、《奴》がほとんど動いていないことに気が付いた。玉ぎよく座ざのような椅い子すの前に立って、フィフの攻撃を受け流しているのだが、その場から動いてはいない。あの体格なら、小さな体を生かして、《本》に紛まぎれて戦うこともできるだろうに。

（なんで、そうしない……？）

　文人はさらに細部を観察した。特に、動こうとしない《奴》の足もとを。

（あ！）

　気付いた。文人は《奴》の百目の秘密に気が付いた。

（試してみる！）

　文人は《走馬灯》を解除した。途と端たん、焼けるような頭痛に襲おそわれたが、奥歯が割れるのではないかと思うほど強く歯を食いしばった。

　チャンスを待つ。

　それはすぐに訪れた。フィフの攻こう撃げきをいなし、《奴やつ》は完全にこちらに背を向けた。

　文ふみ人ひとはそれを確かく認にんし、《奴》ではなく、周囲の《本》の山に目を凝こらしながら、《合がつ本ぽん》の小口に指をかけた。

　途と端たん、ものすごい勢いで、《奴》がこちらを振り返った。同時に、空中に放たれたページの板剣が、こちらに向かって伸びてくる。

「フミヒト！」

　フィフは焦あせったような声を上げたが、

「心配無用にゃっ！」

　ミロの爪つめがそれを弾はじき、軌道を逸そらした。

　だが、その一撃でミロの爪はすっぱりと切断され、衝しよう撃げきで後ろのドアにまで吹き飛ばされた。しかしそこは猫ねこ。器用に体を捻ひねって壁かべに張り付くように受身を取り、そのまま壁を蹴けって文人の傍そばに着地して、切れた爪の先をぺろりと嘗なめた。

　だが、わかった。これで確信できた。

「……ミロ」

　再び二人ふたりだけの闘たたかいに没入するフィフと《奴》から目を離はなさず、彼女だけに聞こえるようなごくごく小さな声で文人は話しかけた。

「なんにゃ？」

　とミロも同じトーンの声で返す。

「周りの《本》の山を崩くずせ。《奴》の百目の正体は、この部へ屋やに積つまれて僕らを半ば囲う《本》の山だ。ここにある《本》のすべてが《奴》の管理下にある。《奴》は《本》の連中に覗のぞき見みをさせて、そのすべてとつながって、すべての視点で僕たちを見ているんだ。だから、どこを向いていても、わかる」

　だから《奴》は動かない。《本》に触れて、それが他ほかの《本》と繫つながって、この部屋を囲む目となっているから、足を離すわけにはいかない。

「よくわかんにゃいけど、まかせるにゃ！」

　言うなり、ミロは後ろに向かって跳とんだ。同時に《奴》がこっちを見る。見ながら、完かん璧ぺきにフィフの動きも捉とらえている。

　その顔に、戸惑いが浮かんだ。それはそうだろう。ミロは明らかに自分を攻撃するのとは別の意図をもって動いたとしか見えなかったのだから。

「にゃあ！」

　ミロは壁を走り、隅に来たところで思い切り柱を蹴った。

《奴》の顔に驚おどろきが走る。フィフの首を狙ねらっていた板剣が、途中でぐるりと軌道を変え、ミロを目掛けて奔はしった。

「にゃあっ！」

「ミロっ！」

　文ふみ人ひとは、自分の声が悲鳴であることに気付かざるを得なかった。板剣は、跳ちよう躍やく中ちゆうのミロの胴体に食い込むと、僅わずかな抵抗の後ですっぱりと切断した！　両断してしまったのだ！

　血は出ない。

　文人の創つくったミロは、フィフなどとは違って、中身は空っぽだった。内部まで作り込まれているわけではなかった。それでも見るに耐えない情景だった。

　ずれた下半身が落下して床に落ち、バウンドする。

　文人は皮が破れるほど唇を嚙かんだ。だが──

「まだにゃっ！」

　もはや慣かん性せいで跳とぶだけの、上半身だけとなったミロが叫び、腕を振って軌道を変えた。《本》の山へと突っ込んだ！

　連れん鎖さを起こして山が崩くずれる。

　はっきりと《奴やつ》は動揺した。そしてその理由を、フィフは一いつ瞬しゆんで見抜いた。

「でかしたっ！」

　ミロにか、文人にか、それとも二人ふたりにか、フィフはそう言うと、《奴》に向かって、変則的な動きでハサミを振るった。

　するとどうだ。

　さっきまで完かん璧ぺきに防がれていたハサミの刃が、《奴》の体を、髪を掠かすめた。明らかに、どこから攻こう撃げきが来るのか見切れずにいる！

　何度目かの打ち込みの直後、フィフは展開された盾たての巨大さを逆さか手てに取り、素す早ばやくその死角へと入った。

　はっと気付いて《奴》が首をめぐらせたとき、フィフは既すでにその脇わきに深く踏み込んでいた。

「遅い」

　言うと同時に、フィフのハサミは盾の《本》を持つ《奴》の手を、その手首と共ともにすっぱりと切り落とした。

　だが《奴》は悲鳴ひとつ上げず、残った手の中の《本》を振るった。自分ごと切り刻むつもりであるかのように板剣が迫る。

　だがそれを、フィフはやすやすとハサミに搦からめ捕とった。

　思い切り腕を引く。

《奴》は手を放したが、一いつ瞬しゆん、遅れた。その遅れが《奴》のバランスを崩し、そしてフィフにはそれで十分だった。

　彼女はハサミを後ろ手に回すと、開いた手で腰のベルトから封紙をつまみ出し、流れるような動作でそれを《奴》の胸に叩たたき付けた。

《奴やつ》は吹っ飛び、玉ぎよく座ざを模した椅い子すに叩たたき付けられ、座るように落ちた。体は明らかに硬直し、少年の顔を上げた瞬しゆん間かん、《封印》が始まった。

　だが、他ほかの連中とは様よう子すが違っていた。

　封じ込めるべき《本》がどこにもなかった。代わりに《奴》自身が《本》に変わっていく。巨大な革の装そう丁ていの一冊の本に。《奴》は《本》から飛び出しているのではない、と文ふみ人ひとはわかった。常に《本》から《人》の姿へと変わっていたのだ。

　フィフはまだ油断なくハサミを構えていたが、《奴》はしないのか、できないのか、それとも諦てい観かんしたのか、身じろぎもせずに《本》へと変わっていく。

「……いまは、見事、と言っておこう」

　それが《奴》の最後の言葉だった。

　空中で《本》は閉じ、小口は封紙で綴とじられた。玉座のような椅子の上にそれは落ち、それきり動くことはなかった。

「──ミロ！」

　もう反はん撃げきはない、と見極めた文人は、体を両断されたミロの傍そばへ駆かけ寄った。血も何も出ていないからだろうか。凄せい惨さんさはなかった。しかし、その目は開いているものの、閉じることがなく、文人を見ることもなかった。

「ミロ……」

　憎まれ口ばかりの口からは、ピンク色をした舌がだらりと出て動かなかった。死という概念がないはずなのに、死んでいるように見えた。

「フミヒト、まだじゃ！」

　ぐい、と腕を引かれた。

「まだ間に合う。この猫ねこを《本》に戻せ。こやつは、そなたの血に《奴》の紙が溶けてできた《本》じゃ。急げば間に合う！」

　本当に、と問い返す時間も惜しかった。文人は腰のホルダーから《本》を引っ張り出すと、ミロの飛び出してきたページを開いた。

　フィフが千ち切ぎれたミロの下半身を持ってきて並べてくれ、文人はその上に本を被かぶせた。ミロの体は煙のように消きえ失うせ、《本》は閉じて床に落ちた。

「しばらくはひらくでないぞ。バラバラに飛び出してきてほしくはないであろ？」

　もちろんだった。

　安あん堵どのため息をつき、文人は渡りを見回した。

　これといった変化はなかった。

　フィフの言う通り、《奴》を封じても《奴》によって《本》になった人たちはすぐにはもとに戻らないようだ。

　だが、考えてみればその方がいいのかもしれない。《奴》によって《本》となった人々が一斉に人に戻れば、そこには混乱しか起きない。

　例えば、織お田だ信のぶ長なががいる。彼かの武将は《奴やつ》によって本にされた。

　彼がいま現代に蘇よみがえって、それでどうするというのか。どうなるというのか。一冊、一冊、《虚うつろの図と書しよ館かん》の館長という人物──或いは《本》か──に本人の意向を確たしかめて、戻るかどうかを決めさせるのがいいのかもしれない。

　だが、そこまで自分が踏み込んでいいのかどうか、文ふみ人ひとには判断がつきかねた。結局のところ、何も知らないのだ。

（……そうだ）

　文人は、いまの自分にとって一番大事なことを思い出し、立ち上がってシャツのボタンを外した。これこそが、自分が一年近く、フィフと共ともに戦ってきた理由だ。

「……ない」

　胸を見、触れ、文人は呟つぶやいた。

「なくなってる！　戻ってる！」

　胸に張り付いていた文庫サイズの革かわ装そう丁ていの表紙は、跡形もなく消えていた。そのようなものは初めからなかったかのように、綺き麗れいさっぱりとなくなっていた。

　きっと、心しん臓ぞうももとに戻ったのだ。

　表紙がなくなってしまった以上、開けて確かめることはできなかったが、治ったからこそ表紙は消えたのだ。そうとしか思えなかった。

「フィフ！　治ったよ！」

　文人はフィフに向かって、大きく胸をはだけて見せた。見てほしかった。

「……よかったの」

　頷うなずき、フィフは微笑ほほえんだ。

「フィフ……？」

　だが何な故ぜだろう──その微笑が、どこか寂しげに見えたのは。

　しかし文人は、ただの気の迷いだと思った。《マイスター》から時限爆ばく弾だんのような不安材料が消えて、喜ばないはずはない。

「……よし」

　フィフは、やはり文人の気のせいであると思える、明るい笑えみをその顔に浮かべ、パンと手を叩たたいて、揉もんだ。

「あとは、回収してしまいじゃ！　ビーに、ここへ直接《虚ろの図書館》をつなげるか訊きかねばな。駄だ目めならひとまず《奴》と、後はトッドとジャック、それにヤシロだけは運び、ヤシロを戻す算段をせねば」

　文人は頷いた。八や代しろの記き憶おくをどうするかは、後でまた考えよう。とにかく人に戻すこと、それが先決だ。

「──あ、ビーか？」

　フィフは意い識しきを集中し、おそらくはいまも家にいるであろうグリーズ・ビーと、携けい帯たいも介さずに話を始めた。




　　　　　☆




　突とつ如じよ、ビーが見えない相手と話を始めたことに、チカとルカはぎょっとして、大きな熊くまのぬいぐるみの頭をかぶった少女を見た。

「……ああ、はい。そうですか、わかりました。あ。双子のご姉妹はご無事です。ええ、ここにいます。こちらの事情は説明しておきました。……いえ。残念ですが、そこへは直接繫つなぐことはできません。そうですね……では、フィフさんたちは学校から来てください。わたしは一足先に《虚うつろの図と書しよ館かん》で待っています……」

　それだけを言うと、ビーは振り向いて小首を傾かしげた。

　思わず身構えてしまったチカは、気け取どられなかっただろうか、とビーを見返したが、あたりまえだがぬいぐるみの顔からは何も読み取れなかった。

「……いま、フィフさんから連絡がありまして、《奴やつ》を無事、封印したそうです……」

「本当!?」

　思わず大きな声を出してしまった。

　ビーは少し驚おどろいたようだったが、しっかりと頷うなずいた。

「やった……！」

　チカは拳こぶしを握って姉を振り向いた。

「やったわ！　これでパパたちをもとに戻す最初の難なん関かんは、クリアできた！」

「うん！」

　チカはルカと抱きあって喜びを分かちあおうとしたが、火傷やけどがぴりっと痛んで思わず体を離はなし、互いの、鏡かがみを見ているかのような同じ顔を見て、苦笑した。

「ねえ。わたしたちも連れていって」

　チカは、姉と手を繫いだまま、ビーを振り向いて言った。

「パパとママのこと、館かん長ちようさんに直接、頼みたいの」

「……それは……」

　困ったように、ビーは手をぬいぐるみの顔に当てた。

「何か、問題があるの？」

「……あなたたちは《焚ふん書しよ鬼き》です。《本》を燃もやし、焼滅させるあなたがたは、《虚ろの図書館》にとっても敵ですから……」

　チカは、言葉につまった。

　確たしかに──言われるまでもなく、その通りではある。文ふみ人ひとたちに出会う前は、実際、容赦なく《本》を燃もやしてきた。だがフィフたちは、それが敵であっても、滅ぼすことはしない。封印し、書棚に収めはしても、消してしまうことはない。

　そんな彼女たちから見れば、《焚ふん書しよ鬼き》は、《奴やつ》以上に相あい容いれない存在なのかもしれない。

「待って！」

　だが、慌あわてたようにルカが言った。

「違う！　わたしたちは《焚書鬼》じゃないわ！」

「……違う……？」

「うん！　確かに昔、ご先祖様にそうした人がいたのは事実だけど、わたしたちはその人の残した道具を使ってはいても、その人の思想は受け継いでないもの。だって考えて？　もしそうだとしたら、とっくにフィフちゃんを燃やしてるはず！……違う？」

　違わない、とチカは心の中で呟つぶやいた。

　姉の言う通りではあった。自分たちは《禁書》と戦うために、残された技術を使ってはいるが、それだけだった。人造の命に対する嫌けん悪おをももってはいなかったし、《禁書》を悪あく魔まの技とも思ってはいなかった。

　やむを得ず、あの大男は燃やしてしまったが、クレオパトラは見逃した。敵対しなければ、あえて焼滅させる必要を感じなかったからだ。

　ビーは、取れかかったボタンの目で、じっと見つめてきた。無む機き的しつだからこそすべてを見み透すかされているような気が、チカはした。

「……わかりました……」

　ビーは小さく頷うなずいて、チカは心からほっとした。

「……お招きします。ただし、火気厳げん禁きんですから。それと、その銀ぎん色いろの服も駄だ目めです。その衣装だけでパニックになる《本》もいますから……」

「ええ、わかったわ」

　なんの問題もなかった。二人ふたりはその場で耐火服を脱いで、ランニングと短パンになった。

「これでどう？　もう少し何か着た方がよければそうするけど」

「……あなた方が寒くないのなら、構いません……」

「寒くなんかないわ。火傷やけどのせいでむしろ熱あついくらいよ。ね、ルカ姉ねえ」

「うん！」

　ルカは満面の笑え顔がおで頷き、ビーはそれを見て、わかりました、と言った。

「……では、扉を開きます。お二人のご両親の《本》を持って、わたしのあとにしっかりとついてきてください。迷ったら、二度と出られませんから……」

　そう言うと、ビーはチカたちの返事を待たず、その細い腕を上げた。聞いたこともない発音の言葉をいくつも並べた。

　やがて、無造作に積つみえあげた本が崩くずれ、そこに巨大な扉が突とつ如じよとして出現した。

「……では、行きますよ……」

　ビーは片手で頭を押さえながら、把とつ手てに手をかけ、重厚な扉をゆっくりと引き開けた。




　　　　　☆




「忍び込むのって、初めてだ……」

　窓からの光だけを頼りに階段を上りながら、文ふみ人ひとは思わず声に出してそう言っていた。

　学校に到着したとき、門も何も施せ錠じようされて閉まっていた。当然のことだ。既すでに深夜と言っていい時刻になっているのだ。

　その鍵かぎの悉ことごとくを、大人おとなの姿のままのフィフは躊躇ためらいなく壊こわしてしまった。

　非常時には違いないが、それにしても迷いがなかった。どうして知っているのか、警けい報ほう装置も同時に切ったらしく、警備会社がやってくる気け配はいもなかった。

　階段を上がり切ると、古く重厚な扉が二人ふたりを迎えた。

　把手にはいつものように鎖くさりが巻き付けられている。フィフはそれを、腰から下げたハサミで、粘土を切るように切ってしまった。

　それほどの切れ味なのだ。

　あのような紙の盾たてで防げていたのが、信じられなかった。もちろん《奴やつ》の使った《本》である以上、並のものではないのだろう。

　鎖を外すとそれを床に置き、静かに扉を開く。

　当然のように、誰だれもいない。

　そろりと中に入って扉を閉めた。どうしたって鼓動が速くなる。痛みすらある。だがそれを文人は好ましく思った。この痛みが、心しん臓ぞうが戻ったことを思い出させてくれる。

　だが、フィフに言わせると、体から《紙》の成分が消えるのは、半日ほどはかかるということだった。しかし、間に合った。これで飛び出さぬ《本》になることはない。

　そう考えて、文人は別の理由で胸が突き刺されるように痛むのを感じた。

　その飛び出さぬ《本》に、父はなってしまったのだ。

　最後の望み通り、母には言わぬつもりだった。言ったところで信じないだろうし、もしも信じても、悲しさがいや増すだけだろう。

　代わりに、父である《本》を、春しゆん夏かの作品の中に置くことにした。ここへ来る途中でそう決めた。あの《本》は父の生いき様ざまそのものだ。父の作品と共ともにあるのが最も相応ふさわしい、と文人には思えた。

　フィフは、いつものように《自然・科学》と《産業・工業》の書架の前に立つと、

「開け！　知ち識しきの館やかたの門！　書物は決してうつろわぬ、人の永遠の至宝なり！」

　そう唱えた。

　一いつ瞬しゆん、書架は蜃しん気き楼ろうのように揺らぐと左右に分かれ、辺あたりの闇やみよりもさらに暗い闇に満たされた通路が現れた。《虚うつろの図と書しよ館かん》への道である。

　フィフと文ふみ人ひとはその中へと足を踏み入れ、真まっ直すぐに進んだ。闇に目が慣なれてくると、左右の書架の様よう子すが多少は見て取れる。

（そういえば、ここだったんだよな）

　前を行くフィフの背中を見ながら、文人は思い出していた。

　ここでフィフと──その《本》と初めて出会ったのだ。たとえそれが、父によって定められたものであったとしても、いまはもう、気にならなかった。

　それよりもこれからだった。

　心しん臓ぞうを取り返すという自分の目的は果たした。フィフも《奴やつ》を封印するという使命を全まつとうした。となると、どうなるのだろう。フィフは、どうするつもりなのだろうか。

（僕は、このままでも構わない、かな……）

　せっかく、仕掛け絵本の腕も上がってきて、正直、少し面おも白しろくなってきたところなのだ。このままやめてしまうのは、少しもったいない気がしないでもない。

　フィフは、どう思っているのだろうか？　それがとても気になった。なぜだろう。自分と同じように思っていないかもしれない、と考えただけで、胸がつぶされそうな心ここ地ちになった。

「な──」

　どうするのか訊きこう、とした矢先。

「ビー！　着いたぞ！」

　フィフが大声でグリーズ・ビーを呼びながら、いつの間にか現れた扉を叩たたき、文人は機き会かいを逸いつしてしまった。

（……後にしよう）

　どのみち、いまは《奴》のことで頭が一杯だろう。きちんと保管をしてもらわなければ、文人としても安心できなかった。

　扉はすぐに開き、

「あ」

　と文人は思わず声を出してしまった。ビーの大きな頭越しに、崎さき田た姉妹の姿が、そこにあったからだ。彼女たちはランニングに短パンという軽装で、しかし、肌は真まっ赤かで、何かあったであろうことはすぐに察することができた。

「なんじゃ、おまえたち。来ておったのか」

　フィフがそう話しかけたが、チカとルカは、怪け訝げんな顔をして、

「誰だれ？」

「誰？」

　と声を合わせて訊きいた。

　それを聞いて、フィフはむっとした顔になったが、文ふみ人ひとは笑って、

「フィフだよ」

　と二人ふたりに紹介した。

　彼女たちは、ああ、と呟つぶやき、しかしまだにわかには信じられない様よう子すで、まじまじと大人おとなのフィフを見つめた。

「中には、ルーエットもいるけど。事情は聞いてるんだよね？」

　ええ、とチカとルカは頷うなずき、

「お父とう様さまは本当に残念です」

　と、揃そろって頭を下げた。

　それに対しては文人は、うん、としか答えられなかった。何をどう答えていいのかも、まだ分からなかった。

「……フィフさん……」

　そんな自分を見かねて助けてくれたわけではないだろうが、ビーの声に文人はほっとした。父のことから話題が逸それることに、安あん堵どした。

「……《奴やつ》は……？」

「おお。これじゃ」

　フィフは、文人にはもたせず、自分が抱かかえてここまで運んできた《本》を、いつもは雑然としているラウンドテーブルの上に置いた。革のベルトで幾いく重えにも拘こう束そくしてある。

　ビーは革の表紙に触れてしばらく目を閉じていたが、やがて頷いた。

「……確たしかに。《奴》です……」

「あたりまえじゃ」

　フィフはにやりとし、フミヒト、と呼んだ。

「他ほかも出せ」

「ああ」

　文人はまず《悪あく魔まの理り髪はつ師し、スウィーニー・トッド》と《切り裂きジャック》を置いた。

　ビーはそれも手を置くことで検分し、頷くとテーブルの隅に重ねた。

「それで」

　と文人は肝心の一冊を出した。

「これが、八や代しろだ」

「……八代さんというと……お友達の……？」

「ああ」

　いまはどう思われているかわからないが、確かに八代は友達だった。

「一度、ジャックに《本》にされかかったからだろうと思う。僕らに対する人質として利用されたみたいだ。だけど《奴やつ》に手を加えられたらしい」

　ビーは『八や代しろ秀ひで英あきの青春』と箔はく押おしされた表紙に手を触れ、頷うなずいた。

「……みたいですね……」

「わたしたちのも同じなのよ」

　そう言って、崎さき田た姉妹は表紙が少し変形した二冊の《本》を出して置いた。

「これは？」

「わたしたちの両親。クレオパトラから取り返したの」

　チカはそう言ったが、どこか申もうし訳わけなさそうな理由は、文ふみ人ひとにもわかった。逆に、素直に喜ばせてあげられないことを、文人は申し訳なく思った。あえて明るく振ふる舞まっても、余計に気を遣わせてしまうだけだろう。

　文人は、あえて感情をあまり表さず、おめでとう、とだけ言い、二人ふたりは頷いた。

「で？」とフィフは訊きいた。「同じとはどういうことじゃ？」

「その八代君も、ここの館かん長ちように戻してもらうしかないんでしょう？　わたしたちの両親もそうなの。だから無理を言って、つれてきてもらったのよ」

　ふうむ、と呟つぶやき、フィフはビーを見た。

「で、ビー。その館長じゃが、どこにおる？　知っておるのじゃろう？」

　ビーは、大きな熊くまの頭を傾かしげた。それは、さあ、と言っているようにも見え、フィフの眉まゆが盛大にひそめられた。

「まさか……知らぬのか!?」

　崎田姉妹の顔にも、恐怖に似た感情が浮かんだ。

「……あ、いえ……」

　ビーは少し慌あわてたように、手を振った。

「……知って、います……」

「なんじゃ、もう！　驚おどろかすな！　意外と意地が悪いのう！」

「……そういうわけじゃないんですけど……」

　ビーはフィフに肘ひじで押され、困ったように、人差し指をあわせてぐりぐりと回した。

「とにかく、その館長を呼べ。じらすでない！」

「……わかりました……」

　ビーは、長々とため息をついた。

「……驚かないでくださいね……」

　その言い方に、文人は内心で首を傾げた。驚くな、とはよほどおかしな風体の人物なのだろうか。もしくは、人の形すらしていない、とか。

　するとビーは自分の頭──熊のぬいぐるみのそれに手をかけ、いっきに引っこ抜いた！

「あっ！」
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　文ふみ人ひととフィフは、同時に声を上げていた。

　真っ黒な髪がこぼれおち、流れ落ちた。以前に一度だけ《事故》で見てしまったときは団子にまとめていたのだが、今日きようは違った。

　だが、声を上げたのはそれが理由ではなかった。思わずそうしてしまったのは、ぬいぐるみの下から現れた顔が、見知ったものであったからだった。

「貴様！」

「……わたしが、《虚うつろの図と書しよ館かん》の館長です……」

　フィフは腰のハサミに手を伸ばしかけ、しかし、やめた。

「いや、違う……しかし、何な故ぜじゃ！　どういうことじゃ、これは！」

　文人も同じ気持ちだった。

　崎田姉妹は何がなんだかわからないという顔をしている。それは道理だった。二人ふたりは会ったことがないはずだから。

「どういうことじゃ！　それに何故、同じなのじゃ！」

　グリーズ・ビーは小さく嘆息した。ぬいぐるみの下のその顔は《奴やつ》と──少年の《奴》の顔と、恐ろしいくらいに似ていた！

　それは、とビーは言いかけたが、続きはチカの苛いら立だたしげな声に遮さえぎられた。

「誰だれと同じなのか知らないけど、それは急ぐ話なの？　この子が館長だというなら、先にパパたちを人に戻してほしいんだけど」

　急ぐというものではなかった。いまさら、顔が同じだというだけで、ビーのことを疑うものでもなかった。ただ、疑問に思っただけだ。

「わかった」

　と文ふみ人ひとは言って、フィフを向いた。

「後にしよう。僕も八や代しろを早く戻して、家に返した方がいいと思う。これ以上、大きな騒さわぎにして、八代の両親にも心配をさせたくない」

「……わかった」

　フィフは頷うなずき、ビーを向いた。

「後で話してくれるんじゃろうな」

　ビーは頷いた。

「……では、始めます……」

　彼女はそう言うと、三冊の《本》を自分の前に置き、順番に手をかざした。そうすることで何かを探っているようだった。

　やがて、ビーの手は一冊の本の上に止まった。

（八代……）

　その上だった。

　チカは口を開きかけ、しかし閉じた。ここで順番の後先を論ろんじても、それこそが時間の無む駄だだと思ったのだろう。

　ビーが両手をかざし、それをゆっくりと挙げると、《本》は支えもないのに持ち上がった。

　ぶるっと《本》が震ふるえる。その震しん動どうは徐々に大きくなり、輪りん郭かくが揺らいだ。それはゆっくりと人の形へ変わっていく。

（八代……）

　文人はほっと胸を撫なで下ろした。記き憶おくをどうするかの問題はあるが、とりあえず無事に人に戻すことができたようだった。

　八代は私服で、肌はやけに青白かった。喘ぜん息そくが出て、その状態で《本》になってしまったのかもしれない。少しやせたように見えるのは気のせいだろうか？

　ビーが小さく息を吐き、手を下ろした。それと同時に、八代はテーブルの上にうなだれるように座り込んだ。

　意い識しきはないようだった。

　文人はテーブルから下ろそうと腕を伸ばし、はっとした。

（本……!?）

　そう見えた。八代は《本》を抱かかえていた。立派な革の装そう丁ていの、年月を感じさせる、とても大きな《本》を。

（こんなものを、どうして八や代しろが──）

　文ふみ人ひとがそう思ったのと、その本が、弾はじけるように開いたのは同時だった。

　腕が飛び出した──丸太のような腕が。

　それは、ビーの首をがっちりとつかみ、そのまま宙へ持ち上げた。

「ビー！」

　フィフがハサミを抜き、叩たたき付けるように振るったが、もう一本飛び出した腕に握られた《本》に阻はばまれ、吹き飛ばされた。

　フィフは円形に配置された書棚に叩き付けられ、落下し、落ちてきた本に、殴られるように体を打たれた。

「……案内、ご苦労」

　八代が抱えていた《本》は、いまや完全に人の形と──恐ろしく背の高い、巨人のような裸の男となり、テーブルの上に立ちあがった。その手に、ビーの首をつかんだまま。

「おまえは……」

　誰だれだ、と問うまでもなかった。

　──《奴やつ》だ。

　文人は、足がすくんで動くことができなかった。ただそこにあるだけで、周りの空気を凍いて付かせる、そんな迫力が、男にはあった。

「……おまえもだ、我が妹よ」

　言って、《奴》はビーを思い切り書棚の梯はし子ごに叩き付けた。レールに沿って移動するそれは、ビーの背中で二つに折れ、倒れた。

　ビーは苦く悶もんの表情を浮かべながらもなんとか立ち上がり、

「……ノア」

　と《奴》を呼んだ。

「我が名をまだ覚えていたか、妹よ」

《奴》と呼ばれ続けていた男は、狼おおかみのように歯をむき出して微笑ほほえんだ。

「その名を聞くのは、何百年ぶりか……返してもらいにきたぞ。我が《箱舟》を」

（なんのことだ……）

　ビーと《奴》との間で交わされるやり取りは、文人にはさっぱりわからなかった。

　ただ、この状況が非常にまずいことだけはわかった。家の中にライオンが入ってきて閉じ込められた、とでもいえばいいだろうか。

　そんな感覚だった。

「……これは《箱舟》ではありません、兄上……」

　どこかを痛めたのか、ビーは男とどことなく似た顔に、苦痛を浮かべた。

「……次代に残すべき智ちの図と書しよ館かんです……」

「なんと愚かな」

　ノア、と呼ばれた男は、ゆるゆると首を振った。

「知ち識しきだけを残してなんとする。残すべきは《命》だ。《種》だ。そうであろう？　我われが放浪している間に、いったい、いくつの命が滅び去った？　いくつだ？　偉大なる我らが創造主は、我に何な故ぜ、ノアと名付けた！　それは、いずれ来る滅びのときに備え、新世界の《箱舟》たれ、という思いからだ！」

「……それは兄上の勝手な思い込みです……」

　ず、とビーは書棚に沿って移動を始めた。崩くずれた本の山の方へ。フィフの所へ。

「……兄上がそうだから、父上は《戦せん闘とう司書》をつくられたのですよ……」

「《戦闘司書》か……」

　ノアは、喉のどの奥で笑った。

「確たしかに、連中には手を焼かされた。特にそこのフィフ・デグリースにはな。その女のせいで容易におまえに近付けなんだ。幾度も、幾度も、邪じや魔まをされた。──だが！」

　ノアは拳こぶしを握った。筋肉がきしむ音が聞こえてきそうなくらい強く。

「ようやく滅ぼすときが来た！　妹よ！　今日きようこそ我とひとつになり、この《虚うつろの図書館》を明け渡してもらうぞ！　この館やかたは《箱舟》となり、ありとあらゆる《命》を綴とじて、世界が滅んだ後に芽め吹ぶく一粒の種となるのだ！」

「──勝手を吐ぬかすなあっ！」

　小山のようになった《本》が吹き飛び、その下からハサミを構えたフィフが立ち上がった。

「滅ぶのは貴様だ！　ノアだと!?　その名と共ともに永遠に書架に収まるがいいっ！」

　ハサミを槍やりのように構え、フィフは壁かべを蹴けって突貫した。なんの容赦もない必殺の、まさに《砲ほう撃げき》と言っていい一撃だった。

　あまりの速さに、フィフの姿は歪ゆがんで見えた。だが──

「遅い」

　ノアはその恐ろしく太い足でフィフを迎撃した。回し蹴った。

　ぱぁん、と嫌いやな音がして、ハサミが砕くだけた。フィフの両腕もろとも粉々に。フィフは再び書棚へと叩たたき付けられ、痙けい攣れんした。

（フィ、フィフ……！）

　声をかけたかったが、出なかった。その場から動けなかった。視界の端には崎さき田た姉妹が映ったが、武器を持たない二人ふたりは、ただ互いを抱だき締しめて青ざめるしかないようだった。

　これは、あまりにも違う。違いすぎる。

　ノアは、文ふみ人ひとのことなど見てはいなかった。崎田姉妹のことなど気にもしていなかった。この男にとって自分たちは、足もとを這はう蟻ありほどの価値もないのだと理解した。

「だらしないな、フィフ・デグリース」

　ノアはテーブルを降りると、地じ響ひびきを立てて書棚へと近付いていく。

「それでも最強の《戦せん闘とう司書》なのか？」

「う、うるさ──」

　ノアの拳こぶしが、それ以上喋しやべることを許さなかった。

　大人おとなの腕のひと抱かかえもあるそれが、フィフの腹にめり込み──突き抜ける。堅けん牢ろうな書架が砕け、《本》が舞まう。

　その中に、腕の肘ひじから先を失ったフィフの千ち切ぎれた上半身と、足がおかしな方向へねじれて曲がった下半身を、文ふみ人ひとは見た。

（フィ──）

　喉のどが、声を上げることを拒んでいる。体が恐怖に震ふるえ、悲鳴を上げている。だが──

「──フィフっ！　戻れえっ!!」

　ありったけの声を張って、文人は《合がつ本ぽん》を開いた。

　途と端たん、バラバラになったフィフ・ルーエット・デグリースの体は吸い込まれ、《合本》は殴るように閉じた。あの大人の体は春しゆん夏かの創つくった芸術的ではあるが、仮かり初そめの肉体だ。ここにはもうひとつ、小さいがオリジナルの体がある。

「……小僧」

　ゆっくりと、ノアが振りむく。

　その姿を見ただけで、文人は失禁しそうになった。一番初めに出会ったときの、どこか線せんの細い印象など、もはやどこにもなかった。

　ノアは、周りの《本》を吸収していた。取り込み、大きくなっているのだと気付いた。

「……そいつをよこせ」

　文人は悲鳴を飲み込み、しっかりと《合本》を抱だき締しめた。

　胸に抱いたその《本》から、

（──フミヒト！　開けっ！）

（──出してくださいっ！）

　そう、声がした。

（フィフ！　ルーエット！）

　そうに違いなかった。だが、文人は躊躇ためらった。あの圧倒的な力の差を見せ付けられてしまっては、今度こそ破は壊かいされてしまうのではないだろうか。それを思うと、《本》にかけた指が痺しびれたように動かなくなる。

（──構うなっ！　小さければ小さいなりの戦い方があるっ！）

（──そうですっ！　このままでは無む駄だ死じにですっ！）

《本》を通して伝わってくる決意が、文人の手を動かした。

「──行け！」

　手にした《合がつ本ぽん》の左右を開く。

《本》の左右から二人ふたりの少女が、巨大なハサミを、カッターを持って飛び出した。

　フィフが着ているのは学校の制服。

　ルーエットは赤い革のコート。

　二人はぴったりと息のあった動きで、ノアの脇わきを駆かけ抜ぬけざまに存分にその踵かかとを切った。

　バランスを崩くずし、ノアは転倒する。

　だが、損傷した肉体は、他ほかの《本》を吸収することですぐさま再生した。立ち上がり、凄すさまじい拳こぶしが、恐ろしい足が、二人を破は壊かいしようと暴ぼう風ふうのように振り回される。触れただけで簡かん単たんに千ち切ぎれ飛んでしまうのは間違いなかった。

「ぬう！」

　ノアは苛いら立だたしげな声を漏もらした。

「ちょこまかと五う月る蠅さい鼠ねずみめ！」

「はっ！　捉つかまえられるものなら捉まえてみよ！」

「スピードなら負けないわっ！」

　フィフとルーエットは、ノアの手と足を紙一重でかわし続けたが、それは少しも余裕をもってのことではなかった。一いち撃げき、一撃が、そのまま死へと繫つながる。

　見ている文人の心しん臓ぞうが痛くなるほどだった。
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「──文ふみ人ひとさん……！」

　いつの間に来たのか、すぐ傍そばに、ビーが立っていた。息を切らし、大きな《本》を引きずるように抱かかえていた。

　彼女を責める気にはならなかった。

　詳しくはわからないが、先のやり取りを聞けば、顔を隠していたのはこの男に行方ゆくえを知られないためだとわかる。

「……お願ねがいです！　この《本》にある扉をすべて創つくってください……！」

　そう言って、ビーは抱えていた巨大な《本》を押し付けるようにした。

「これは……？」

「……《虚うつろの図と書しよ館かん》のすべての《扉》の意い匠しようです。長い時間をかけてようやく集め終わりました。このすべてが開けば、《虚ろの図書館》はひとつとなり、それぞれの世界からそれぞれの《戦せん闘とう司書》がやってきます。兄を倒すには、それしかありません……！」

「だけど──」

　文人は絶望に心を鷲わし摑づかみにされた。

　扉は、何十とあった。もしかしたら、五〇に届くかもしれない。それをすべて!?

「無理だっ……！」

　いくつもの《仕掛け》を作ってきたからこそわかる。いずれもただの扉ではない。その複雑さは簡かん単たんに再現できるものではない。

「……できます！　あなたならっ……！」

　根拠があって言っているとは思えなかった。しかし、やらなければ、ここからはもう出られないと思えた。

「わかった」

　文人は腹を括くくり、腰のベルトを外して床に広げるように置いた。《合がつ本ぽん》も。《紙》はここにある分で足りるだろう。

　ポケットに手を入れ、短い鉛筆を取り出す。《走そう馬ま灯とう》で時間を止めて設計を完全に行い、あとはひたすら作る──それしかなかった。それまで、フィフたちが持ってくれることを祈りながら、必死に手を動かすしかない。

「フーミン！」

　ルカとチカが傍そばに来てしゃがみ込み、文人を見た。さすがは修しゆ羅ら場ばをくぐってきただけのことはある。震ふるえてはいたが、動じてはいなかった。

「わたしたちにもできることはない!?」

「ある！　僕が創った《仕掛け》を組み立てて！」

　崎さき田た姉妹は頷うなずき、ビーが《本》を開いた。そこに描かれたひとつめの扉の意匠を見ながら、文人は鉛筆を回した。

　ぐうっと時間が引き延ばされる。周囲のすべてが止まっていく。その中で、文ふみ人ひとはひとつめの扉を設計した。立ち上がらせるのには難むずかしい工夫は要いらない。頭の中にそれを焼き付けたまま《走そう馬ま灯とう》を解除し、素す早ばやく《紙》に書き付ける。

「お願ねがい！」

　それを崎さき田た姉妹に渡し、次の設計に取りかかる。

「──ええい、ちょこまかと！」

「どこを殴っておる！　のろまが！」

「捉つかまえられると思っているなら、甘いわねっ！」

　フィフたちの、ルーエットの、ノアの声が轟とどろき、辺あたりに瓦が礫れきが、《本》が舞まう。

　その中で、文人たちはひたすら、《扉》を作った。

　ノアに気付かれたら、おそらくはお終しまいだった。いまはおそらく、為なす術すべもなく震ふるえている哀れな人間が身を寄せあっているように見えるだろう。そうでなくては困る。

　フィフとルーエットは、文人の方へノアを近付けぬよう、うまく立ち回っていると思えた。瓦礫は飛んでくることはあるが、迫り来る恐怖は感じなかった。

　頭を寄せあい、文人たちは黙もく々もくと、ただ黙々と、《扉》を作っていった。

　ビーのハサミをもつ手が震え、チカとルカの指は《紙》の弄いじりすぎで乾かん燥そうして裂けて血が滲にじみ、文人は《走馬灯》の使いすぎで頭が割れそうに痛み、鼻血が出た。

　それでも、誰だれ一人ひとり、手を止めることはなかった。

　やがて──

　ルカの指が動かなくなった。チカの手も止まった。代わりに文人が組み立てを担った。設計はもうすんでいた。後は切り抜き、組み立てるだけだった。

　あと三つ……二つ……。

　凄すさまじい音がして、振り向くとラウンドテーブルが真っ二つになっていた。もちろん何もせずにそんな風になるわけがない。割れたテーブルの上にはルーエットが横たわり、その腹を、ノアのさらに巨大になった足が踏み付けていた。

「うああっ！」

　苦しげな声が、ルーエットの口からこぼれる。

「貴様っ！」

　背後から襲おそい掛かったフィフだったが、その刃が届く前に、ノアの裏うら拳けんが襲った。フィフは咄とつ嗟さにハサミを十字に広げ、それを受けた。

「ぐあっ！」

　受け止め切れず、フィフは吹き飛ばされ、壁かべの書架に激突し、めり込んだ。

「……何をしている」

　文人は総そう毛けだった。

（気付かれた！）

　どっと汗が噴ふき出した。

「何をしていると訊きいているっ！」

　ノアがこちらへ来る！

　あとひとつ──ひとつっ！

「できたっ！」

《扉》は全部で六九枚だった。いま、そのすべてが完成し、《合がつ本ぽん》の中に挟はさみ込まれた。

「……文ふみ人ひとさん、早くっ……！」

　悲鳴のようなビーの声を聞きながら、震ふるえる手で文人は《本》を開いた。途と端たん、作ったすべての《扉》が飛び出し、ノアはそれに巻き込まれる形でバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついた。

　飛び出した《扉》は、空中に整せい列れつするように浮かんで止まった。

　それが、開く。

　バタバタと鳥の羽ばたきのように、扉は開いていく。そして──

「……来た……！」

　開いた扉のその奥から、次々と《戦せん闘とう司書》が飛び出してきた！

『──推すい参さん！』

　そんな風に言って、それぞれに意い匠しようを凝こらした巨大なハサミを持った少女が、女が、少年が、男が、宙に身を躍おどらせ、ノアに襲おそい掛かった！

「うおおおおおおおおっ！」

　ノアはその凶器そのものの腕を、脚を振るった。触れただけで吹き飛ばされ、叩たたき付けられる。しかし《戦闘司書》たちは怯ひるまなかった。何度でも挑んでいく。

「拙せつもっ……行くぞっ！」

　書架から体を引ひき剝はがしたフィフも、戦いに加わった。

　ハサミが、暴ぼう風ふうのように吹き荒れる。

　文人たちはそれに巻き込まれないように部へ屋やの隅に固まり、戦いの行方ゆくえを見守った。他ほかにできることは、もうなかった。

「ゴミがあっ！」

　ノアが巨大な手を、ハンマーのように叩たたき付けようとする。その腕に、ハサミが突き立ち、肉を抉えぐる。血の代わりに、裁断された紙が舞まう。

「足もとがおろそかよっ！」

　唯一、ハサミではなく巨大なカッターを持ったルーエットが、赤い閃せん光こうとなってノアの脚の間を駆かけ抜ぬけ、その片方の脚のアキレス腱けんを存分に切った。

　よくできた《禁書》ほど、体の細部、内部まで再現をされている。どうやらノアが動けるのは人と同じ理由、仕組みのようだ。腱を切断され、ノアは片かた膝ひざをついた。

「おのれっ……！」

　ノアが自分を見たことに、文ふみ人ひとは気付いた。おそらくはフィフたち自身でもある《本》を。それを破は壊かいされれば、いかなる《禁書》、《戦せん闘とう司書》も存在を失う。

　両手を組み、ノアは大きく振り上げる。まるで特大のクレーンのように。

　叩たたき付けるつもりだ、と文人は瞬しゆん時じに気付いた。だが、逃げ場はなかった。あたりは瓦が礫れきだらけで、隠れたとしてもそのまま叩き潰つぶされるのみだった。

　すぐ傍そばで、崎さき田た姉妹も息を飲んだ。

「密集隊形っ！」

　フィフが大声を上げながら、阻はばむように文人の前に飛び込んできた。同時に、巨大なハサミを十字に展開する。

　だが、フィフだけではない。

　他の《戦闘司書》たちも跳とんできて、同じようにハサミを開き、それぞれがそれぞれの隙すきを補うかのように立ち、巨大な盾たてのようになった。

　そこへ、拳こぶしが叩き付けられる！

　目の前で何人かの《戦闘司書》の膝が砕くだけ、足が潰つぶされるのを文人は見た。

　だが、耐え切った。

「押せえっ！」

　フィフの声に、まだ足が無事な《戦闘司書》たちが渾こん身しんの力を込めて立ち上がる。ノアは、片方の足のアキレス腱けんを断ち切られていることもあって、大きくバランスを崩くずした。

「突とつ槍そう隊形っ！」

　再び、フィフの声が響ひびき渡る。

　おお、という声と共ともに、無事な《戦闘司書》たちは人間ピラミッドのような隊形を組み上げた。頂にフィフを抱き、全員が閉じたハサミを構える。

　それはまるで、巨大な錐きりの先端。

「──爆ばく突とつっ！」

　フィフの号令一下、その巨大な錐の先端は、まるで弾丸のように床を蹴けった。

　衝しよう撃げきで辺あたりの本や瓦が礫れきが舞まい上がり、文ふみ人ひとは咄とつ嗟さに顔を庇かばいながら、腕の隙すき間まからフィフたちを目で追った。

「ノアっ！　覚悟っ!!」

　それは、フィフ一人ひとりの声ではなかった。ルーエットの、そしてすべての《戦闘司書》の声がひとつになったものだった。

　ノアはそれを腕で阻はばもうとした。しかし、遅い！　一瞬早く、フィフたちは重なりかけた腕の隙間を跳び抜け、その分厚い胸に激げき突とつした！　そして──

（やった！）

　一いつ瞬しゆんの抵抗のあと、巨大な錐きりの先端はノアの胸を抉えぐり、穴を穿うがち、骨を砕くだき、背中へと尽き抜けた。血ち飛沫しぶきのように、千ち切ぎれた神が吹雪ふぶきのように舞う。

《戦せん闘とう司書》たちの隊形は崩くずれ、バラバラとなり、ほとんどは書架へと叩たたき付けられる。床へと落ちる。

　だが、その中でフィフだけは体を捻ひねり、叩き付けられるどころか、逆に書架を蹴けり、ノアを目掛けて再び跳とんだ。

「これで、しまいじゃあっ!!」

　振り向いたノアの額ひたいに、フィフは拳こぶしを叩き付けた。爆発的な光が噴ふき出す。その中に、文ふみ人ひとはもはや見み慣なれたものを見た。

（あれは──封紙っ!?）

　間違いなかった。

　フィフがノアの額に叩き付けたのは、抉るように埋め込んだのは、幾つもの《禁書》を閉じ込めてきた、封印の《紙》だった。

　獣けもののような咆ほう哮こうが上がる。腕が、足が、ページと化し、額に向かってばたばたと折りたたむように綴とじていく。

「お、おのれっ！　おのれ《司書》どもっ！　これで終わったわけではないぞ！　歴史は繰くり返す！　私はまた必ず蘇よみがえるっ！」

「だとしても同じことじゃっ！　その言葉、そのままそっくり返してくれるっ！　歴史は繰り返す！　何度蘇ろうと、拙せつが！　仲間が、貴様をまた封印するっ！」

「ぐおおおおおおおおおっ！　忘れぬぞ、フィフ・デグリースッ！　いつの日か、必ずや貴様を！　貴様らをーっ！」

　言葉は途中で途と切ぎれた。

　ノアは、テーブルにでもなりそうなほど、恐ろしく巨大で厚い、一冊の本となり、轟ごう音おんを響ひびかせて、床に落ちた。

　わっ、と歓声が上がった。

　傷付いた《戦闘司書》たちは、互いに抱きあい、勝利を讃たたえあった。

　それがすむと、彼らは再会を喜び、久しぶり、と言う声が狭い部へ屋やに満ちた。姿も性別も年の頃ころもバラバラだ。だが、その全員が紫むらさき色いろの瞳ひとみをしていた。

　文人は、魂が抜けたように呆ぼう然ぜんと、その様よう子すを見つめていた。何もかもが夢であったような、そんな気分だった。だが──

「ちょっと通せ……通さんか！」

　その声が、文人を現実へと引き戻した。夢のような現実へと。

（……フィフ！）

　文人はその姿を捜し、そして、見つけた。

　彼女は、ルーエットに肩を貸すようにして、こちらへやってくるところだった。そして、いつのまにか《戦せん闘とう司書》たちは静まり、その様よう子すを見つめていた。

　フィフはついに文ふみ人ひとの前に立ち、《まいすた》を見上げた。

　ぼろぼろだった。自然修復できないほどではないが、ひどいものだった。服などは、ほとんど布切れを纏まとっただけみたいになっている。ルーエットの赤い革のコートはよれているだけなのに、ひどい差だった。

　こんなところでも、父との腕の差を、文人は見せ付けられた気がした。だが、口惜しくはなかった。ただ、すごい、と思い、憧あこがれに似た感情を抱いただけだった。

「勝ったぞ、フミヒト」

「うん。……さすがは、僕の《戦闘司書》だ」

「当然じゃ」

　ふふん、とフィフは不ふ敵てきに笑った。ぼろぼろなのに、太陽のように笑った。

「拙は、最強の《戦闘司書》じゃからな！」

　もう一度、すべての《戦闘司書》の口から、歓声が上がり、それはいつしか、フィフと文人を讃たたえる声に変わって、いつまでもやむことがなかった。




　　　　　☆




「……ある意味、兄の言ったことは正しいのかもしれません……」

　すべてが終わった後で、ビーはそう言った。

「……この《虚うつろの図と書しよ館かん》は、人類が滅んだ後もその知ち識しきを後世に残す目的で、古代の魔ま術じゆつ師したちが創つくり上げたものです。その中の中心人物であった一人ひとりが、わたしと兄の父であり、フィフさんの《マイスター》でした……」

　ビーは、その魔術師の名前は言わなかった。忘れてしまったと言った。

「……生きている人間を《綴とじる》ことができることに気付いたのは、偶然でした。それはこの《虚ろの図書館》が世界の狭はざ間まに存在するのと同じ原理だとか。ともあれ、それを知ったときから兄は変わりました。もとより、人類が滅びることが前提で作られたわたしたちです。ならば人類そのものを残さずに知識だけ残していったい誰だれがそれを使うのだ、と兄の考えは歪ゆがんでいきました。そして、兄は人間の《本化》と収集を始めました。人類を残すという目的のために人類を滅ぼそうと考えたのです……」

　それは、大いなる矛む盾じゆんだった。

「……父の仲間たちは次々と《綴じ》られていき、父は兄に対抗するために、フィフさんを初めとする《戦せん闘とう司書》を創つくりました。兄は撃げき退たいされ、館長の任はわたしが担いました。それ以来ずっと、兄はことあるごとにこの《虚うつろの図と書しよ館かん》を我がものにしようと目論もくろみ、私たちと戦いを繰くり広げているのです……」

　ビーは、いた、とは言わなかった。それはつまり、これからもまだ続くということだ。

　素顔の彼女は、どこかボーイッシュではあったが、とても綺き麗れいだった。以前、事故のようなもので被かぶり物ものを外しているときに遭そう遇ぐうしたとき、自分をブスと言っていたがそんなことはまったくなかった。

　それを言うと、

「……兄に似た顔を見ると、やっぱりみんなに苦労と迷惑をかけていることをどうしても思い出して、暗い気分になってしまうので……」

　と、はにかんだように微笑ほほえんだ。

　だがおそらくは、顔を隠していたのはそれだけが理由ではあるまい。自分がノアに狙ねらわれていることを承知しているから、その存在を消すためもあったのだろう。

　事実、フィフ──ルーエットの記き憶おくにも、ビーの素顔はなかった。もっともそれは、彼女たちを創った初代の《マイスター》が、ビーに被り物を授けた（もちろんそのときは熊くまの頭ではなかった！）ときに消したのだということだった。

　すべての部へ屋やを接続し、《虚ろの図書館》を完全な形に戻すことができたビーは、もはやどこにでも外界との《扉》を開くことができた。

　無事にもとに戻ることができ、帰るところがある人々は、彼女の手によって送り返された。

　八や代しろもだった。

　ノアに利用された形の彼であったが、体に特に異常はなく、文ふみ人ひとは彼の部屋に《扉》を開いてもらって送り届け、わざと大きな音を立てて彼の両親が様よう子すを見に来るように仕向けてから引き上げた。

　そうして。

「あとは、ルカさんたちのご両親だけだけど……」

　すっかり片付けの済んだビーの部屋で、大事そうに、それぞれが両親の《本》を抱える二人ふたりに、文人は訊きいた。

「二人はこの後、どうするの？」

「故郷に帰るわ」

　チカの答えに、躊躇ためらいはなかった。

　それはつまり、自分たちの許もとを去るということだ。寂しさが胸に風を吹かせたが、引き止めることはできなかった。

　二人は、ようやく家族を取り戻したのだ。誰だれであろうと邪じや魔まをすることはできない、彼女たちの当然の権利だった。

「そっか……」

「短い間だったけど……ありがとね、フーミン」

　ルカが手を差し出し、文ふみ人ひとはそれを握った。

「あ。ちなみにね、おっぱいをさわったら結婚とか、あれ、噓うそだから」

「ええ!?」

「あれ？　残念？　だったらほんとに結婚しちゃっても、わたしはいいけど？」

「い、いや、それは──」

「姉ねえさん」

　チカに耳を引っ張られ、ルカは、いたたた、と言いながら手を放した。

「ったく……」

　ぺろりと舌を出す姉を睨にらみ、チカは文人を向いた。

「ごめんね、噓ついて。……でも、フーミンと暮らした今日きようまでは、《焚ふん書しよ鬼き》として旅を始めてから唯一、楽しい毎日だった」

「チカさん……」

「そんな顔しない。別に、もう会えないってわけじゃないんだから。携けい帯たいだってあるし、わたしたちも春しゆん夏か先生の作品、また見せてもらいたいし」

　文人は頷うなずいた。そうだ。別にこれでもう会えないわけじゃない。チカも手を差し出し、ルカと同じように文人はしっかりと握った。

「でも……きっと寂しくはなるね」

　チカの言葉に、文人は頷いた。が──

「……いえ、それは大丈夫です……」

　何な故ぜかビーがそんなことを言い、文人は振り返って彼女を見た。ビーの傍かたわらには、ルーエットとフィフが立って、文人たちのことを見つめていた。

「ビー……？」

「……ごめんなさい。わたしたちに関する記き憶おくのすべてを、関係した人間すべてから、消させてもらいます。完全になった《虚うつろの図と書しよ館かん》館長として。そのための《力》も戻りました……」

　文人は、不意打ちで殴られたような衝しよう撃げきを受けた。それは、自分でも驚おどろくほどのショックだった。膝ひざから力が抜け、それを誤ご魔ま化かすために、文人はテーブルに手をついた。

「ち、ちょっと待ってよ……。え……？　噓、だよね……？」

「……いえ……」

　ゆるゆるとビーは首を振った。

「そんな！　いや、八や代しろや雲くも木きたちはわかる！　彼らは巻き込まれただけで、被害者だ！　だけど、僕らは──」

「……あなたたちも同じです……」

　ビーの言葉は揺るぎがなかった。

「……ルカさん、チカさん。ご両親には《本》になっていたときの記き憶おくがありません。その間の擬ぎ似じ記憶を、わたしは用意するつもりですが、あなたたちは、ご両親の記憶が擬似であると知ったまま、幸せに暮らせますか……？」

「それは……」

　二人ふたりは言葉につまった。

「……わたしは無理だと思います。これまで幾いく度ども同じようなケースをわたしたちは体たい験けんし、その結果を見てきました。その結果、わかったことは、噓うそをそうであると知っていてその中で暮らす者は、幸せにはなれない……」

「どうして……？」

　絞り出すようにルカが訊きいた。

「……真実を知る者にとっては、そこは偽りの世界になってしまうからです。真実を知る者たちは、罪悪感もあり、孤独を深めていき、やがて耐えられなくなります……」

「だったら──」

　文ふみ人ひとは耐え切れずに口を開いた。

「だったら、全員の記憶を消さなければいいじゃないか！」

「……文人さん。この世の人々は、真実に耐えられる人ばかりではないんです。それに耐えられない人は、ずっと多いのですよ。知らなければよかった、という言葉を、わたしは何千回となく聞きました。たとえ偽りであっても、誰だれもそれを知らなければ、それはその世界の真実なのです……」

　文人は答えられなかった。言葉を見つけることができなかった。自分の語ご彙いの少なさを心底から呪のろった。ビーを言い負かす言葉を見つけられない己おのれを呪った。これは幼い頃ころから《本》を嫌って遠ざけてきたその報いなのだろうか、と思い、ひどい後悔に、胸を抉えぐられ、毟むしられる思いだった。

「フミヒト、そんな顔をするな」

　一番最初に彼女のために創つくったノースリーブのワンピース姿で、フィフは微笑ほほえんだ。

　その笑え顔がおはしかし、どこか無理をしているように、文人には見えた。或いはそうであってほしいと思っているからなのかもしれない。

「目的が果たされた以上、拙せつはそっちに留とどまるわけにはいかぬのじゃ。それに、これから残った《戦せん闘とう司書》どもの世話をせねばならぬ。連中、眠っていたところを無理やり起こされて、不安定じゃ。何しろ《まいすた》がいない状態での、無理な運用じゃったからの。とりあえずはビーが仮の《まいすた》になっているが、暴ぼう走そうする前に、それを一冊ずつ、もとの部へ屋やに戻さねばならん仕事もある。忙しくて困る」

「だったら、僕も残るよ！　そうすれば──」

「馬ば鹿かを言うな」

　静かだが、有無を言わせぬ声だった。

「ママさまはどうする？　夫を亡くし、その上、息子むすこまで失えというのか？」

「それは記き憶おくを──」

「そなたは、それに耐えられるのか？　偽りの世界で生きつづける、ママさまを、こっちにいて見つづけることができるのか？　ヤシロやヨミの記憶のことですら、罪悪感を抱いていたそなたに、それができるのか？　ママさまを捨てられるのか？」

　文ふみ人ひとは拳こぶしを握った。できるとはいえなかった。あの家でただ一人ひとり、父と自分の遺したものに囲まれて暮らす母を想像するだけで、胸が寒くなった。

「……ここに残るということは、そういうことなのじゃ」

「だけど……」

　文人は体が引き裂かれる思いがした。本当にそうできたらいいのに、と思った。

　残りたかった。

　忘れたくなかった。

　別れたくなかった──フィフと。

（あ──）

　文人は、心しん臓ぞうが大きくひとつ跳はねるのを感じた。

　わかった。わかってしまった。

　どうして、自分がこんなにも強くここに残りたいのか、その理由に。

（僕は、フィフのことを──）

　人ではないとか、そんなことは関係なかった。なんのハードルにもならなかった。

　フィフはフィフとしていつだって傍そばにいて、文人にとっては《戦せん闘とう司書》であるよりもまず一人の愛らしい少女だった。

　そうだと、わかってしまった。

「……こらこら、フミヒト」

　フィフは、困ったような笑え顔がおを浮かべた。

「迂う闊かつすぎるぞ？　そんな顔を、惚ほれた娘に見せるものではない」

「フィフ……」

「ったく……拙せつを困らせるな」

　声がくぐもる。

「仕方あるまい？　残ったとしてもどうせそなたとはキスもできぬ身じゃ。ま、心残りといえば、結局、パンツを創つくってもらえなかったことじゃが──」

「創るよ！」

　文ふみ人ひとは言った。

「絶対に創つくってやる！　だから──」

「フミヒト……それは、そんな風に拳こぶしを握にぎり締しめていうことではなかろう！」

「あ──」

　思わず力が入ってしまった。

「ほんとにもう……」

　フィフは笑い、紫むらさき色いろの瞳ひとみに涙が溜たまった。

「しかたのないやつじゃ。……では、まあ、そのうちに──な」

　ありえないことと知っていて、それでもそう言ってくれたのだと、文人にもわかった。もはや何を言っても、何をしても、運命は変えられないのだと悟らざるをえなかった。

　だが、まだ終わってはいなかった。

「……文人さん……」

　静かにビーは言った。

「……フィフさんの《マイスター》の放棄をお願ねがいできますか……？」

「え──」

「……たとえ記き憶おくを失っていても、あなたが権利を放棄していないと、フィフさんは次の《マイスター》と結ばれることができません。いざというときのために、お願いできますか……？」

　文人は言葉につまった。

　ビーに言われるまで《マイスター》としての関係には思い至らなかったが、聞いてしまえばそれは二人ふたりに残された最後の《絆きずな》のように思えた。

　それまで、ビーは奪うというのか。

　だが──

「ビー！」

　彼女と文人の間に割って入ったのは、フィフだった。

「それはいいじゃろう!?　何もかも忘れてしまうのじゃ！　そのくらい──」

「……フィフさん。完全に回復した《虚うつろの図と書しよ館かん》の中であれば、あなたがたも自分の意志で自在に《本》から出られます。が、外の世界ではそうは行かないのですよ？」

「そのときは──そのときこそは、またフミヒトに頼めばいい！」

「……また、巻き込むというのですか？　今回は命がありましたが、次は春しゆん夏かさんのように、命を落とすかもしれないのですよ？　それがわかっていて──」

「いいよ」

　ビーの言葉を遮さえぎり、文人は言った。

「それでいい。そうしてくれ、ビー。それなら僕は納得する。いや……お願いだ。僕をこれからもずっと──記憶をなくしても、フィフの《マイスター》でいさせてくれ！」

「拙せつからも頼む！　お願ねがいじゃ、ビー！」

　グリーズ・ビーは二人ふたりをじっと見つめ──それは何分にも感じた──やがて、ゆっくりと、深く深くため息をついた。

「……わかりました。それぐらいは認めましょう……」

　フィフの顔がパッと輝かがやいた。文ふみ人ひとの顔も。

「っていうことは、ようするに」

　と、それまで黙だまっていたルーエットが言った。

「わたしの《マイスター》でもありつづけるってことですよねっ？」

「え……？　あ、そっか。そういうことになるか」

「ああっ！　なんですかその言い方っ！　忘れてましたねっ！　ちょっとひどいですっ！」

「ごめん、悪かった！」

　ふくれるルーエットに、文人は手を合わせて謝あやまり、部へ屋やはようやく笑いに包まれた。

　もちろんそれで、悲しさ、寂しさが消えるわけではない。だが、どうせなら、笑って別れたいと、ここいる誰だれもが思っているはずだった。

　ひとしきり笑った後、フィフがほうとため息をつき、文人の前まで来た。

「……お別れじゃな」

　まだ、大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみに涙をためたまま、フィフは言った。

「楽しかったぞ。あと……パンツ、忘れるでないぞ？　もう、拙せつはそなたの創つくったものしか穿はかぬと、心に決めたのじゃからな」

「わかった。必ず気に入るパンツを作れるようにしておくよ」

　ぷ、と噴ふき出し、文人とフィフは笑いあった。

「別れの会話にしては、まぬけじゃな」

「まったくね」

　堪こらえ切れなくなったように、彼女の瞳ひとみから涙がこぼれ、頰ほおを伝った。

　すると。

　突然、フィフの手が胸むな倉ぐらをつかみ、文人を屈かがませた。

（何──）

　がち、と歯が鳴った。

　くちびるに柔らかいぬくもりを感じ、文人は目を瞠みはった。

　それは──長いようで一いつ瞬しゆんの、ただ一度のキス。

　フィフは突き飛ばすようにして文人から離はなれ、真まっ赤かな顔で、

「褒ほう美びじゃ！」

　と言った。

「そなたの体内にまだ《紙》が残っているうちだからできる、拙の生まれて初めての、ただ一度きりのキスじゃ！　光栄に思えよ！」
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　嗚咽おえつが込み上げてきて、文ふみ人ひとは必死に耐えた。

　泣きそうだった。

　嬉うれしくて、本当に嬉しくて、声を上げて泣いてしまいそうだった。

「さらばじゃ！」

　フィフの声が部へ屋やに轟とどろいた。

　それが合図であったかのように、文人は足もとが揺らぐのを感じた。世界が変わっていくのをはっきりと感じた。

「フィフ！」

　文人は、ありったけの声で叫んだ。

「僕は忘れない！　絶対に忘れないからな！」

　遠くなる意い識しきの中で、フィフが何かを言ったような気がした。だが、文人の耳はそれを捉とらえることはできなかった。




　そして──すべては幻と消えた。













　　　　　エピローグ







「えっと……ごめんなさい」

　江え本もと文ふみ人ひとは、図と書しよ室かんの司書である夏か宰さい都みやこからの告白に、そう答えた。

　高校二年生の二月も半ばを過ぎた、寒い放ほう課か後ごだった。

　バレンタインデーにチョコをもらい、それが義理ではなくて本気だとわかってから三日。きちんと考え、出した答えだった。

「そっかー……」

　他ほかに人のいない図書室で、直立不動で泣きそうな顔で文人の言葉を待っていた夏宰は、緊きん張ちようの糸が切れて、どこかほっとしたかのような表情になって、ほう、とため息をついた。

「聞かせてもらっていい……？　他に……好きな人がいるの？」

　文人は考え、小さく頷うなずいた。

「そっか。それって、ひょっとして──」

　言いかけ、だが都は口をつぐんだ。

「ううん、いいの。だけど、ありがとう。こんなオバサンの告白に、ちゃんと考えて、答えを出してくれて」

「夏か宰さいさんは、全然、オバサンさんなんかじゃないですよ！　クラスには、夏宰さんのこといいって言ってるやつだって沢たく山さんいます」

　それは噓うそではなかったのだが、夏宰がどう捉とらえたかはわからなかった。

　えへへ、と笑って、都みやこはハンカチで目頭を押さえた。仕方がないこととはいえ、女性を泣かしてしまったことに、文ふみ人ひとは胸の痛みを感じた。

「ありがと」

「夏宰さん……やめませんよね？」

「司書を？　もちろん。こんなひどい不況のときに、失恋くらいで、いちいちやめていられますか！　あ。か、勘かん違ちがいしないでね？　それは、軽い気持ちだったとか、そういうことじゃなくって──」

「わかってますよ」

　文人は笑った。

　こんな人と付き合ったら、きっと楽しいだろうとは思う。けれど、できなかった。それは夏宰に対しても、失礼で酷ひどいことだ。

「えっと……それじゃあ、僕は帰ります」

「うん、ありがとう……気を付けてね」

　文人は頷うなずき、踵きびすを返しかけ、足を止めた。

「──夏宰さん」

「ん？」

「また……明日あした」

「はい、また明日」

　明るく言って手を振る都に、文人はほっとして図書室を出た。

　彼女がこれからどうするのかはわからない。友達に電話をして泣くのかもしれない。吞のみに行くのかもしれない。

　けれど──また明日。

　彼女はそう言った。それはどこかへ行ってしまわないという約束。そんなことに文人は何な故ぜかとても、安あん堵どを覚えるのだった。

　高校に入学してから、もうすぐ二年。

　一年のときと同じで、取り立てて面おも白しろいこともなく毎日は過ぎていった。昨日きのうと明日は、ほとんど変わることはなかった。母は昔と同じで変わらなく忙しく、家で顔を合わせることの方が稀まれであったし、一人ひとりでの食事にも寂しさは感じなかった。

（や……もう、ひとりじゃないか）

　ミロのことを思い出し、文ふみ人ひとは思わず口角が下がった。

　少し前に猫ねこを飼い始めたのだ。

　家の前に《飛び出す絵本》と共ともに捨てられていて、その本に出てくる擬人化された美少女猫が、ミロという名前だった。

　食事も水も家の中では摂とらず、いつの間にかいたりいなかったりだったが、文人が食事をしたり寝たりするときには、いつの間にか傍そばにいて、尻尾しつぽで足を撫なでたりする。

　それがなんとも愛いとおしかった。

（……あれ？）

　階段を下り、人の少なくなった廊下を過ぎて下げ駄た箱ばこに着いた文人は、そこに知った顔を見つけて、歩ほ調ちようを緩ゆるめた。

「雲くも木き？」

　文人の声に、一年のときのクラスメートでいまは委員会が一いつ緒しよの雲木詠よみが、振り返って眼鏡めがねの位置を直した。

「ひょっとして、待ってた？」

「時間、あったから。そっちの用事はすんだの？」

「あー……うん」

　ふうん、と呟つぶやいて雲木は靴を履はき、文人も急いで上履きを履き替え、揃そろって校舎を出た。

　雲木とこんな風に帰るようになったのは、一年の終わりのころからだったように思う。

　といってもいつもは二人ふたりきりではなく、もう一人ひとり、雲木の中学時代からの友人で、文人とはいまもクラスメートの八や代しろ秀ひで英あきという男がいるのだが、今日きようは姿が見えなかった。

「八代は？」

　と訊きくと、

「今日は病院。冬はとくに出やすいんだって──喘ぜん息そく」

「そっか。大変だな……」

　八代は立派な体格をしているのだが、小児喘息が治ってはいなかった。それでも随分とましになったと本人は言っているが、まだ通院は欠かせないらしかった。

　それにしても、と文人は不ふ思し議ぎに思った。

　中学の頃ころはあれだけ本が嫌いだったのに、いつの間にか図と書しよ館かんの常連になり、いまでは図書委員にもなって、こうして同じ委員会の女子と帰るようになるとは。

「そういえば、さ」

　学校を出て駅に向かいながら、雲木は言った。

「どう、だった……？　チョコ」

　横顔を見ると、寒いのだろうか、少し頰ほおが赤かった。

「食べた、よね……？」

「あ、うん」

　文ふみ人ひとは雲くも木きからもチョコレートをもらっていた。夏か宰さいのも合わせると二個だ。母と、母の職しよく場ばの女性からの分を数えなければ、初めてでいきなりの快挙だった。

　もっとも、雲木はリボンの色が違うだけの同じものを八や代しろにも渡していたから、間違いようもなく義理チョコであったが。

　まさか、中身が違うなどということはあるまい。

「うん。おいしかったよ」

　正直に、文人は言った。トリュフ、とかいうやつだった。形が悪いのがいかにも職人が手作りしました、という感じで高級感があった。

　お返しはなんにしようか。

　八代と一いつ緒しよに、クッキーとかを買いに行くのがいいかもしれない。同じものをもらったのに、お返しにあまり差がつくのは友情のバランスが微妙に傾きかねない。

「そっか……」

　雲木はやけに嬉うれしそうにつぶやいた。

「あ、これから時間ある？　よかったら、マックとか──」

「あー、ごめん」

　文人は顔の前に手を立てた。

「これから、母かあさんの用事で会社の近くの本屋に行かなくちゃならないんだ」

「あ、そうなんだ……」

　雲木の肩が、がっくりと落ちた気がした。

　そんなに小腹が空いているのだろうか。

　申もうし訳わけない気はしたが、これから行く本屋は店主が気まぐれでいつも開いているわけではないので、どうしても今日きよう、行かなくてはならなかった。

「ごめんね」

「ううん。じゃあ、また明日あしたね」

「うん、また明日」

　文人は手を振って駅で雲木と別れ、電車に乗って母の勤める出版社のある街に向かった。

　といっても数駅先のことで、学校の帰りに寄っても、大して時間は取られない。

　窓から外を眺めながら文人は、そういえば、と昨夜ゆうべ、母が電話で言っていたことを思い出した。近々、家に、お客があるということだった。

　母が前もってそう言ったということは、お客の目的は、父の遺した作品だ。

　装そう丁てい家かの父、江え本もと春しゆん夏かの手がけた作品を、我が家では美び術じゆつ館かんさながらに、展示、保管している。基本的に非公開なのだが、時折、誰だれかの紹介で母が付き添って案内することもあった。

　確たしか、関かん西さいの方の装丁家の卵で、双子の姉妹だということだった。

　若くして賞しようを取り、全国紙の新聞にも載ったことがあるらしい。その二人ふたりが上京するにあたり、どうしても、と他社の編へん集しゆうを通じて頼み込んできたということだった。

　父の、熱ねつ烈れつなファンらしい。

　昔はそう聞いただけで裸足はだしで逃げ出してしまいたくなったが、いまはそうでもなかった。

　高校に入って本を読むようになって、その結果、多くの本に触れて、父の仕事に多少は理解が出てきた、ということなのかもしれない。

　来年は、高校も最後の年だ。受じゆ験けんのことも考えなければならない。よもや父と同じ道に進もうとは思わないが、将来のことなど、まだ曖あい昧まい模も糊ことして何も見えなかった。

　電車はまもなく駅に何事もなく到着し、文ふみ人ひとは改札を出て目的の本屋へと向かった。

　その店の店主は若い女性で、元は母の部下だった。本が好きすぎて自分で古書店を開業したのだが、ただの古書店ではなかった。

　日本では珍しい稀き覯こう本ぼん専門の古書店なのだ。

　稀覯本とは、簡かん単たんに言ってしまえば、珍しくて価値のある本のことだ。普通の古書店でもそうしたものを扱ってはいるが、専門、となると少ない。

　彼女は海外に行ってそうした稀覯本書店に入り（なんと予約制！）いたく感銘を受けて、日本でも同じものを作ってしまったのだという。

　そんな彼女は、父の本をなんとか手に入れようとときどき家にやってくる。

　だが、大抵は朝まで母と出版界の未来や出版不況、活字離ばなれなどについて延々と話をして、帰っていくだけだった。

　母は、父の本を絶対に売らない。彼女もそれはわかっているはずなのだが、いずれは折れると思っているのだろうか。

　文人は近道をして、ビルとビルの間の路地を抜けた。室しつ外がい機きやらビール瓶びんのケースやらの間を通って反対側に出れば、店はすぐ目の前だった。大通りを行くよりも、四分の一の時間でたどり着くことができる。

　途中、背中の辺あたりがぞわっとして、文人はあたりを見回したが、何もなかった。

　無事、路地を抜けた文人は、通りを渡って細いビルの一階にある、大きなガラス張りのウィンドウディスプレイの店の前に立った。

　ドアは閉じていて、文人はすぐ脇わきのインターホンを押した。

　この店も、予約制なのだ。

　一冊、数百万もする本も扱っているから、用心のためもあるのだろう。しかしこれで経営が成り立つのか、他ひ人と事ごとながら文人は心配になった。

『──はぁい』

　インターホンから眠たそうな女性の声が返った。

「あ、江え本もとです。母かあさんに頼まれて来たんですけど」

『待って、いま開けるから』

　いつものように何やら重厚な音がして、ドアが開かい錠じようされたのがわかった。

　把とつ手てを引いて中に入ると、外に比べると今日きようは温かかった。店の中は文ふみ人ひとの家と同じで、いつも一定の気温と湿度に保たれている。

　文人は、中をぐるりと見回した。

　平台のガラスケースに入った本はとても高価で、扱いにも手袋を必要とするが、そうではない、それと比べると手て頃ごろな──といっても数万から数十万はする──外国の本も、壁かべのガラスケースの奥の書架には収められている。

「いらっしゃい」

　言って、奥から、長い髪をひとつに編あんだ、パンツルックの店主が姿を現した。

　名前を、[image: ひ]ひ川かわ桜さくら、という。

　母は彼女を桜ちゃんと呼んでいて、確たしかまだ二〇代だったが、何かにつけて思い切りのいい女性だと、いつも聞かされていた。

「お使い、ご苦労様。すぐ用意するから、適当に見てて」

「はい」

　[image: ひ]川が再び奥に姿を消すと、文人は書架に向かった。

　ガラス越しに、壁の書架の古びた革の装そう丁ていの本を見る。どれも、過ぎた時間を十分に感じさせる、いい具合に古びた本ばかりだ。

　ゆっくりと横に移動しながら背表紙を眺めていた文人は、ふと、足を止めた。

　他ほかと比べると、随分と大きな本が挿ささっていた。

　古いはずなのだが、背表紙にはくっきりと手の痕あとが残っていて、最近まで、随分と繰くり返し読まれていたのだと感じられた。

「ああ、それ？」

　綺き麗れいに梱こん包ぽうされた包みを持って戻った[image: ひ]川は、それをカウンターに置くと、何も言っていないのに鍵かぎを開け、その本を取り出した。

「これ、昨日きのう、入荷したんだけど。面おも白しろいの」

「面白い？」

「それがね。糊のりが貼はり付いちゃってるのか、開かないのよ。随分、古いものらしいんだけど、いま、なんとか無事に開けないか、専門家を探してるところ」

「糊剝はがしのですか？」

　[image: ひ]川は笑った。

「文人君、面白い。そうじゃなくて、美術品の修復の専門家。わたしの見立てだと、結構なお宝な感じ。こういうのを専門にしている好こう事ず家かって結構いるのよ」

「なんなんですか、この本」

「多た分ぶん、すごく古い《飛び出す絵本》」

　何な故ぜか、文ふみ人ひとはどきりとした。心しん臓ぞうが口から飛び出すのではないかと思うくらい、理由はわからなかったが、驚おどろいた。

「初めての業者だったから、どうかな、と思ったんだけど、ピンときたの。──はい」

　[image: ひ]ひ川かわは本を差し出し、文人は思わずそれを受け取ってしまった。

　一いつ瞬しゆん、息をするのを忘れた。

　そのくらい、その手て触ざわりに心を奪われた。しっくりくる、などという話ではない。まるで自分の一部であるかのようだった。

「ふふん。なんだか随分と気に入ったみたいね。どう？　予約する？　しちゃう？」

「やだな……僕なんかが買える値段じゃないでしょう？」

　そういいつつ、目は表紙から離はなせなかった。

「けど、気に入ったんでしょう？　文人君。本との出会いは、一いち期ご一いち会えよ。特に古書の世界ではね。文人君なら特別に、出世払いにしてあげるけど？」

「そんなこと言われても……」

　買うつもりなどなかったし、買えるはずもなかった。

　だが、離したくなかった。

　文人は、そっと表紙に親指をかけてみた。すると──

（開く……？）

　そう感じた。

　無理に力などかけてはいない。添えるように置いただけで、なんの抵抗もなく、その本は文人に応こたえて開こうとしていた。

「そうそう、その箔はく押おしされた書名なんだけど──」

　声が遠い。

「──持ち込んだ業者が言うには、地ち中ちゆう海かいの方の古い方言のような言語で、きちんと訳すと長ったらしくて意味もわかりにくいんだけど、教えてもらったわ。ええと──」

　手帳を取り出し、[image: ひ]川は素す早ばやくページを捲めくった。

「ああ、あった。……ふふん。なんだか、ただ単語を並べただけみたいなのよね」

「……なんですか？」

　表紙から目を離さず、文人は訊きいた。手の中で、その本は何もしないのに開いていく。胸が熱あつくなり、表紙が涙に歪ゆがんで見えた。

（そうか……）

　文人は、その《本》を知っていた。

　思い出して──いや、忘れるはずがなかった。

　そう、約束した。

（……フィフ！）

　はるか遠くで、その《本》のタイトルはね、と[image: ひ]ひ川かわ桜さくらの声がした。




　──『司書とハサミと短い鉛筆』、だって。





《終》















　　　　　あとがき







　前巻のあとがきで書いた通り、今度は早く出せました！　というわけで、二ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たです──ゆうきりんです。




　長らくお付き合いいただきました『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズも、全七巻、この本をもって、完結となります。

　ご愛読、ありがとうございました！

　好きな《飛び出す仕掛け絵本》でこうした物語をかけて、実に楽しかった。

　本当に。

　ひとつ心残りがあるとしたら、実際にフィフの《飛び出す仕掛け絵本》を作れなかったことでしょうか。

　残念。誰だれか、作ってくれないかなー。




　しかし……よもや、最終巻までフィフのパンツ穿はかないのを引っ張ることになるとは、夢にも思いませんでした。

　でも、おかげで毎巻、トモセ先生の表紙イラストが楽しみで！

　六巻もすごくきわどかったですが、果たして最終の今巻がどんな表紙になるのか、いまからとても楽しみです。

　お疲れ様でした！

　そして、ありがとうございました！

　またどこかで、お仕事ご一いつ緒しよできたら、とても光栄です。




　で。二年の間に、《仕掛け絵本》も随分と増えました。

　いったい、何冊買ったかなー。英語版が多いですが、最近は開くと《飛び出す》だけでなく音が鳴ったりするものも増えてきました。

　一番最近買ったもので珍しい本は、女優の蒼あお井い優ゆうさんの『うそっ。』という《仕掛け絵本》でしょうか。本自体が、蒼井優さんの横顔の形をしていて、中も楽しかったです。

　こういう本、これからも増えていって欲しいです。




　最近は、専用眼鏡めがねをかけ、本を開くとページの上に映像が動いて見えるものが、テレビで取り上げられたりもしてますが、私は、あれには興きよう味みはそそられないです。

　やっぱり、どうなってるのかもよくわからない構造で折りたたまれているものが、開いただけで、どーんと実際に《飛び出して》くるのが、醍だい醐ご味みですから！




　紙、サイコー！




　ということで、『司書とハサミと短い鉛筆』に、この二年、お付き合いいただき、ありがとうございました！

　まったくもって世せ知ち辛がらい昨今、七巻も続けてこられたのは、買って、読んでくださった皆さまのおかげです。




　それでは、また別の物語でお逢いしましょう！




　二〇一〇年　　六月上旬


ゆうき　りん







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体、イベント等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

フィフや文人達ともこれでお別れです。はいてない絵をたくさん描いて長くお付き合いさせて頂いたので寂しくはありますが、僕の絵がゆうきさんのこの物語を少しでも盛り上げるお役に立てていたら嬉しいです！　では！
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